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メモ、を意、警告 

^ メモ： コンピュータを巧いやすくするための重要な情報を説明しています。 

〇 ホ 意： バードウェアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その危険を回避するための方法を説明しています。 

A 警告： 巧的損害、けが、または巧亡の巧因となる可化性があることを示します。 

略語に ついて 

略語の一黄表は、 「里亞堇」 を参照してください。 

Deir " n シリーズコンピュータをご購入いただいた場合、このマニュアルの Microsoft ® Windows ® ホペレーテイングシステムについての説明は適巧されません。 
& メモ： 一部の機能やメディアは、お使いのコンピュータあるいは特定の国で使巧できない場合があります。 
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お使いのコンピュータについて 

Dell Precision™ Workstation 380 ューザーズガイド 

♦ 正面図（タワー巧) 

♦ 背面図（タワー型） 

♦ 正面図（デスクトップ巧） 

♦ 背面図（デスクトップ型) 

♦ 背面パネルコネクタ 
♦ コンピュータ内自 
♦ システム基巧のコンポーネント 


正面図（タワー型） 



1 

上段の 5.25 インチドラ 
イブベイ 

CD/DVD ドライブを収納します。 

2 

下段の 5.25 インチドラ 
イブベイ 

オブションの CD/DVD ドライブまたは3台目の/、ードドライブ用にこのベイを使用しまず。 

3 

上段の 3.5 インチドラ 
イブベイ 

オプションの4白目の/ドドライブ(シリアル ATA のみ）、フロッピードライブ、またはメディアカードリーダー用にこのベイを使用します。 

4 

下段の 3.5 インチドラ 
イブベイ 

オプションのフロッピードライブまたはメディアカードリーダー用じこのベイを使用します。 

5 

ハードドライブ動イ乍ライ 
卜 

ハードドライブライトは、コンピュータがデータをハードドライブから読み書きしている場合に点巧します。このライトは、 CD ブレーヤーなどのデバイスが動作中にも点 
灯します。 

6 

IEEE 1394コネクタ 
(オプション） 

デジタルビデオカメラなどの高速データデバイスや、外付けの記憶装圏こは、オブションの IEEE 1394コネクタを巧用します。 

7 

USB 2.0 コネクタ （2) 

フラッシュメモリキーやカメラ、または起動可能な USB デバイスなど、時巧接続するデバイスには、前面 USB コネクタを使用します (USB デバイスの起動について 
は. 「セットアップユーティ IJ ティ1 ををおしてけ r’ さし、）。 

プリンタやキーボードなど通常接結したままのデバイスロよ、背面 USB コネクタを®用することをお割めします。 

8 

Del|TM 回転バッジ 

コンピュータをタワー型からデスクトップ型じを車するために Dell バッジを回記するには、 前面 パネルを 取りかして案返し、バッジの後ろじあるプラスチックのハンドル 
を回転させます。 

9 

電源ボタン 

電源ボタンを押して、コンピュータに電厢を入れます。 

を意： データの損失を防ぐため、電源ボタンを使ってコンピュータの電源を切らないで〈ださい。電源ボタンを巧す代わりに、オペレーティングシステムのシャットダウン 
を実行してください。 

メモ： 電源ボタンを巧って、システムをな動させたり省電力が態にずることもできまず。詳細に関しては、 「電力の管理」 を参障.してください。 

10 

電源ライト 

電源ライトは、点滅したり点巧することで異なる状態を示します。 

1消灯ーコンピュータの電源は切れています。 

1緑をの点なーコンピュータは通常の動作状態です。 

1緑色の点滅ーコンピュータは、省電力状態です。 

1ま色の点滅または点'灯 一 r 電源の PpI 頭1 をを照して<ださい。 

省電力状態から復帰する口ま、電源ボタンを巧すか、デバイスマネージャウィンドウで復帰デバイスが設定されている場合、キーボードかマウスをほいます。休止状態 
および省電力状能からの宿掃の詳細じついては、 「電力の管理 1を参照してください。 

















































コンピュータのトラブルシューティングに役立つライにードの説明は. 「該断ライト1 を参照してください。 

11 

マイク用コネクタ 

マイクコネクタにパーソナルコンピュータ用マイクを接結して、音声や音楽をサウンドまたはテレフォニープログラムに入力します。 

12 

ヘッドフォンコネクタ 

ヘッドフォンをこのコネクタに接続します。 

13 

彭断ライト (4) 

該断ライトは、診断コードに基づくコンピュータの巧頭のトラブルシューティンヴに役立ちます。詳細については、 「訟断ライト1 ををおしてください。 

14 

ネットワークリンクランつ 

10 Mbps、 100 Mbps、 または1000 Mbps (あるいは1 Gbps) のネットワークとコンピュータ間の接統が良巧な場合に、このネットワークリンクランプが点なしま 
す。 


背面図（タワー型） 



1 

電源コネクタ 

電源ケーブルを差し込みます。 

2 

電圧切り替えスイッチ 

詳細に関しては、『製品情報ガイト 1 のま全手順を参障.してください。 

3 

背面パネルコネクタ 

シリアル、 USB、 およびその化のデバイスを 対応するコネクタに 差し込みます。 

4 

力ードス ロット 

取りがけられたすべての PCI または PCI Express 力ード用のアクセスコネクタです。 

メモ： 上段の5つのコネクタス□ットはフルレングスカードに対応し、下のコネクタス□ットは/\—フレングスカードに巧応します。 


正面図（デスクトップ型） 
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1 

上段の 5.25 インチドラ 
イブベイ 

CD/DVD ドライブを収納します。 

2 

下段の 5.25 イン于ドラ 

オプションの CD/DVD ドライブまたはオプションの3台目の M- ドドライブ（シリアル ATA または SCSI) を収辆します。 
















































































イブベイ 


3 

3.5 インチドライブベイ 

フ □ッ ピードライブまたはオプションのメディアカードリーダー用にこのベイを使用します。 

4 

ハードドライブ動イ乍ライ 
卜 

ハードドライブ動作ライトは、コンピュータがハードドライブからデータを読み書きする瞭に点'灯します。このライトは、 CD プレーヤーなどのデバイスが動巧中にも点な 
します。 

5 

IEEE 1394コネクタ 
(オプション） 

デジタルビデオカメラなどの高连データデバイスや、か付けの記憶装置ロホ、オプションの IEEE 1394コネクタを使用します。 

6 

USB 2.0 コネクタ （2) 

フラッシュメモリキーやカメラ、または起動巧能な USB デバイスなど、時巧接続するデバイスには、前面 USB コネクタを使用します (USB デバイスの起動にっいて 
は、 「セットアップユーティリ ティ 1 をを照してください）。 

フリン タやキーボードなど通常}ま結したままのデバイスには、背面 USB コネクタを巧巧することをお割めします。 

7 

電源ボタン 

電源ボタンを押して、コンピュータに電源を入れます。 

メモ： 雷源ボタンを巧って-システムホな動さサわり省電力が良引こするこトキ,できます。詳細に閱しては. 「雷 力の管揮 1ホを暖してください。 

を 意： データの損失を防ぐため、電源ボタンを使ってコンピュータの電源を切らなし巧〈ださい。電源ボタンを巧す代わりに、オペレーティングシステムのシャットダウン 
を実行してください。 

8 

電源ライト 

電源ライトは、点滅したり点灯することで異なるが態を示します。 

1ミ肖灯ーコンピュータの電源は切れています。 

1 緑をの点なーコンピュータは通常の動作状態です。 

1 緑色の点滅ーコンピュータは、省電力状態です。 

1 黄色の点滅または点'灯 一 r 電源のお頭 1 をを照してください。 

省電力状態から復帰するには、電源ボタンを巧すか、デバイスマネージャウィンドウで復帰デバイスが設定されている場合、キーボードかマウスをほいます。が止状態 
および省電力が蘭からの復掃の詳細にっいては、 「電力の管理 1を参照してください。 

コンピュータのトラブルシューティングに役立つライトコードの説刷ま. 「該断ライト1 を参照してください。 

9 

該断ライト (4) 

訖断うイトは.訟断コードに其づくコンピュー々のな頭の卜うブルシューティンヴじ巧なちます。詳細じついては. 「訟断うイト1 を参昭して<ピさい。 

10 

マイク用コネクタ 

マイクコネクタにパーソナルコンピュータ用マイクを接結して、音声や音楽をサウンドまたはテレフォニープログラムに入力します。 

11 

ヘッドフホンつ才、クタ 

ヘッドフホンをこのコネクタに巧結しまず。 

12 

ネットワークリンクランプ 

10 Mbps、 100 Mbps、 または1000 Mbps (あるいは1 Gbps) のネットワークとコンピュータ間の接統が良巧な場合に、このネットワークリンクランプが点なしま 
す。 


背面図（デスクトップ型) 



1 

力ードス ロット 

取り付けられたすべての PCI または PCI Express 力ード用のアクセスコネクタです。 

2 

電源コネクタ 

電源ケーブルを差し込みます。 

3 

電圧切り替えスイッチ 

詳細に関しては、『製品情報ガイト 1 のま全手順を参照してください。 

4 

背面パネルコネクタ 

シリアル、 USB、 およびその化のデバイス をが 応するコネクタに 差し込みまず。 


背面パネルコネクタ 
















































1 

マウスコネクタ 

標準のマウスは、録をのマウスコネクタに差し込みます。コンピュータと取り付けられているすべてのデバイスの電源を切ってから、マウスをコンピュータに接続しまず。 USB マ 
ウスをお使いの場合、 USB コネクタに差し込みます。 

おほいのコンピュータで Microsoft® Windows® XP ホペレーティングシステムを実行している場合、必要なマウスドライバは/、ードドライブにインストール巧みです。 

2 

パラレルコネク 
夕 

す J ンタなどのパラレルデバイスをパラレルコネクタに接続します。 USB プリンタをお使いの場合、 USB コネクタに差し込みます。 

メモ： 同じアドレスじ話を;^れトパラレルコネクタホ持つ力ードをコンピュータがお化した場合.巧感パラレルコネクタはち動のにおなじなります。詳細じついては. r セットアップ 
オプション1 を参照して〈ださい。 

3 

リンク保全ライト 

1緑を一10 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が良巧です。 

1樓を一100 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が良巧です。 

1黄色一1000 Mbps (または1 Gbps) ネットワークとコンピュータ間の接続が良好です。 

1オフーコンピュータは物理的なネットワークを続を検出していません。 

4 

ネットワークア 
ダプタコネクタ 

コンピュータをネットワークやブロードバンドデバイスに取り付けるには、ネットワークケーブルの片方の端をネットワークジャックやネットワーク/ブロードバンドデバイスに接統 
しまず。ネットワークケーブルのもう一方の端を、コンピュータのネットワークアダプタコネクタに接続します。カチッと化まったらネットワークケーブルはしっかりと接続されていま 
す。 

メモ： モデムケーブルをネットワークコネクタに接続しないでください。 

コンピュータにネットワークコネクタカードを追加した状態で、複数のネットワーク接統(別個のイントラネット、エクストラネットなど)を設定する場合は、その力ードとコンピュータ 
の背面にコネクタを使用してください。 

カテゴリ5のケーブルを使用して、ネットワークを接続することをお勤めします。カテゴリ3のケーブルを使用する必要がある場合、ネットワークま度を10 Mbps にして動作 
の信頼-性を確保します。 

5 

ネットワーク動 
巧ライト 

黄をのライトは、コンピュータがネットワークデータを送信、または受信している時に点滅します。ネットワークトラフィックがをい場合、このライトが r 点巧」の状態に見えることが 
あります。 

6 

ライン入カコネ 
クタ 

青色のライン入カコネクタにカセットプレーヤー、 CD プレーヤー、または VCR (ビデホカセットレコーダー)などの録音/再ちデバイスを巧続します。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、力ードのコネクタをほ用します。 

7 

ライン出カコネ 
クタ 

緑色のライン出カコネクタを使って、ヘッドフホンおよび巧蔵アンプの巧いたほとんどのスピーカーを接続しまず。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、力ードのコネクタをほ用します。 

8 

マイク用コネク 
夕 

ピンクをのマイクコネクタにパーソナルコンピュータ巧マイクを接結し、音声や音楽をサウンドまたはテレフオニープ□グラムに入力します。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、マイクコネクタは力ードにあ y ます。 

9 

USB 2.0 コネ 
クタ (2) 

す J ンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスには、背面 USB コネクタを巧巧します。 

フラッシュメモリキーやカメラ、または起動可能な USB デバイスなど、時 f が童結するデバイスには、前面 USB コネクタを使用します。 

10 

USB 2.0 コネ 
クタ (3) 

ブリンタやキーボードなど通常接結したままのデバイスには、背面 USB コネクタを巧用します。 

フラッシュメモリキーやカメラ、または起動可能な USB デバイスなど、時が}童結するデバイスには、前面 USB コネクタを使用します。 

11 

シリアルコネク 
夕 

ハンドへルドデバイスなどのシリアルデバイスをシリアルポートに接続します。デフオルトの指定先は、シリアルコネクタ1が COM1、 オプションのシリアルコネクタ2力《 

COM2 です。 

詳細については、 [セットアップオプション」 を参照してください。 

12 

キーボードコネ 
クタ 

標準のキーボードをおないの場合、紫色のキーボードコネクタに差し込みます。 USB キーボードをおほいの場合、 USB コネクタに差し化みます。 


コンピュータ内部 


^ 警告； 本巧の手旧を曲巧する前に、『製品情巧ガイド』のま全手瞄こ巧ってください。 


































1 

電源装置 

7 

プロセッサフアン 

2 

システム基板 

8 

下段の 3.5 インチドライブベイ 

3 

セカンダリドドライブベイ 

9 

上段の 3.5 インチドライブベイ 

4 

プロセッサエアフローカバー 

10 

下段の 5.25 インチドライブベイ 

5 

プライマリ/、ードドライブベイ 

11 

上段の 5.25 インチドライブベイ 

6 

カードフアン 

12 

ドライブケージ 


ケーブルのを 


デバイス 

を 

/\-ドドライブ 

青色のケーブル 

フロッピードライブ 

黒色のプルタブ 

CD/DVD ドライブ 

检をのブルタブ 


システム基板のコンポーネント 
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6 



1 

電源コネクタ （12 VPOWER ) 

13 

PCI Express xl 力ードス□ット 

2 

メモリモジュールコネクタ 

14 

最大150 W の PCI Express xl 6 力ードスロット 

3 

/ くッテリーソケット （ BATTERY ) 

15 

PCI Express x 8 力ードスロットが1つ ( x 4 として配線巧み） 

4 

メモリフアンコネクタ （ FAN _ MEM ) 

16 

PCI 力ードスロット （1-3) 

5 

前面パネルコネクタ 

17 

が付け LED コネクタ (AUX LED ) 

6 

主電源コネクタ （ POWER ) 

18 

フロッピードライブ （ FLOPPY ) 

7 

IDE ドライブコネクタ （ IDE ) 

19 

シリアルコネクタ （SERI AL 2) 

8 

SATA コネクタ ( SATA -1、 SATA -3、 SATA -0, SATA -2) 

20 

力ードケージフアン （FAN CARD CAGE ) 

9 

RTC リセットジャンパ （ RTCRST ) 

21 

内蔵スピーカーコネクタ （INT SPKR ) 

10 

Flexbay コネクタ （ FLEXBAY ) 

22 

プロセッサフアンコネクタ （FAN CPU ) 

11 

シャーシイントルージョンヘッダー 

23 

プロセッサコネクタ ( CPU ) 

12 

パスワードジャンパ （ PASS ) 
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アドバンス機能 

Dell Precision™ Workstation 380 ユーザーズガイド 

• LeqacvSelect テクノロジコント ロール 

♦ 管理谜能 
• セキュリティ機能 
• パスワー円こよるな 譲 
9 セットアップユーティリティ 
♦ 忘れたパスワードのミ肖モ 


♦ CMOS 設定のリセット 
♦ 電力の管理 

♦ ハイパースレツディング 

♦ IEEE 1394 

♦ U 320 SCSI コントローラ 

♦ RAID をぶについて 


LeqacySelect テクノロジコントロ ー j レ 


LegacySelect テクノロジコントロールは、共通プラットフ ホー ム、ハードドライブイメージ、およびヘルプデスク手続きを基本としたレガシーフル、レガシー限定、またはレガシーフリーソリユーシヨンを提 
供します。管理者は、セットアップユーティリテイ 、 Dell OpenManage … IT Assistant . または CFI (カスタムファクトリーインテグレーシヨソを介してコントロールを利用できます。 


LeaacySelect をほうことによって、管理者はシリアル/ USB コネクタ、パラレルコネクタ、 PCI スロット、フロッピードライブ、 PS /2 マウスなどのコネクタおよびメディアデバイスを電子めにま動化また 
はがま動化することができます。コネクタおよびメディアデバイスを無細こして、リソースを利用可能にします。変更をち細こずるには、コンピュータを再起動する必妥があります。 


管理機能 

ASF(Alert Standard Format) 


ASF は、「ホペレーティングシステム確立な前」または「オペレーティングシステム不在」費吿巧術を指定する DMTF 管理標準です。オペレーティングシステムがスリープ状態にあるとき、またはコンピュ 
-夕の電源力《切れているときに、セキュリティの問題および廣害が発生してしぶ可能性があるとしう警告を発するよう設定されています。 ASF は、ホペレーティングシステム不在の瞭のが来の晝吿方ま 
I こ代わるものとして設計されています。 


おほいのコンピュータは、レユ下の ASF 晝吿機能をサポートします。 


警を 

说明 

BIOS : Corrupt BlOS/Corrupt BIOS Cleared 

BIOS にエラーがあります。 BIOS のエラー由哨军ましました。 

Boot : Failure to Boot to BIOS 

起動時に BIOS の□-ドが完了しませんでした。 

Password: System Password Violation 

システムパスワードが無効です(無効なパスワードが3回入力されると蓄告が発 
せられます）。 

CPU: CPU DOA Alert/CPU DOA Alert Cleared 

マイク□プ□セツサが磯能していません。 

Heartbeats : Entity Presence 

システムカ《存在していることを確認するためじ、ハートビートが定期抑こ送信され 
ています。 

Temperature : Generic Critical Temperature Problem/Generic Critical Temperature 
Problem Cleared 

コン ピュータの温度が限界植を超えているか、または コン ピュータの温度の問題が 
解みしました。 

Cooling Device : Generic Critical Fan Failure/Generic Critical Fan Failure Cleared 

ファン 速度 （ rpm ) が限界値を超えています。 フアン 速度 （ rpm ) の巧題力 《 解ミ夫しま 
した。 

Connectivity : Ethernet Connectivity Enabled/ 

Ethernet Connectivity Disabled 

Ethernet のお結がち効か、または Ethernet の接結が巧効です。 


デルの ASF 導入の詳細じついては、デルサポートサイト support.jp.dell.com で入手できる 『 ASF ユーザーズガイド J ! および 『 ASF 管理者ガイド J ] を参照して〈ださい。 


Dell OpenManageTM IT Assistant 


IT Assistant it . 企業のネットワーク上のコンピユータやその化のデバイスを設定、管理、監巧します 。 IT Assistant it . 業界標準の管理ソフトウェアを装偏したコンピユータの資産、設定、イベント 
(費吿）、セキュリティを管理します。また、 SNMP 、 DMI 、および Cl M の業界標宰に準拠する計装をサポートします。 


DMI と CIM を基本にした Dell OpenManage Client I nstrumentation (クライアント用ソフトウェア）は、お使いの コン ピュータで使巧できます 。 IT Assistant の情報は、デルサポートサイト 
support.jp.dell.com で入手できる 『Dell OpenManage IT Assistant ユーザーズガイド Ji を参照してください。 




























Dell OpenManage Client I nstrumentation ( クライアント巧ソフトウェア ) 


Dell OpenManage Client I nstrumentation (クライアント用ソフトウェア）は、 IT Assistant などのリモート管理プログラムが、な下を実行するのを巧能じします。 


I お使いのコンピュータについての情報へのアクセス(搭載されているプロセッサの数や実行されているオペレーティングシステムの種類など） 


I コンピュータのステータスの監ネ見(温度プローブからの熱警告やストレージデバイスからのハードドライブ障害警告を受信することなど) 


I お使いのコンピュータのステータスの変更 （ BIOS のアップデート、またはリモートでのシャットダウンなど） 


管理システムは、 IT Assistant を使ってネットワーク上で Dell OpenManage Client Instrumentation (クライアント用ソフトウェア）がセットアップされているコンピュータでず。 Dell 
OpenManage Client I nstrumentation (クライアント用ソフトウェア）につし、ては、デルサポートサイト support . jp . dell . com で入手できる 『Dell OpenManaae Client I nstrumentation 
(クライアント巧ソフトウェア)ユーザーズガイト 1 を参照してください。 


セキュリティ機能 

シャーシイントルージョン検出 

^ ゾモ： 管理者パスワードが有効な場合、管理をパスワードがわからないと シャーシイントルージョン 設まをリセットできません。 

この裸能は、シャーンが開けられたことを検出しユーザーに警告します。 シャーシイントルージョン 設ををを要するには、次の手順を実行しまず。 

1. セットアッブユーティリティを起動します。 

2. 下矢印キーを巧して 、 System Security ホブシ ョンへ 移動しまず。 

3. < Enter > を巧してメニューにアクセスします。 

4. ち右矢印キーを巧って、オプション設まを選びます。 

5. セットアッブユーティリティを格了しまず。 

オプション設定 

I Enabled - コン ピュータカバーが開けられると、設定が Detected にをわり、次回の コン ピュータ起動時の起動ルーチン中に次の警告メッセージが表示されます。 

Alert ! Cover was previously removed. (薑告！カバーが取りかされました。） 

Detected の設定をリセットするには、セットアップユーティリティを起動します 。 Chassis I ntrusion ホプションで、左ち矢印キーを巧して Reset を選巧してから、 Enabled 、 Enabled - 
Silent 、 または Disabled を選びます。 

I Enabled - Silent (デフォルト）ーコンピュータカバーが開けられると、設定が Detected にをわります。次回のコンピュータ起動時の起動順を中に警告メッセージは表示されません。 

パト•ロックリングとセキュリティケーブルスロット 

レ:1下のちまの1つを巧って、コンピュータを巧譲しまず。 

I パドロックリングはパド□ックのみ、またはパドロックとループ型セキュリティケーブルをいっしよに巧用します。 

パドロックだけでコンピュータが開けられることを防ぐことができます。 

固定されたものにセキュリティケーブルを通し、パドロックを取り付けることで、巧許可のコンピュータの移動を防ぐことができます。 

I コンピュータ背面のセキュリティケーブルス□ットに市販の盗難防止デバイスを取り付けます。 
b イモ： お難防止デバイスを購入する前に.お使いのコンピュータのセキュリティケーブルスロットに対応するか痛認してくださし、。 

通常、を難防止デバイスには、金属ケーブルに取リイ寸けられている ロック 装置とキーが付いてし N ます。取り优ナ方法は、デバイスに付属のマニュアルに記載されています。 




パスワードによる保護 

© を意： パスワードはコンピュータ巧のデータに対してセキュリティを提供しますが、絶対にま全であるとしづわけではありません。より強固なセキュリティが必要なデータについては、データ暗号 
化プログラムなどの保護谜能をご自さでご用意ください。 

System Password 

O を意： システムパスワードを設定せずに操作中のコンピュータから難れたり、コンピュータをロックせずにが置した場合ロホ、第=者力{ジャンパ設定を変更し、パスワードを解除することができま 
す。その結果、ハードドライブ巧のデータへのアクセスが誰にでも可能になります。 

オプション設定 

レ： TF の2つのオプションのいずれかが表示されている場合、システムパスワードの変更や新しいパスワードの入力はできません。 

I Disabled - システム基巧のジャンパ設をによって、システムパスワードが無効になっていまず。 

レ:1下のホブションが表示された場合にのみ、システムパスワードを設定できます。 

I Set - システムパスワードが設まされています。 

I Not Enabled - システムパスワードが設定されてし、ない巧態で、システム基板のパスワードジャンパが有効設定（デフオルト）になっています。 

システムパスワードの設定 


システムパスワードの設定を途中で中止したい場合は、 < Tab > または < Shift >< Tab > キーを巧して別のフィール円こ移動するか、または手順5を終了する前に < Esc > を巧します。 

1. セットアッブユーティリティを 起動 して. Password Status が Unlocked に設定されているか確認します。 

2. System Password をハイライト表示して、 < Enter > を巧します。 

オプションちが Enter Password に変わり、その後に32文字分のをのフィールドが現れまず。 

3. 巧しいシステムパスワードを入力します。 

32义字まで入力できます。入力した义字を訂正する場合、 < Backspace > またはち矢印キーを巧します。パスワードは、ホ:义字と小文字を区別しません。 

無効なキーの組み合わせもあります。無効な組み合わせを入力すると、カーソルは動きません。 

それぞれの文字キ ー( またはを白としてのスぺースバー)を巧すごとに「*」が表示されます。 

4. < Enter > を巧します。 

ま斤しいシステムパスワードが32文字未満の場合、フィールド全部にい」が挿入されます。次に、オプションちが Confirm Password にをわり、その後ろに32文字分の別の空のフィールド 
が現れます。 

5. パスワードを確認するために、もう一度パスワードを入力して < Ente 「> を巧します。 

パスワード設定は Set にをわります。 

6. セットアップユーティリテイを終了します。 

コンピュータを再起動すると、パスワード保護磯能は有効になります。 


システムパスワードの入力 
















コンピュータを起動またはち起動すると、な下のプロンプトの1つが画面に表示されます。 


Password Status 力 《 Unlocked I こ設定されている場合 


Tvpe in the password and - press 

<ENTER> to leave password security enabled. 

- press <CTRL><ENTER> to disable password security. 

Enter password: 

(パスワードを入力して、 <ENTER> を巧すと、パスワードセキュリティはち効なままです。 <CTRL><ENTER> を}甲すと、パスワードセキュリティは無巧になります。パスワードを 
入力して < ださい。） 


Password Status が Locked に設定されている場合 


Type the system password and press <Enter>. 

Enter password: (パスワードを入•力して、 <ENTER> を押してくださし、。パスワードを入•力して〈ださし、。） 

セットアップパスワードが設定されてし、る場合、コンピュータはセットアップパスワードをシステムパスワードの巧用として受け付けます。 

入力したシステムパスワードが間違ってし、ると、次のメッセージが表示されます。 

** Incorrect password. ** (誤つたパスワード。） 

再び誤ったパスワードまたは不完全なパスワードを入力すると、同じメッセージが表示されまず。システムパスワードを3回間違えると、それ JiL 降はな下のメッセージが表示されます。 
** Incorrect password. ** 

System halted! 附 st power down. (誤ったパスワード。間違ったパスワード入力の回数： 3 システムが停止しました！電源を切ってください。） 

コンピュータの電源を入れなおした後でも、再び誤ったシステムパスワード、または不完全なシステムパスワードを入力するたびに、上記のメッセージが表示されます。 

。 メモ： System Password と Admin Password を併巧して Password Status を使用すると、お許可のを更に対■してコンピュータの保譲を強化できます。 

システムパスワードの巧り消しと変更 

システムパスワードを変更するには、 「 システムパスワードの詰を I の手順に従います。 

システムパスワードを取り消すには、巧の手順を実行します。 

1. セットアップユーティリティをお動します 。 

2. System Password をハイライト表示して、 < Enter > を巧します。 

3. プロンプトが表示されたら、システムパスワードを入力します。 

4. < Enter > を2回押して、既存のセットアップパスワードをクリアします。設定は Not Set にをわリます。 

5. 「 システムパスワードの設ホ I の手順に巧って、おしし、パスワードを設定します。 

Admin Password 

オプション設定 

I Set (設定）ーセットアップパスワードを設定できません。セットアップユーティリティを変更するロホ、セットアップパスワードを入力する必要があります。 

I Not Set (未設定）ーセットアッブパスワードを設をできます。パスワード機能は有効ですが、パスワードが設定されてし、ません。 

I Disabled (無効）ーシステム基板のジャンパ設定で、管理者パスワードが無なになっています。 


セットアップパスワードの設定 





セットアップパスワードとシステムパスワー円ホ同じでもかまいません。 

じ メモ： これらのパスワードが異なる場合でも、セットアッブパスワードをシステムパスワードの代わりに使用することができます。ただしシステムパスワードは、セットアップパスワードの代わりに 
**■ 使巧することはできません。 

1. セットアップユーティリティをお動して . Admin Password 力《 Not Enabled じ設定されていることを確認します。 

2. Admin Password をハイライト表示して、ち右矢印キーを巧します。 

パスワードの入力と確認のプロンプトが表示されます。パスワードにほ用できない文字の場合、ビープ音が鳴りまず。 

3. パスワードを入力して確認します。 

パスワードの確認が終わると、 Admin Password 設定は Enabled に変わります。これな降は、セットアップユーティリティを起動するたびに、セットアップパスワードの入力を求められま 
す。 

4. セットアップユーティリティを終了します。 

Admin Password の変更は、ただちに有なになります(コンピュータを再起動する必要ありません）。 

管理をパスワードが有効な場合のコンピュータの揉作 


セットアップユーティリテ ィを 起動 す ると- Admin Password オプションがハイライト表示され、パスワードの入力を求められます。 


正しいパスワードを入力しないと、セットアップオプションを変更することはできませんが、セットアッブユーティリティ画面は表示されます。 
。メモ ： Setup Password と Password Status を併用すると、無許可の変まに対してシステムパスワードを保譲できます。 

管理をパスワードの削除とあ更 

既存の管理者パスワードを変更するには、管理者パスワードを知ってしぶ必要があります。 

1. セットアップユーティリティをお動します 。 

2. プロンブトで管理者パスワードを入力します。 

3. < Enter > を2回押して、既存の管理者パスワードをクリアします。設定は Not Set にをわリます。 

ま斤ししホットアッブパスワードを設まする場合、 「 システムパスワードの詰を I の丰順を実行することもできます。 

忘れたパスワードの取り消しと新しいパスワードの設定 

システムパスワードまたは管理者パスワードをリセットする口よ、 「 忘れたパスワードの消去 I を参鹿して〈ださい。 


セットアップユーティリティ 
概要 

セットアップユーティリティはな下の場合に巧巧します。 

I お使いのコンピュータじ/、ードウエアを追加、変更、または取りがした後に、システム設を情報を変更する場合 
I ユーザーパスワードなどユーザー選巧巧能オプションを設定またはを要する場合 
I 現在のメモリの容量を調べたり、取り巧けられた/\-ドドライブの種類を設をする場合 

セットアップユーティリティを起動する前に、後で参照できるようにセットアップユーティリティ国面の情報を記録しておいてくださし、。 

セットアップユーティリティの起動 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. 青をの DELLTM ロゴが表示されたら、すぐに < F 2> を巧します。 


ここで時間をおきすぎてホペレーティングシステムのロゴが表示された場合、 Microsoft ® Windows ® デスクトップが表示されるまで待ちまず。次に、 コンピュータをシャットダウンして、 もう一 
度やり直します。 









セットアップ画面 


セットアッブユーティリティ画面は、お使いのコンピュータの現在のまたは変更可能な設定情報を表示します。画面上の情報は、オプションリスト、アクティブホブシヨンフィールド、キーフアンクシヨンの 3 
つの領域に分かれます。 


Options List - このフィールドはセットアップユーティリティ画面のち測じき示されます。このフィールドは、取り付けられたハ 

Option Field - 各オプションの情報を表示します。このフイー 

ードウェア、省電力機能、およびセキュリティ機能をさむ、コンピュータの構成を定義ずるオプションを表示する、スクロール可能な 

ルドで、現なの設定を表示させたり設定ををますることができま 

リストです。 

す。 

上下矢印キーを使って、一莫を上下にスクロールします。オプションがハイライト表示されている際 、 ODtion Field はそのホプシ 

ち右矢印キーを使って、オプションをハイライト表示します。 

ョンの詳細とオプションの現なの設定および利用可能な設定をき示します。 

<Enter> を巧して選巧を有細こします。 

Key Functions - このフィールドは Option Field の下に表示され、アクティブなセットアップユーティリティフィールドのキー 
とその機能を一貴表示します。 



セットアップオプション 

& メモ： おないのコンピュータおよび取り付けられているデバイスによって、この項に一監表示された項目とは異なる場合があります。 


Info 

System Info 

コンピュータち、 BIOS のバージョン番号、 BIOS の日が、 Asset Tag, サービスタグ、およびホーナータグをリスト表示します。 

CPU Info 

コンピュータのプロセッサがハイパースレッディング、 IA-32e に対応しているか識別し、また、 CPU スピード、バススピード、クロックスピード、および L2 キャッシュを識 
別します。 

Memory Info 

取り付■けられたメモリの容量、メモリの速度、ビデホメモリの容量、ディスプレイキャッシュのサイ义およびチャネルモード（デュアルまたはシングル)を示します。 

Date/Time 

現在の日巧および時刻設をを表示しまず。これらの設定は変更できます。 

Boot Sequence 

コンピュータはこのリストで指定したデバイスの順番で起動を試みます。 

Drives 

Diskette Drive 

ディスケットドライブをち効または巧細こして、内蔵ディスケットドライブに読み取り隹限を設定します。 〇け はディスケットドライブをすべて無細こしまず。1 nternal は巧 
蔵のディスケットドライブを有細こします。 USB は、 USB コントローラが有なで USB ドライブが巧続されている場合、巧蔵のディスケットドライブをお効にし、 USB ドライ 
ブをち効にします 。 Read Only は、内蔵のドライブコントローラをち効にし、内蔵のディスケットドライブについて読み取り専巧の権限を許可します。 

Drive 〇 〜 Drive n 

システム基板のコネクタに接結されたドライバを識別して、有効または無細こし. M- ドドライブ容量をリスト表示します。 

Error Reporting 

システムのスタートアップ時に内蔵ドライブ（ドライブ 0~6) の/、ードドライブエラーがレポートされているかどうかをコントロールします。 

Onboard Devices 

Audio Controller 

オンボードオーディオコントローラをちなまたは無巧にします。 

NIC Controller 

NIC は On (デフホルト）、 Off、On W/ PXE に設定できます。 

LPT Port Mode 

内蔵パラレルポートの動作モードを指定します。 Off はポートを無なにします。 AT はポートを IBM AT 互換用に設定します。 PS /2 はポートを IBM PS/2 互換用に設 
定します。 EPP はポートを EPP 巧方向プロトコル用に設定します。 ECP はポートを ECP 双方向プロトコル用に設定します。 

メモ ： LPT Port ModedPT ポートモード）を ECP に設定している場合 、 LPT Port DMA ( LPT ポート DMA) がオプションに表示されます。 

LPT Port Address 

ビルトインパラレルポートで使用するアドレスを巧をします。 

LPT Port DMA 

パラレルポートが ECP モードの場合に使用するアドレスを指定します。 〇 けは DMA チヤネルを無なにします。 DMA 1は DMA 1 チヤネルを選キ尺します 。 DMA 3は 
DMA 3 チヤネルを選巧します。 

Serial Port #1 

シリアルポートカードを取りかけている場合、に erial Port #1( シリアルポート 1)] がオプションとして表示されます。 

デフォルト設定の Auto は、コネクタを自動的に 4 寺をのポートに設まします ( COM 1 または COM 3)。 

USB 

ポートの位置ごとに、内蔵 USB コントローラのちな/無効を選巧します 。 All On (ずべてホソを選巧すると、正面と背面のポートが有巧になります 。 All 〇 けくすべて才 
フ）を選巧すると、すべてのポートが無効になります 。 Front On (正面オン)を選がすると、正面のポートのみがち効になり 、 Front 〇げ (正面オスでは、正面のポート 
のみが無効になります。 

Performance 

Hyper-Threading 

それぞれの物理ブロセッサを 1 つまたは 2 つの論理ブロセッサとして表示するかどうかを指定します。論理プロセッサを追加ずると、パフォーマンスが向上するアプリケ 
ーシヨンもあります。 On はハイパースレッディングをち効にします。 Off はハイパースレッディングを無効にします。 

HDD Acoustic Mode 

1 Quiet (デフホルト）一/\-ドドライブは是も詳かな設定で動作します。 

1 Performance -ハードドライブは最高速度で動作します。 

1 Bypass -お使いのコンピュータは、現在のアコースティックモードの設定をテストまたは変更しません。 

1 Suggested -ハードドライブは、ハードドライブの製造元が推奨ずるま度レベルで動作します。 

メモ： /〇才ーマンスモードにスイッチするとドライブのノイズが増えることがあります。 

メモ： アコースティック設定を変更しても、ドドライブイメージは変わ y ません。 

SpeedStep 

Intel SpeedStep® オブシヨンでは、プ□セッサの電力消費や動作周ぶ数を変更するための設定が巧能です。 

































モ： このオプションはおほいのコンピユターで巧用できない場合があります。 


Security 

Admin Password 

このオプションは、システムパスワードがシステムへのアクセスを制限するのと同巧にコンピュータのセットアップユーティリティへのアクセスを制限します。 

Svstem Password 

システムのパスワードセキュリティ谜能の現在の状態が表示され、おしし、システムパスワードを設をしたり確認することができます。 

Drive 0 Password 
through Drive n 
Password 

ドドライブのパスワードセキュリティ機能に関する現巧の巧態が表示されます。新しし1パスワードの設定や確認が巧能です。 

を意： RAID 構成を有効にする場合は、ドライブのパスワードを設定しなし、でください。詳細につい口ま、 「RAID 權ホ.じついて」 を参照してください。 

Password Status 

このオプションは、管理者パスワードを使ってシステムパスワードフィールドをロックします。このフィールドがロックされていると、コンピュータを起動する瞭に 
<Ctrl><ENTER> を巧してパスワードセキュリティを無効じするオプションは巧巧できません。 

Chassis Intrusion 

シャーシイントルージョンがち効な場合、このオプションはコンピュータの次回の起動時に、コンピュータカバーが開けられたことをユーザーに警告します。 

TPM Security 

TPM (Trusted Platform Module) セキュリティデバイスを制御します。 

Power Management 

AC Power Recovery 

コンピュータじ AC 電源が回復した場合にどラするかを巧定します。 

Auto Power On 

時間と曜日を設定し、コンピュータに自動的に電源を入れることができます。選べるのは、を日または月曜からを曜の毎日です。 

時間は24時間化ま（時間：分)でき示されます。ちち矢巧キーを巧して、数植を増減するか、曰かと時間のフィールドの両方に数値を入力して、起動する時間ホまをし 
ます。 

デフォルト設定は Disabled です。 

この機能は、電源タップやサージプロテクタでコンピュータをシャットダウンした場合は動作しません。 

Auto Power Time 

システムの電源が自動的に切れる時間を指定できます。デフォルト設定は〇けです。 

Low Power Mode 

Low Power Mode が選巧されている場合、リモートウェイクアップイベントは、ホンボードネットワークコントローラで Hibernate または Off の状態からから電源 
巧入することはできな〈なります。 

Remote Wake-Up 

このホブションは、 Network Interface Controller または Remote Wakeup 磯能を持つモデムがウェイクアップ信号を受け取ったおじ、システムを起動させま 
す。 

On がデフォルト設定です。 On W/ Boot to NIC の場合、コンピュータは起動順巧を使用する前に、ネットワークから起動しようとします。 

メモ： 通常、システムはサスペンドモード、巧止状態モード、または電源が切れた状態からリモートで起動できます。 Power Management メニューで Low 

Power Mode がち効な場合、システムは Suspend 力、らのみリモートで起動できます。 

Suspend Mode 

このオプションは、ほ電カモードで実巧するサスペンド状態である S1、 およびほとんどのコンポーネントの電源は削減または切られるが、システムメモリはアクティブにな 
るスタンバイ状態である S3 です。 

Maintenance 

Event Log 

システムイベントログをき示します。 

CMOS Defaults 

この設定は.コンピュータの工場出荷時のデフホルト設定を復元します。 

Video 

Primary Video 

2つのコントローラがシステムで使用できる場合、どちらのビデホコントローラがプライマリビデオコントローラになるかを指定します。デフォルトは PEG(PCI Express 
グラフィックビデオコントローラ)です。 

POST Behavior 

Fastboot 

On (デフオルト)に設定されてしぶ場合、お巧いのコンピュータは起動時に、特定の設定とテストを崔略するのでより早く起動します。 

Numlock Key 

このホブションは.キーボード上のち端列のキーに関連してし、ます。 On (デフォルト）に設定されてし、ると、このオブションはをキーの上卽に表示されてし、る致値谜能が 
アクティブになりまず。 0 けに設定されていると、このオプションはをキーの下部じ描かれているカーソルコントロール磯能をち巧にします。 

Keyboard Errors 

Report (レポート ）（ ち効）に設定されていて POST 中にエラーが検巧された場合、 BIOS によリエラーメッセージが表示され、プロンプトに <F1> を巧して続行するか、 
または<口>を巧してセットアップユーティリティを起動するよう表示されます。 Do Not Report (レポートなし）（無効）に設定されていて POST 中にエラーがおそ日され 
た場合、 BIOS ではエラーメッセージは表示されず、コンピュータの起動が続行されます。 

POST Hotkeys 

姑動固面に、セットアップユーティリティまたはクイック起動機能を起動するのに必要なキーの入力のメッセージを表示するかどうかをま定します。 Setup and Boot 
Menu は両方のメッセージを表示します （F2=setup and Fl2=Boot Menu)。 Setup はセットアップメッセージのみ表示します （F2=set 叩）。 Boot Menu はクイッ 
ク起動メッセージのみ表示しまず (F12=Boot Menu)。None はメッセージを表示しません。 


Boot Sequence 


この磯能を使って、デバイスの起動順序を変更します。 

オプション設定 

I Onboard or USB Floppy Drive - コンピュータはフロッピードライブからの起動を試みまず。ドライブ巧のフロッピーディスクが起動用でない場合、またはフロッピーディスクがドライブにな 
い場合、コンピュータはエラーメッセージを生成します。 

I Onboard Hard Drive - コンピュータはプライマリ/、ードドライブからの起動を試みます。オペレーティングシステムがドライブにない場合、コンピュータはエラーメッセージをち巧します。 

I Onboard or USB CD Drive - コンピュータは CD ドライブからの起動を試みます。ドライブに CD がない場合、あるいは CD にオペレーティングシステムがない場合、コンピュータはエラ 
ーメッセージを生成します。 

I USB Device - USB ポートにメモリデバイスを挿入し、 コン ピュータをち起動します。 F12 。 Boot Menu が画面ち上角に表示された場合、 < F 12> を}甲します。 BIOS はデバイスを検巧し 
て、起動メニューに USB フラッシュオプションを追加します。 

b イモ： USB デバイスから起動する口 ±、そのデバイスカ S 起動可能でなければなりません。デバイスのマニュアルを参暖丄て、デバイスが起動可能であるか確認してください。 




































一回のみの起動順序の変更 


この磯能を使って、たとえば、 『Drivers and Utilities CDJ ! にある Dell Diagnostics (該断)プログラムを実行するように CD ドライブからコンピュータを起動し、 Dell Diagnostics (餘断ブログラム 
が完了したらハードドライブから起動するように設定できます。この機能を使って、フロッピードライブ、メモリキーなどの USB デバイスからコンピュータを再起動することができます。 

^ イモ： USB フ□ッピードライブから起動する場合、まず セットアップユーティリ ティ で フ□ッピードライブを Off (オスに設をする必單があります。 

1. USB デバイスから起動する場合、 USB デバイスを USB コネクタ じ巧結します。 

2. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

3. 画面ち上角に F 2= Setup , F 12 =Boot Menu が表示された場合、 < F 12> を押します。 

ここで時間をおきすぎてオペレーティングシステムのロゴが表示された場合、 Microsoft Windows のデスクトップが表示されるまで待ちます。次に、 コンピュータを シャットダウンして、 もう一度 
やり直します。 

すべての利用可能な起動デバイスを一黄表示した Boot Device Menu が表示されます。各■デバイスには、横に番号があります。 

4. メニューの一番下で、一回のみの起動に使用するデバイスの数字を入力します。 

たとえば 、 USB メモリキーから起動する場合 、 USB Flash Device ( USB フラッシュデバイス)を/バライト表示して < Enter > を押します。 

& メモ： USB デバイスから起動する口±、そのデバイスカ S 起動可能でなければなりません。デバイスのマニュアルを参暖丄て、デバイスが起動可能であるか確認してください。 

巧回からの起動順序のを更 

1. セットアップユーティリティをま5旣しボち 

2. 矢印キーを巧って BootSequence メニューオブシヨンをイライト表示し、 < Enter > を巧して、ポップアッブメニューにアクセスします。 

^ メモ： 後で元に戻すこともできるよラ、現巧の起動順巧を書き留めておきます。 

3. デバイスのリスト巧を移動するには、上下を印キーを押します。 

4. デバイスをち効またはお効にするには、スぺースバーを押します(ち効じしたデバイスにはチェックマークが付いています）。 

5. 選択したデバイスをリストの上または下に移動するには、プラス （+ ) またはマイナス （一) を巧します。 


忘れたパスワードの消去 

^ 警告： 本巧の 手 巧ぞ闻 巧する巧に、『«!品 情報 ガイド J 1 のまを 手眼に巧ってください。 

〇 を 意： この手順を巧うと、システムパスワードとセットアップパスワードの両ちが消ちされます。 

1. 「作業を開姑する前に」 の手順を実行します。 



ジャンパ 

R を 

拍巧 

PSWD 


パスワード磯能がち効になっています。 
















































圖 


團 

パスワード裸能が無効になっています。 

RTCRST 

№1 

通常の CMOS 機能です。 

1。 岡 

CMOS 設ををクリアします。 

ジャンパあり0ジャンパなし 


2. コンピュータ カバー を 取りがします。 

3. システム基板の3ピンパスワードジャンパ （ PSWD ) の位置を確認し、ジャンパを2番ピンおよび3まピンに取り付けて、パスワードをクリアします。詳細については、 r システム真板のコンポ~ 
ネント ホき鹿してください。 

^ メモ： パスワードジャンパは、コンピュータの出荷晚こ、1番ピンおよび2番ピンに取り付けられています。 

4. コンピュータ カバー ホ 取 LJ かけます。 

5. コンピュータとモニターをコンセントに接結して、電源を入れます。 

6. Microsoft ® Windows ® デスクトップがコンピュータに表示されたら、コンピュ~夕を シャットダウン します。 

7. モニターの電源を切つて、コンセントから外します。 

8. コンピュータの電源ケーブルをコンセントから外し、電源ボタンを巧して、システム基巧の静電気を除ちします。 

9. コンピュータ カバー を 取りかします。 

10. システム基板の3ピンパスワードジャンパの位置を確認し、ジャンパを1番ピンおよび2番ピソこ取り付けて、パスワードを再度ち細こします。詳細については、 r システム其板のコンポーネン 
と」 を参照して〈ださし、。 

11. コンピュータ カバー を 取りかけます。 

Q ホ意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み、巧にコンピュータに差し込みます。 

12. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接結し、電源を入れます。 

じ メモ： これで.パスワード谋制よち効じなります。 セットアッ ブユーティリテ ィを阮 動 すると.システムパスワードナプシヨンと管理をパスワードナプシヨンの雨ちが. Not Set (ホ » を） と表示さ 
れます。つまり、パスワード樓能はち巧でずが、パスワードは設定されていません。 

13. 新しいシステムパスワード、またはセットアップパスワードを設定します。 


CMOS 設定のリセット 


^ 警告： 本巧の手旧を M 抬する前に、『»み情巧ガイド JI のまを手晒に巧ってください。 

1. r 作業を開始ずる前 Iこ I の手順を実斤します。 

2. コンピュータ カバー ホ 取りがします。 

3. 現在の CMOS 設定をリセットします。 

a . システム基巧で CMOS ジャンパ （ RTCRST ) の位置を確認します （ r シテム基板のコンポーネン H を参照してください）。 

b . ジャンパを1番ピンおよび2まピンから取りかします。 

C. パスワードジャンパプラヴを2番ピンおよび3番ピンに取りがけ、約5砂待ちます。 
d . ジャンパを1番ピンおよび2まピンに取り忖けます。 

4. コンピュータ カバーを 取り付けます。 



























Q を意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み、巧にコンピュータに差し込みます。 


5. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 


電力の管理 


お使いのコンピュータは、巧業しない場合に少ない電力で動作するよう設定できます。コンピューかこインストールされたオペレーティングシステムおよび セットアップユーテ 111 テが D 特定のオプション設 
定を使って、電力使用を制御します。節電されている期間を「スリープが態」と呼びます。 


I Standby -このスリープ状態では、ほとんどのコンポーネン K ; 令がフアンを含む）への電力は減かされる力、、切られていまず。しかしシステムメモリはま動状態にあります。 


じ メモ： スタンバイ状劇こなるには、コンピュータじ取り付けられたすべてのコンポーネントがこの機能をサポートしまた適切なドライバが口ードされている必要があります。詳細じつい口ま、をコ 
W ンポーネントの製造元の マニュアルを 参照して〈ださい。 


I Hibernate -このスリープ状態では、システムメモリのすべてのデータをハードドライブに書き込み、次に、システム電ミ原を切ることによって、電力消費を最小にしまず。この状態からウェイク 
アップするとコンピュータが再起動し、メモリの内容が回復されます。そしてコンピュータは休止状態に入ったときの状態から動作を開始します。 


じ メモ： 休止状態になるロホ、コンピュータに取り付けられたすべてのコンポーネントがこの機能をサポートしまた適切なドライバが口ードされている必要があります。詳細については、をコンポー 
M ネントの製造元の マニュアルを 参照してください。 


I Shutdown -このスリープ状態では、補助用のわずかな量を除いてコンピュータからすべての電源を切ります。コンピュータがコンセントに接続されている限り、自動めにまたはリモートで起 
動することができます。たとえば、 セットアップ ユーティリティ の Auto Power On オプションを使うと、コンピュータを特定の時間に自動めに起動することができます。また、ネットワーク管理者 
は電源管理イベント （Remote Wake Up など)ぞ使って、コンピュータをリモートで起動することができます。 


巧の表に、スリープ状態とそれぞれの状態からを帰させるためじほ用できる方法を一黃表示します。 


スリープの巧腹 

ウェイクアップのち法 （Windows XP ) 

スタンバイ 

1電源ボタンを}甲す 

1才ートパワーオン 

1マウスを動かすかクリックする 

1キーボードで入力する 

1 USB デバイスアクティビティ 

1電源管理イベント 

化止が態 

1電源ボタンを押す 

1才ートパワーホン 

1電源管理イベント 

シャットダウン 

1電源ボタンを押す 

1才ートパワーホン 

1電源管理イベント 


b メモ： 電源管理の詳細についロホ、オペレーティングシステムのマニュアルを参照してくださし、。 


ハイパースレツ デ イング 


ハイパースレッディングは Intel ® テクノロジであり、1つの物理プロセッサを2つの論理プロセッサとして磯能させることでコンピュータ全がのな能を向上させるので、特定のタスクを同時に実行するこ 
とができます。 Windows XP ホペレーティングシステムは、ハイパースレツディングテクノロジを利用するために最適化されているので、 Microso れ⑥ Windows ® XP SP 1 な降のホペレーティング 
システムを使巧することをお勤めします。多くのプログラムは、ハイパースレツデイングの恩恵を受けることになります力《、ハイパースレツデイング巧に最適化されていないプログラムもあります。それらの 
プログラムは、ソフトウェアの製造元によるアップデートが必要な場合があります。アップデートやハイパースレッデイングでソフトウェアをほ用する方法については、ソフトウェアの裝道元にお問い合わせ 
ください。 


おほいのコンピュータがハイパースレッデイングテクノロジを使用しているか確認するには、次の手順を実行します。 


1. スタートボタンをクリックし、マイコンピユータをちクリックして、プロパティをクリックします。 

2. ドウ エア をクリックして、デバイスマネージャをクリックしまず。 

3. デバイスマネージヤウインドウで、プロセッサ横のプラス （+ ) サインをクリックします。ハイパースレツデイングがち巧な場合、プロセッサは2つ表示されています。 


セットアップユーティリティを使って、ハイパースレッディングを有巧または無測こすることができます。 












IEEE 1394 


IEEE 1394は、コンピュータと周辺磯器間で大容量のデータを移動できるデジタルインタフエースです。 IEEE 1394はデータおよび大きなファイルのおを速度を増すので、マルチメディアデバイスに 
最適です。これにより、コンピュータをデジタルビデオカメラなどのデバイスに直接巧統することが可能になります。 


メモ： コネクタには、アダプタを使用して4ピンの IEEE 1394デバイスを接続できます。 


お使いのコンピュータにはオプションで前面に IEEE 1394コネクタが强條されている場合があります （ r お巧いのコンピュータじついて I ホを照して〈ださい）。このコネクタは .IEEE 1394を使用ずるア 
ドインカードを購入した場合にのみ使用できます。力ードの疆乂については、 デルにお問い合わせください 。 


U 320 SCSI コントロー ラ 


オプションの U 320 SCSI コントローラは PCI ベースで、 U 320(320 MBps ) の速度で実行中の場合は LVD (ほ電圧差異)モードで動作します。バスは逆方向互換であり、 11160(160 MBps )、 
Ultra 2(80 MBps ) , Ultra (40 MBps ) の速度で動作することができます。 


SE ( single - ended ) デバイスが LVD デバイス ( U 320、 U 160、 または Ultra 2 など)として同じバスに接続されている場合、 SCSI バスは SE モードで動作し、 Ultra (40 MBps ) の最大速度で動作 
します。 


お使いのコンピュータへの SCSI デバイスの取り付けと SCSI ID の設定の詳細については、 r ドライブ J を参照してください。 


RAID 構成について 


この巧では、コンピュータのご購入時に選キ尺された可能巧のある RAID 構成の概要について説明します。コンピュータ業巧では異なる巧巧目的のためじい<つかの RAID 構ぶがありますが、デルで 
は 、 Dell Precision コンピュータに RAID レベル0、 RAID レベル1、 RAID レベル5、または RAID レベル10のいずれかを提供しまず。 RAID レベル0構成は高性能プログラム巧じ、また RAID 
レベル10構成は、高度なレベルのデータ統合を必要とする場合にお勤めします。 


お使いのコンピュータの Intel ® RAID コントローラでは、2台または3台の物理ドライブを使用しての RAID レベル0構成のみを作巧できます。3台目または4台目のドライブがある場合 、 Intel 
RAID 設定ブログラムを使用してそれらのドライブを RAID レベル0構成の一部に設定したり、 RAID レベル1横成のスペアドライブとして巧田することもできます（「 スペアハードドライブ の作成 | をを 
照）。大きいほうのドライブじ未割り当ての（つまり使用できない）領域が生じないようにするためロホ、同じサイズのドライブを使巧することが必要です。 


じ メモ： RAID レベルは、性能(こよる序列を示すものではありません。 RAID レベル10構巧が、本質的に RAID レベル0構なより貸の上で優れていたり、劣ったりしているわけではないというこ 
とです。 


ハードドライブパスワードを伴う RAID の使用 


セットアップユーティリ ティが 提供するハードドライブセキュリティホブシヨンを使用する場合は、 RAID 構成を使用しないで<ださい。 RAID 構巧を使用するには、ハードドライブのパスワードをクリアして、 
データへのアクセスを可能じする必要があります。 

RAID レベル 0 


RAID レベル0は、「データストライピング」というストレージ巧術を使用して、高いデータアクセス速度を提供します。データストライピングは、データの連続したセグメント(またはストライカを物理ドライ 
ブに順次書き込み、より大きな仮想ドライブを作なします。データストライピングを使うと、1つのドライブでデータを読み出している間に、別のドライブで次のブロックを探しながら読み出すことができま 
す。 











serial ATA RAID 
configured for 
RAID level 0 



seoment 1 


segment 2 

segments 


segment 4 

segments 


segment 6 


l>ard drive 1 hard drive 2 


RAID レベル 0 のもう 1 つの利点は、ドライブの最大容量を利用できることです。120 GB のドライブが2つ取り付けられている場合、240 GB をデータの保存に使用することができます。 

の ま意： RAID レベル0はデータの冗長性を提供しないので、1つのドライブが故障した場合、別のドライブのデータにもアクセスできなくなります。したがって、 RAID レベル0構巧を使用する 
>隐は、定期的なバックアップを巧ってください。 

RAID レペル 1 

RAID レベル1は、「ミラーリング」としてそ日られるデータの冗長性保存な術を使用します。データはプライマリドライブに書き込まれると、化のドライブじ複製、つまりミラーリングされます。 RAID レベル 
1構成では、データの冗長性のためにデータアクセス速度が犧牲になります。 


serial ATA RAID 
configured for 
RAID level 1 

冷冷 


segment 1 


seoment 1 duplicated 

segment2 


segment 2 duplicated 

segments 


segments duplicated 

5 巧 ment4 


segment 4 duplicated 

segments 


segments duplicated 

segments 


segments duplicated 


hard drive 1 hard drive 2 


ドライブが巧镇すると、次の読み出し/書き込み動作は、正常に動作しているドライブで行われます。正常に動作してしぶドライブを使って、交換用のドライブでデータを再清棄することができます。ま 
た、データは両方のドライブで複製されるので、2つの120 GB の RAID レベル1ドライカホ、データの保存に120 GB を利用できます。 


RAID レペル 5 


RAID レベル5は、「データパリティ」としてがられるデータステージング保存巧術を使用します。データはプライマリドライブに書き泣まれると、少な<とも他の3台のドライブに複裝されます。データミラ 
-の役割をする他のボリュームに書き込む RAID レベル1の設定とは対照的に、 RAID レベル5構巧では、データがをドライブじ一定量ずつ書き込まれていき、をセグメントのデータが複数のドライ 
ブにわたって配置されまず。 RAID レベル5構成では、データアクセスが高速化されますが、 RAID レベル0または RAID レベル1構成よりを<の記憶容量が必要になりまず。 































serialATA RAID 
configured for 
RAIDIev お 5 


segment 1 


segment 1 striped across at least 3 drives 

segment i 


segment 2 striped across at least 3 drives 

segments 


segment 3 striped across at least 3 drives 

segment 4 


segment 4 striped across at least 3 driv 的 

segments 


segment 5 striped across at least 3 drives 

segmeme 


segment 6 striped across at least 3 drives 


hard d rive 1 ha rd drives 2,3 (and optionally,4) 


ドライブが巧廣すると、次の読み出し/書き込み動作は、正常に動イ乍しているその化のドライブで巧われます。正常に動作しているドライブのデータを使って、交換巧のドライブを再構築することができま 
す。また、データはプライマリドライブと追加のドライブで複製されるので、4つの120 GB の RAID レベル1ドライブは、データの保存に360 GB を利用できます。 


RAID レベル 10 


RAID レベル10は、「データパリティ」としてそ日られるデータステージング保存技術を使用します。データがプライマリドライブに書き込まれると、そのデータは他の4台のドライブに複製されまず。デー 
タミラーの役割をする化のボリュームに書き込む RAID レベル1の設定とは対照的に、 RAID レベル10構成では、データがをドライブに一定量ずつ書き込まれていき、各セグメントのデータカ《複数の 
ドライブにわたって配置されます。 RAID レベル10構成では、データアクセスが高速化されますが、 RAID レベル0または RAID レベル1構成より多くの記憶容量が必要になります。 



segment 1 


segment 1 striped across 4 drives 

segment 2 


segment 2 striped across 4 drives 

segment 3 


se9ment3stri|>ed across 4 drives 

segment 4 


segmentA striped screws 4 drives 

segment 5 


segments striped across 4 drives 

segment 6 


segment 6 striped across 4 drives 


hard drive 1 hard drives2,3,and 4 


ドライブが巧镇すると、次の読み出し/書き込み動作は、正常に動作しているその他のドライブで巧われます。正常に動作しているドライブのデータをほって、交換用のドライブを再構築することができま 
す。また、データはプライマリドライブと追加のドライブで複製されるので、4つの120 GB の RAID レベル1ドライブは、データの保存に最高240 GB を利用できます。 


コンピュータを RAID に構成する 


コンピユータ購入時に RAID 清成を選んでいない場合でも、コンピユータを RAID に構成する必要がでて<ることがあります。 RAID 構成をセットアップするじは、かな〈とも2台のハードドライブがコン 
ピュータに取り付けてある必要があります。ハードドライブの取り巧け手順に関しては、 r ハードトライブのおりイ寸けまたは2台目のオプションのハードドライブの追加（タワーコンピュータまたはデスクトツ 
ブコンビューか I を巻鹿してください。 


RAID ハードドライブボリュームを構成する手 I 頃は2種類あります。1つは 、 Intel RAID Option ROM ユーティリティを使用ずる方法で、これは、オペレーティングシステムをハードドライブにインスト 
—ルする前に実行されます。2つ目は 、 Intel Matrix Storage Manager 、 または Intel Matrix Storage Console を使用する方まで、これはオペレーティングシステムおよび Intel Matrix 
Storage Console をインストールしたをで実行されます。いずれの場合でも、本書の RAID 構成手順を始める前に、コンピュータを RAID 巧応モードに設定する必要があります。 


RAID 対応モードへのコンピュータの設を 


1. セットアップユーティリティを起動します 。 

2. 上下矢印キーを押して Drvies (ドライカを/\イライト表示し、 < Enter > を巧します。 

3. 上下矢印キーを巧して SATA Operation ( SATA 動作）を/\イライト表示し、 < Enter > を巧しまず。 

ち右矢印キーを}甲して RAIDOn(RAID オソをハイライト表示し、 < Enter > を巧します。その後、 < Esc > を巧します。 


4. 








































b メモ： RAID オブシヨンの詳細じついては、 「 セットアップオプション J を参照して〈ださい。 


5. ち右矢印キーを使用して Save/ Exit (な存/終了）をハイライトき示し、 < Enter > を}甲してセットアップユーティリティを終了し、起動プロセスを再開します。 

I ntel® RAID Option ROM ユーティリティを使 巧した コン ピュ ータの RAID への 巧 成 

。メモ ： Intel RAID Option ROM ユーティリティを使用した RAID 清巧の作成では、巧意のサイズのドライブをほ用できます力 《 、同じサイズのドライブを使用することが理想的です。 RAID レ 
ベル0構成では、構成のサイズは、最小ドライブサイズに構成内のドライブの台数口）を掛けた値になります。 RAID レベル1清成では、構成のサイズは、巧巧される2つのドライブの小さい 
ほうのサイズじなります。 

RAID レベル0 At 成の作成 

〇 ホ意： 次の手順で RAID 構巧を巧巧する t /\- ドドライブのすべてのデータを失います。結巧する前に、必要なデータのバックアップを巧巧してください。 

。メモ：次の手順は、オペレーティングシステムを再インストールする場合にのみ実巧して〈ださし、。既存のストレージ構成を RAID レベル0構巧に移巧するときじは、この手 I 頃を使用しないでく 
ださい。 

1. コンピュータを RAID 巧応モー ド に 設定します。 

2. Intel RAID Option ROM ユーティリティの起動を求めるメッセージがき示されたら、 < Ctrl >< i > を巧します。 

3. 上下矢印キーを}甲して Create RAID Volume(RAID ボリュームのか成）をハイライト表示し、 < Enter > を巧します。 

4. RAID ボリュームをを入力する力、、デフォルトを受け入れて、 < Enter > を巧します。 

5. 上下矢印キーを押して RAIDO (Stripe)(RAIDO (ストライプ)）を選がし、 < Enter > を押します。 

6. ほ用できる/\-ドドライブが複数存在する場合は、上下矢印キーとスぺースバーを押して、構成に巧用する2台または3台のドライブを選巧し、 < Enter > を巧します。 

b メモ： RAID ボリュームに保存する平均ファイルサイズに量も巧いストリップサイズを選巧します。平均ファイルサイズが分からない場合、ストライプサイズとして128 KB を選巧してください。 

7. 上下矢印キーを押してストリップサイズをををし、 < Enter > を押します。 

8. 希望のボリューム容量を選巧し、 < Enter > を押します。デフォルト値は最大許容サイズです。 

9. < Enter > を巧してボリュームを作ぶします。 

10. < y > を巧して、 RAID ボリュームを作成することを確認します。 

11 . I ntel RAI D Option ROM ユーティリティのメイン国面に、正しいボリューム構成が表示されていることを確認します。 

12. 上下矢印キーを使用して Exit (校了）を選がし、 < Enter > を押します。 

13. オペレーティンヴシステム を インストールします。 

RAID レベル1構成の作成 

1. コンピュータを RAID が応モード に 設ずします。 

2. Intel RAID Option ROM ユーティリティの起動を求めるメッセージが表示されたら、 < Ctrl >< i > を巧します。 

3. 上下矢印キーを使用して Create RAID Volume(RAID ボリュームの作成）をハイライトき示し < Enter > を巧します。 

4. RAID ボリュームをを入力する力、、デフォルトを受け入れて、 < Enter > を巧します。 

5. 上下矢印キーを巧用して RAID1 (Mirror) ( RAID 1 (ミラー))を選巧し、 < Enter > を巧します。 

6. ほ用できる/トド^*うイブが複数巧在する場合は、上下矢印キーとスぺースバーを巧して、ボリュームの構咖こ使用する2台のドライブを選识し < Ente 「:> を巧します。 

7. 希望のボリューム容量を選巧し、 < Enter > を押します。デフォルト値は、最大許容サイズです。 

8. < Enter > を巧してボリュームを作巧します。 

9. < y > を押して、 RAID ボリュームを作成することを確認します。 

10. I ntel RAI D Option ROM ユーティリティのメイン画面じ、正しいボリューム構成が表示されていることを確設します。 

11. 上下矢印キーを使用して Exit (終了）を選がし、 < Enter > を押します。 

12. オペレーティングシステム を インストールします。 

RAID レベル5構成の作成 

1. コンピュータを RAID 巧応モー ド に 設まします。 

2. Intel RAID Option ROM ユーティリティの起動を求めるメッセージがき示されたら、 < Ctrl >< i > を巧します。 

3. 上下矢印キーを巧用して Create RAID VolumeCRAID ボリュームの作成）を/\イライト表示し、 < Enter > を押します。 

4. RAID ボリュームをを入力するか、デフォルトを受け入れて、 < Enter > を巧します。 

5. 上下矢印キーを巧用して RAIDS (Mirror) ( RAID 5( ミラー))を選巧し、 < Enter > を巧します。 

6. 上下矢印キーとスぺースバーを巧して、ボリュームの構肋こな用する3台または4台のドライブを選がし、 < Enter > を押します。 

7. を望のボリューム容量を選択し、 < Enter > を押します。デフォルト値は、最大許容サイズです。 








8. < Enter > を巧してボリュームを作成します。 

9. < y > を巧して、 RAID ボリュームを作なすることを確認します。 

10. I ntel RAI D Option ROM ユーティリティのメイン国面に、正しいボリューム構成が表示されていることを確認します。 

11. 上下矢印キーを巧用して Exit (格了）を選おし、 < Enter > を巧します。 

12. オペレーティング システム を インストールします。 

RAID レベル10巧成の作成 

1. コンピュータを RAID 対応モー ド に 設定します。 

2. Intel RAID Option ROM ユーティリティの起動をホめるメッセージが表示されたら、 < Ctrl >< i > を巧します。 

3. 上下矢印キーを使用して Create RAID Volume ( RAID ボリュームの作成）をハイライトき示し < Enter > を巧します。 

4. RAID ボリュームをを入力する力、、デフォルトを受け入れて、 < Enter > を巧します。 

5. 上下矢印キーを巧用して RAID 10 ( Mirror )( RAID 10 ほラー))を選巧し、 < Enter > を巧します。 

6. 上下矢印キーとスぺースバーを巧して、ボリュームの構咖こな用する4台のドライブを選巧し、 < Enter > を押します。 

7. 希望のボリューム容量を選巧し、 < Enter > を押します。デフォルト値は、量大許容サイズです。 

8. < Enter > を巧してボリュームを作巧します。 

9. < y > を巧して、 RAID ボリュームを作成することを確認します。 

10. I ntel RAI D Option ROM ユーティリティのメイン国面に、正しいボリューム構成が表示されていることを確認します。 

11. 上下矢印キーを巧用して Exit (格了）を選おし、 < Enter > を巧します。 

12. オペレーティンヴ システム を インストールします。 

RAID ボリュームの削除 

^ メモ： この操作を実行すると、 RAID ドライブのすべてのデータが失われまず。 

。 メモ： コンピュータが現在 RAID から起動するようになってし、る場合、 Intel RAID Option ROM ユーティリティの RAID ボリュームを削除すると、コンピュータは起動不可能になります。 

1 .Intel RAID Option ROM ユーティリティの起動を巧めるメッセージが表示されたら、 < Ctrl >< i > を巧します。 

2. 上下ち印キーを使用して Delete RAI D Volume(RAI D ボリュームの削除）をハイライト表示し、 < Enter > を巧します。 

3. 上下矢印キーを巧用して、削除する RAID ボリュームをイライト表示し < DeletG > を巧します。 

4. < y > を押して、 RAID ボリュームを削除することを確認します。 

5. < Esc > を押して、 Intel RAID Option ROM ユーティリティを終了します。 

I ntel Matrix Storage Manager を巧用したコンピュータの RAI D への構成 


ホペレーティングシステムがすでにインストールされているハードドライブがあり、そのオペレーティングシステムやデータを失うことな<、2台目のハードドライブを追加して、両方のハードドライブを 
RAID ボ IJ ュームじ巧横巧する場合 I RAID レベル0横成 まわは RAID レベル1横 成 には務巧オプションを巧巧する化きがあります。 RAID レベル0ボリュームまたは RAID レベル1ボリューム 
は、巧の場合にのみイ乍巧してください。 

I すでにドライブが1台取り付けられているコンピュータに2台のま斤しいドライブを追加し(またオペレーティングシステムがその1台目のドライブにある）、2台のま斤しし、ドライブを RAID ボリュー 
ムに清成する場合 

I ボリュームじ構成されている M - ドドライブコンピュータがすでに 2 台あるが、 2 つ目の RAID ボリュームとして指定できるスぺースがボリュームにある場合 

RAID レベル0巧成の作成 

b メモ： この操作を実斤すると、 RAID ドライブのすべてのデータが失われます。 

1. コンピュータを RAID 対応モード に 設ずします。 

2. スタート をクリックして、 プログラム ー > I ntel(R) Matrix Storage Manager — > I ntel Matrix Storage Console の I 旧に選巧して 、 I ntel Storage ュー ティリティを起動します。 

^ メモ： アクションメニューオプションが表示されない場合、コンピュータは RAID 巧応モー ド に設定されていません。 

3. アクションメニ ューで RAID ボリュームのか 巧を選巧し、 RAID ボリュームの作成ウィザードを起動して、 ホへ をクリックします。 ポリュームのおを 画面で ボリュームを、 RAID レべ 
ル、ストリップサイズ を指定し、 ホへ をクリックします。 

4. ボリュームロケー シ ョンの選が 画面で、 RAID レベル0ボリュームに追加する1台目の/\-ドドライブをクリックして、右矢印をクリックします。 

5. 2台目のハードドライブをクリックします。 RAID レベル0ボリュームじ3台目のハードドライブを追加するには、右矢印をクリックして3台目のドライブをクリックし、3台のドライブが S 巧巧 
み ウィンドウじ表示されたら、 ホへ をクリックしまず。 

6. ポリュームサイズの巧を ウィンドウで適切な ポリュームサイズ を選巧して、 ホへ をクリックしまず。 

7. 完了 をクリックしてボリュームを作成するか、 戻る をクリックして内容を変更します。 









RAID レベル 1 構成の作成 

b メモ： この操作を実斤すると、 RAID ドライブのすべてのデータが失われます。 


1. コンピュータを RAID 対応モード に 設定します。 

2. スタートボタンをクリックして、プログラム ー I ntel ( R ) Matrix Storaae Manaaer -> I ntel Matrix Storage Console の順じ選キ氏して、 Intel ® Storage ユーティリテイを起動し 

ます。 


& メモ： アクション メニューオプションがき示されない場合、コンピュ~夕は RAID 対応モー ド に 設定されていません。 

3. アクション メニューで、 RAID ボリュームの巧巧 を選巧して、 RAID ボリュームの巧巧ウィザードを起動します。 

4. 畳巧の画面で ホへ をクリックします。 

5. ボリュームをを確認し、 RAID レベルで RAID 1 を選巧して、 巧へ をクリックして結行しまず。 

6. ボリュームロケーションの 選 巧 画面で、 RAID レベル1ボリュームを構成する1台目のハードドライブをクリックして、ち矢印をクリックします。2台のドライブが選 巧まみ ウィンドウにき示 
されるまで. 2台目のハードドライブをクリックして、 ホへ をクリックします。 

7. ポリュームサイズの巧を ウィンドウで、指定するボリュームサイズ選巧しを選がして、 巧へ をクリックします。 

8. 完了 をクリックしてボリュームを作巧するか 、 R る をクリックして内容をを更します。 

9. Microsoft Windows の新規 RAID ボリュームでのパーティション作成手順に従います。 

RAID レベル5巧成の作成 

^ メモ： この操作を実行すると、 RAID ドライブのすべてのデータが失われまず。 

1. コンピュータを RAID 対応 モード に 詰定します。 

2. スタート ボタンをクリックして、 プログラム ー I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storaae Console の順じ選キ尺して、 I ntel ® Storage ューティリティを起動し 

ます。 

^ メモ： アクション メニューオプションが表示されない場合.コンピュータは RAI D が応モー ド に 設定されていません。 

3. アクション メニューで、 RAID ポリュームの巧巧 を選巧して、 RAID ボリュームの巧ぶウィザードを起動します。 

4. 畳巧の画面で 巧へ をクリックします。 

5. ボリュームをを確認し、 RAID レベルで RAID 5 を選巧して、 巧へ をクリックして結行しまず。 

6. ボリュームロケーションの 選 巧 画面で、 RAID レベル5ボリュームを構成する1台目のハードドライブをクリックして、ち矢印をクリックします。2台または3台の追化ドライブをクリックし、 
選 巧巧み ウィンドウに3台または4台のドライブが表示されたら、 なへ をクリックします。 

7. ボリュームサイズの巧を ウィンドウで、指定するボリュームサイズ選巧しを選がして、 巧へ をクリックします。 

8. 完了 をクリックしてボリュームを作巧するか、 巧る をクリックして内容をを更します。 

9. Microsoft Windows のま斤規 RAID ボリュームでのパーティション作成手順に従います。 

RAID レベル10巧成の作成 

^ ゾモ： この操作を実行すると、 RAID ドライブのすべてのデータが失われまず。 

1. コンピュータを RAID がな: モード に 詰定します。 

2. スタート ボタンをクリックして、 プログラム ー I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storaae Console の順じ選キ尺して、 I ntel ® Storage ユーティリテイを起動し 

ます。 


& メモ： アクショシメニューオプションが表示されない場合.コンピュ~夕は RAID が応 モード に 設定されていません。 

3. アクションメニューで、 RAID ポリュームの作巧を選巧して、 RAID ボリュームの巧ぶウィザードを起動します。 

4. 畳巧の画面で次へをクリックします。 

5. ボリュームちを確認し、 RAID レベルで RAID 10を選巧して、次へをクリックして続行します。 

6. ボリュームロケーシヨンの S 巧画面で、 RAID レベル10ボリュームを構成する1台目のハードドライブをクリックして、ちち印をクリックします。3台の追加ドライブをクリックし、 a 巧巧み 
ウィンドウに4台のドライブが表示されたら、巧へをクリックします。 

7. ボリュームサイズの巧をウィンドウで、指をするボリュームサイズ選がしを選巧して、次へをクリックします。 

8. 完了をクリックしてボリュームを作巧するか、 R るをクリックして巧容を変更します。 

9. Microsoft Windows のま斤規 RAID ボリュームでのパーティション作成手順に従います。 

RAID ボリュームの削除 

& メモ： この手 I 煩では、 RAID 1ボリュームを削除します力<、 RAID 1ボリュームをパーティションで2つの RAID なかのハードドライブに分割し、巧巧のデータファイルをそのまま残しまず。ただ 
し、 RAID 0ボリュームを削除すると、ボリュームのすベてのデータが巧壊されます。 








スタート ボタンをクリックして、 プログラム ー I ntel(R) Matrix Storage Manager -> I ntel Matrix Storage Console の順に選キ氏して、 Intel ® Storage ユーティリテイを起動し 

ます。 


2. 削除する RAID ボリュームの ボリューム アイコンをちクリックして、 ボリュームの肖り おを選択します。 

3. RAID ボリュームの削おウィザード 画面で、 ホへ を選おします。 

4. 削除する RAID ボリュームを Available ボックスでハイライトします。次に、ち矢印ボタンをクリックし、ハイライトした RAID ボリュームを利用可能ボックスに移動させ、巧へをクリックしま 
す。 

5. 完了をクリックして、ボリュームを削除します。 

RAID レベル0構成への移巧 

1. コンピュータを RAID が応 モード に 詰定します。 

2. スタート ボタンをクリックして、 すべてのプログラム ー I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storage Console の I 旧に選キ尺して 、 I ntel Storage ューティリティを 

起動します。 

^ メモ： アクションメニューオプションが表示されない場合-コンピュータは RAI D が応モー ド に 設定されていません。 

3. アクション メニューで、 巧存の /\- ドドライブからの RAI D ポリュームの作 巧を選がして、移斤ウィザードを起動します。 

4. 移斤ウィザード固面で巧へをクリックします。 

5. RAID ボリュームをを入力する力、、デフオルトを使用します。 

6. ドロップダウンボックスから、 RAID レベルで RAID 0 を選巧します。 

^ メモ： RAID ボリュームに保存する平巧ファイルサイズに景も近いストリッブサイズを選巧します。平巧ファイルサイズがかからない場合、ストライプサイズとして128 KB を選巧してください。 

7. ド□ップダウンボックスから適切なストリップサイズを選巧して、ホへを選おします。 

じ メモ： ソースハードドライブとして使用するハードドライブを選巧しまず （ RAID ボリュームに保持しておきたいデータまたはオペレーティングシステムファイルが保存されたハードドライブであるこ 
とが必要です)。 

8. /、ードドライプの 里 巧 固面で、移行する M - ドドライブをダブルクリックして. 巧へ をクリックします。 

9. メンバー"-ドドライブの 巧 巧 画面で、 M - ドドライブをダブルクリックしストライブアレイが行き语るメンバードライブを選巧して 巧へ をクリックします。 

10. ボリュームサイズの指定 画面で、指をするボリュームサイズ選がしを選巧して、 巧へ をクリックします。 

^ メモ： 手順11 で、メンバードライブに含まれてしぶデータがすべて削除されます。 

11. 完了をクリックして移行を開姑するか、ちるをクリックして内容を変更します。移行ブロセス中でも、コンピュータを通常通りにほ用できます。 

RAID レベル1巧成への移行 

1. コンピュータを RAID 巧応モー ド に 設定します。 

2. スタート ボタンをクリックして、 すべてのプログラム ー I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storage Console の II 防こ選キ尺して 、 I ntel Storage ューティリティを 

起動します。 

b メモ： アクションメニューオプションがま示されない場合、コンピュータは RAID 巧応モー ド に 設定されていません。 

3. アクション メニューで、既巧の/\-ドドライブからの RAID ボリュームの作巧をクリックして、移行ウィザードを起動します。 

4. 量巧の移行ウィザード画面でホへをクリックします。 

5. RAID ボリュームをを入力するか、デフォルトを使用します。 

6. ド□ップダウンボックスから、 RAID レベルとして RAID 1 を選がします。 

じ メモ： ソースドライブとして使巧するハードドライブを選がします （ RAID ボリュームに保持しておきたいデータまたはオペレーティングシステムファイルがな存されたハードドライブであることが必 
要です)。 

7. / X - ドドライプの 選が国面で、移行する/トト‘ドライブをダブルクリックして. 巧へ をクリックします。 

8. メンバー"-ドドライブの a 巧 画面で、構成巧でミラーとして動作させるドドライブをダブルクリックして選巧し、 巧へ をクリックしまず。 

9. ポリュームサイズの巧を 画面で、希望のボリュームサイズを選巧して、 ホへ をクリックします。 

^ ゾモ： 丰 I 隔10 で' メンバードライブじ含まれてしぶデータがすべて削除されます。 

10. 完了をクリックして移行を開姑するか、房るをクリックして内容を変更しまず。移行ブロセス中でも、コンピュータを通常通りにほ用できます。 

RAID レベル5巧成への移巧 

1. コンピュータを RAID 巧応モード に 設ホします。 


2. スタート ボタンをクリックして、 すべてのプログラム ー I ntel(R) Matrix Storaae Manaaer 一 I ntel Matrix Storaae Console の I 旧に選キ氏して 、 I ntel Storaae ユーティリティを 
起動します。 









b メモ： アクシ 3 ン メニューオプションが表示されない場合、コンピュータは RAID 対応モー ド に 設定されていません。 


3. アクション メニューで、巧巧の ハードド ライブからの RAI D ボリューム の 作 巧をクリックして、移行ウィザードを起動します。 

4. 最巧の移行ウィザード画面でホへをクリックします。 

5. RAID ボリュームをを入力するか、デフォルトを使用します。 

6. ド□ップダウンボックスから、 RAID レベルとして RAID 5 を選巧します。 

じ メモ： ソースドライブとして使用ずるハードドライブを選択します （ RAID ボリュームに保持しておきたいデータまたはオペレーティングシステムファイルがな存されたハードドライブであることが必 
要です)。 


7. ハードドライブの選が 画面で、移行するハードドライブをダブルクリックして、 々へ をクリックします。 

8. メンバー/ドドライブの選が 画面で、構成巧で使用する2台または3台のメンバー 1-" ライブをダブルクリックして選巧し、 次へ をクリックします。 

9. ボリュームサイズの巧を 画面で、希望のボリュームサイズを選巧して、 ホへ をクリックします。 

^ ゾモ： 丰川目10 で' メンバードライブじ含まれているデータがすべて削除されます。 

10. 完了 をクリックして移行を開姑するか、 民る をクリックして内容を変更しまず。移行ブロセス中でも、コンピュータを通常通りにほ用できます。 

RAID レベル10巧成への移巧 

1. コンピュータを RAID が応モード に 設ずします。 

2. スタート ボタンをクリックして、 すべてのプログラム ー I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storage Console の I 旧に選キ尺して 、 Intel Storage ューティリティを 
起動します。 

^ メモ： アクションメニューオプションがを示されない場合.コンピュータは RAI D が応モー ド に記ホされていません。 

3. アクションメニューで、既存の/ドドライブからの RAID ボリュームの作成をクリックして、移斤ウィザードを起動します。 

4. 畳巧の移行ウィザード画面で巧へをクリックします。 

5. RAID ボリュームをを入力するか、デフォルトを使用します。 

6. ドロップダウンボックスから、 RAID レベルとして RAID 10 を選巧します。 

じ メモ： ソースドライブとして使用するハードドライブを選巧します （ RAID ボリュームに保持しておきたいデータまたはオペレーティングシステムファイルが保存されたハードドライブであることが必 
要です)。 

7. ドドライプの a 巧 画面で、お斤する/、ードドライブをダブルクリックして、 次へ をクリックします。 

8. メンバー/、ードドライブのち巧 画面で、構成内で巧用する3台のメンバードライブをダブルクリックして選巧し、 巧へ をクリックします。 

9. ボリュームサイズの巧き 画面で、希望のボリュームサイズを選巧して、 巧へ をクリックします。 

^ メモ： 手順10 で、メンバードライブに含まれているデータがすべて削除されます。 

10. 完了 をクリックして移行を開姑するか 、 R る をクリックして内容を変更しまず。移行ブロセス中でも、コンピュータを通常通りにほ用できます。 

スペアハードドライブの作成 


スペアハードドライブは、 RAID レベル1構成で巧成できます。また、スペアハードドライカホ、ホペレーティングシステムでは認識されません力 <、 Disk Manager または Intel RAID Option ROM 
Utility 内からお認できます。 RAID レベル 1 構成のいずれかのメンバーが損傷した場合、コンピュータはスペアハードドライブを使用し、損傷したメンバーの代わりとしてミラー清ぶが自動的に再清棄 
されます。 


ドライブをスペアハードドライブにする： 


1. スタート ボタンをクリックして、 プログラムー * I ntel(R) Matrix Storaqe Manaqer 一 I ntel Matrix Storaae Console の顺こ選択して 、 I ntel ® Storage ユー ティリティを起動し 

ます。 

2. スペア M - ドドライブにするドドライブをちクリックしまず。 

3. Mark as Spare (スペアとして印をつける)をクリックします。 

スペアハードドライブを元に戻す： 

1. スペアハードドライブアイコンをちクリックしまず。 

2. Reset Hard Drive to Non-RAID (ハードドライブを RAID レ： I 外にリセットする）をクリックします。 


機能性がほ下した RAID レベル1巧ぶの再構第 







コンピュータじスペアハードドライブがな < 、機能性がほ下した RAID レベル1ボリュームがあるとコンピュータにより巧吿された場合、コンピュータの冗長性ミラーを新しいハードドライスこ手動で再構築 
できます。 

1. スタート ボタンをクリックして、 プログラム ー I ntel(R) Matrix Storaqe Manaqer 一 I ntel Matrix Storaae Console の順に選択して 、 I ntel ⑥ Storage ユーティリティを起動し 

ます。 

2. 使用できる/、ードドライブから RAID レベル1ボリュームを再構築する/、ードドライブを右クリックして、 Rebuild to this Disk にのディスクに再構蜜する)をクリックします。 

3. コンピュータカ《 RAID レベル1ボリュームを再構寞している場合でも、コンピュータを使用できます。 



目次に戻る 


バッ了リー 

Dell PrecisiorT " Workstation 380ューザーズガイド 

♦ バッテリーについて 
♦ バッテリーの取り外し 
♦ バッテリーの取り付け 

^ 警告： 本巧のキ巧を H 巧する前に、『おあ情话ガイド JI のま全手帕に従ってください。 

A 警告： 巧■防止のため、カバーを曲く前にコンピュータの電巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

A 警吿： 新しいバッテリ-は、向違って巧りかけると巧巧する巧れがあ y ます•バッテリ-を交換する場合、同じバッテリー、または#造兄が推巧する同等のバッテリーのみ巧用し 
心 てください。巧用巧みのバッテリーは、製を元の巧示に巧って巧棄してください。 

© ま意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に舶れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されてし々い金属面に 
触れることにより、きがの静電気を除去することができます。 


バッテリーについて 


コイン型バッテリーは、コンピュータの設定、日付、時間の情報を保持します。バッテリーの寿命は数年間です。 


コンピュータの電源を入れたを、繰り返し時刻と日付情報をリセットしたり、な下のメッセージのいずれか力 《 き示される場合、バッテリーを交換する必要がある場合があります。 
Time - of-day not set - please run SETUP program (日時が設定されていません。セットアップユーティリテイを実巧してください。） 


または 

苗口品苦2"ま情報 - 七ットアップューティリティを実巧してください。） 


または 


Strike the FI key to continue , F 2 to run the setup utility 
(続けるには FI キーを、セットアップユーティリティを起動するには F 2 キーを巧して〈ださい。） 


バッテリーの交換が必要かどうか確認するには、セットアップユーティリティで日付と時亥陪再入力し、プログラムを終了してその情報を巧巧します。コンピュータの電源を切り、コンセントから 2 〜 3 時間 
外しておきます。巧に、コンピュータをコンセントに接続しなおし、電源を入れてセットアップユーティリティを起動します。セットアップユーティリテイに表示される日巧と時刻が間違っている場合、バッテリ 
一を交換します。 


バッテリーがな〈てもコンピュータは動作しますが、電源をホフにしたり、コンセントから電源プラグを巧いた場合、コンピュータ設定情報はミ肖モされます。その場合、セット アッ ブユーティリティを起動して、 
設定オプションを再設定する必要があります。 


バッテリーの取り外し 

1. セットアッブユーティリティの設定情報をまだ記録していない場合は、ここで記録しておきまずけ セットアップユーティリティ I を参おしてください）。 

2. 「 作業を開おする前に I の手順を卖巧します。 

3. コンピュータ カバー を 取りかします。 

4. バッテリーソケットを痛認します。 

© を 意： 先端の銳〈ない道具を使用してバッテリーをソケットから取り出す場合、道具力みステム基祝こおれないようを意してください。必ず、バッテリーとソケットの間に道具を確実に巧入してか 
ら、バッテリーを外します。それを怠ると、バッテリーソケットがみれたり、システムさキ反の回路を切断するなど、システム基楓こ損傷を与えるをれがあります。 

〇 ま 意： バッテリーコネクタへの損協を防ぐために、バッテリーを取りかす瞭はコネクタをしっかりとちえておく必要があります。 

5. コネクタのプラス側をしっかり押さえ込んで、バッテリーコネクタをちえます。 

6. バッテリーコネクタをまえたまま、バッテリータブを}甲してコネクタのプラス側から離し、バッテリーをコネクタのマイナス側にある固定タブから持ち上げて取りがします。 












1 

システムバッテリー 

2 

! くッテリーコネクタのプラス測 

3 

バッテリーソケットタブ 

4 

バッテリーソケット 


7. 古いバッテリーは適切に廃棄します。詳細については、『製品情報ガイドお参照してください。 


バッテリーの取り付け 

1. 「 作業を開おする前に I の手順を卖巧します。 

2. コンピュータ カバー を 取りかします。 

3. バッテリーソケットを痛認します。 

4. 既存:のバッテリーを取りかしまず 。 

〇 を意： バッテリーコネクタへの損協を防ぐために、バッテリーを取 y かける瞭はコネクタをしっかりとまえておく必要があります。 

5. コネクタのプラス測をしっかり押さえ込んで、バッテリーコネクタをちえます。 

6. バッテリーの r +」 側を上じ向け、コネクタのブラス側にある固定タブの下にスライドさせます。 

7. バッテリーがカチッと所定の位置に化まるまで、コネクタをまっすぐに押し下げます。 

8. コンピュータ カバー ホ 取りかけます。 

^ を意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークデバイスに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

9. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接結し、電源を入れます。 

10. セットアップユーティリティをお動し . 既存のバッテリーを取りかしたときに記録しておいた 設直を迄左しま主。 


且ジに夏る 
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作業を開始する前に 

Dell Precision ™ Workstation 380ューザーズガイド 

♦ 場励するツール 
♦ コンピュータの雷腊を切る 
♦ コンピュータ内部の 巧業を始 める前に 


この巧では、コンピュータのコンポーネントの取り外しおよび取り付けじついて説明します。特に指示力嘴い限り、それぞれの手順ではな下のを件を満たしていることを前提とします。 

I 「 コンピュータの電脯ぞ切る I および 「 コンピュータ内部の作業を姑める前に I の手順をすでじがえていること。 

I Dell …『製品情報ガイド J のま全に関する情報をすでに読んでいること。 

I 取りがしの手順と逆の手 I 頃を行うことで部品の取り付けが可能であること。 


奨励するツール 

このドキュメントで説明する操作口よ、な下のようなツールが必要な場合があります。 

I 細めのマイナスドライバ 
I プラスドライバ 

I フラッシュ BIOS アップデートプログラムフロッピーディスクまたは CD 


コンピュータの電源を切る 

の ま意： データの損失を避けるため、コンピュータの電源を切る前に、開いてし、るファイルをすべて巧をしてから閉じ、実行中のブログラムをすべて終了します。 

1. ホペレーティングシステムをシャットダウンします。 

a . 開いて し、 るすべてのプログラムやファイルを保巧して格了しまず。 スタート ボタンをクリックして、 巧了オプション をクリックします。 

b . コンピュータの■巧を切る ウィンドウで、 ■巧を切る をクリックします。 

オペレーティングシステムのシャットダウンブロセスが格了したをに、コンピュータの電源が切れます。 

2. コンピュータおよび接続されているデバイスの電源が切れていることを確認します。オペレーティングシステムをシャットダウンした斷こ、コンピュータと接続されているデバイスの電源が自動的に 
切れなかった場合、ここでそれらの電源を切ります。 


コンピュータ内部の作業を始める前に 

コン ピュータへの損協を防ぎ、ご自身をを険から守るため、次のを全に関するま意事勒こなってください。 

^ 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、『»品情苗ガイド JI のまを手阳にがってください。 

A 警吿： コンポーキントや力ードは tt ■におって<ださい。力ード上の巧品やを巧が分には tt れないで<ださい。力ードを持つ巧はおを持つか、ホ厲#の巧り付けブラケットの巧分を 
^ 持ってください。プロセッサなどの巧品を持つ巧は、ピンではな<級を持ってください。 

。 ま意： コンピュータシステムの修理は、資格を持ってし、るサービスほ術者のみが行ってください。デルが許可してし、ない修理による損傷は、巧証できません。 

〇 を意： ケーブルをかすときは、ケーブルそのものではな<コネクタやストレインパーフループを持って巧いて<ださし、。ケーブルによってはコネクタじロックタブが付いていることがあります。この 
タイブのケーブルを外す場合は、ロックタブを押し込んでからケーブルを巧いてください。コネクタを巧く瞭は、コネクタのピンを曲げないようじまっすりこ引き巧いてください。また、ケーブルを接 
続する瞭は、両方のコネクタの向きが合っていることを確設してください。 

〇 ま意： コンピュータの損協を防ぐため、コンピュータ内部の作業を始める前に、次の手順を実斤します。 

1. コンピュ~夕の電源を切りまず 。 

^ ま意： ネットワークケーブルを取りかすには、まずコンピュータからネットワークケーブルを外し、巧にネットワークポートまたはデバイスからケーブルをかします。 

2. コンピュータからすべての電話線または通信回線を取り外します。 












3. コンピュータとを続されているすべてのデバイスをコンセントから取り外し、電源ボタンを}甲してシステム基巧の静電気を除去します。 
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力ード 

Dell PrecisiorT " Workstation 380ューザーズガイド 

♦ PCI 力ード 
9 PCI Express 力ード' 

A 警を： 本巧の手巧を M 巧する前に、『»品 情苗ガ イト 1のをを手帕に化ってください。 

A 警告： 巧■防止のため、カバーを拥くがにコンビュータの■巧プラグを必ずコンセントから巧いてください。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子が品に船れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されてし々い金属面に 
触れることにより、き体の静電気を除去することができます。 


お使いの Deir" コンピュータは、 PCI および PCI Express 力ード用にレ： I 下のスロットを楠えています。 

I PCI 力~ドスロット カ< 3っ 

I PCI Express xl6 力ードスロットカ《1つ 

I PCI Express x8 力ードスロットカ f 1つ (x4 として配線巧み） 

I PCI Express xl 力ードスロットカ《1つ 


PCI 力ード 



PCI 力ードを取り优ナる隐じは、 「 PCI カードの取り付•けI をを照してください。 PCI 力ードを取り外すだけで取り付けをしない場合は、 rpci カードの取りがしI をを照して〈ださい。 


力ードをち換する場合、現在の力ード用のドライバをオペレーティングシステムから削除します。 

PCI カードの取り付け 

& メモ： デルでは、カスタマキット Audigy IIおよびフロントマウント型のI EEE 1394コネクタを含む、I EEE 1394 PCI 力ードを提供していまず。力ードケーブルを I/O パネルに接続する方ま 
じ関しては、 り/〇パネル」 を参照してください。 


1. 「 作業を開姑する前に J の手順を実行します。 

2. コンピュータ カバー を 取りがします。 





















1 

リリースタブ 

2 

力ード固定ドア 

3 

位置合わせバー 

4 

位置合わせガイド 

5 

フイ ラー ブラケット 


3. カード固定ドアのリリースタブを内側から慎重に巧し、ドアを回おして開きます。ドアは聲留しているため、開いたままの巧態になります。 



1 

リリースタブ 

2 

カード固を装置 

3 

力ード固定ドア 


4. お使いのコンピュータに力ード固定装置が装樵されている場合、力ードを上から所定の位置に取り付けるロホ、次の手 I おを実行します。 

a. 固定装置を上に回転させ、リリースタブを下に程く押して、保梓用の2つのタブスロットから固定装置を離します。 

b. 固を装置をを全な場巧に置いておきます。 

5. □ングカードを取りかける場合は、システムファンのそばにある力ード固定装置に巧して 手順4 を躁リ返し実斤します。 

6. 新ししけードを取りがける場合、フィラーブラケットを取り巧して力ードス□ット開口部をまにします。次に 手順8 に進みます。 

7. コンピュータに既に取り付けられている力ードを交換する場合、力ードを取りがします。 

必要に応じて、力ードに巧続されたケーブルを取り巧します。力ードの上端を持って、コネクタから取りかします。 

8. 力ードを取りかける準楠をします。 

力ードの設を、内部の巧結、またはも'巧いのコンピュータに合わせた力ードのカスタマイズの情報については、力ードに付属してし、るマニュアルを参暖丄てくださし、。 

A 警吿： ネットワ-クアダプタの中には、ネットワ-クにを巧すると自勘的にコンピュ-夕をを勘するものがあ y ます。巧■防止のため、力-ドを巧 y 付けるがに、コンビュ-夕の* 
^ 巧プラグをコンセントから巧いてくださし、。 


































9. 力ードをコネクタに置き、しっかりと下に巧しまず。力ードカなロットにしっかりと装着されているか確認しまず。 



1 

スロット内のブラケット 

2 

スロットの巧側にはみ出したブラケット 

3 

完全に装着されたカード 

4 

完全に装着されていなしけード 


10. 力ード固定ドアを閉める前に、巧のことを確認しまず。 

I すべての力ードの上部と フィ ラーブラケットの高さが、估;置合わせバーと同じ高さに揃っている 
I カードの上部のノッチまたはフイラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 



1 

力ード固定ドア 

2 

リリースタブ 


11. 力ード固定ドアを所定の位置にカチッと閉め、力ードを固定します。 

© を 意： 力ードケーブルは、力ードの上や後ろを通して配線しないで〈ださい。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正し <閉まらな〈なったり、装置に損傷を与えるをれ 
がありまず。 

12. 必要なすべてのケーブルを力ードに巧結します。 

力ードのケーブル巧結につい口ま、力ードにか属のマニュアルを参照してください。 

13. すでにコンピュータに取り付けられてしも力ードを交換し、固定装置の一方または両方を取 y がした場合は、固を装置を取り讯ナなおす必要があります。 

14. カード固定装置を取り付ける前に、次のことを痛認します。 

I すべての力ードの上部と フイ ラーブラケットの高さが、位;置合わせバーと同じ高さに揃っている 
I 力ードの上部の ノッチ または フイ ラーブラケットが、位置合わせボイドと合っている 

15. カード固定装置を巧定の位置にはめ込み、カードを固定します。システムファンのそばにあるカード固定装置も取りかした場合は、手 II 頃を燥り返し実行します。 



































1 

リリースタブ 

2 

カード固を装置 

3 

力ード固定ドア 


Q を 意： ネットワークケーブルを接統するには、まずケーブルをネットワークデバイスに差し込み、次にコンピュータに差し这みます。 

16. コンピュータカ バー を取り付け、コンピュータとデバイスをコンセントに接結し、電源を入れます。 

17. サウンドカードを取り付けた場合、次の手順を実斤します。 

a. セットアップユーティリティを起動し、才ーデイオコントローラを選んでから、設定を〇け(ホスに変更します。 

b. か付けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに巧統します。外付けホーディオデバイスを、背面パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフホンコネクタ、またはライン入カコ 
ネクタに接続しないでください。 

18. ネットワークアダプタカードを取り巧けていて、内商ネットワークアダプタを無効にする場合は、次の手順を実行します。 

a. セットアップユーティリティを起動し、 Network Controller (ネットワークコントローラ)を選んでから、設をを〇け(オフ）にを要します。 

b. ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードコネクタに接続します。ネットワークケーブルを背面パネルのネットワークコネクタに接結しないでください。 

19. 力ードのマニュアルに記載されている、力ードに必要なドライバをインストールします。 

PCI 力ードの取り外し 

1. 「 作業を開おする前に I の手廳を車巧します。 

2. コンピュータ カバーを 取りがします。 



1 

リリースタブ 

2 

力ード固をドア 

3 

位置合わせバー 

4 

位置合わせガイド 

5 

フイ ラー ブラケット 


3. カード固定ドアのリリースタブを内側から慎重に巧し、ドアを回おして開きます。ドアは聲害しているため、開いたままの状態になります。 









































1 

リリースタブ 

2 

カード固定装置 

3 

力ード固定ドア 


4. お使いのコンピュータに力ード固定装置が装楠されている場合、力ードを上から所定の位置に取り付けるロホ、次の手 I 頃を実行します。 

a. 固を装置を上に回転させ、リリースタブを下に程く巧して、保持用の2つのタブスロットから固を装置を離します。 

b. 固定装置をま全な場巧に置いておきます。 

5. 必要に応じて、力ードに接結されてし、るすべてのケーブルを外しまず。力ードの上端を持って、コネクタから取り外しまず。 

6. 力ードを取りかしたままにする場合、をの力ードスロット開口卽に フィ ラーブラケットを取り付けます。 

じ メモ： コンピュータの FCC 認話を満たすため、フィラーブラケットををの力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。また、フィラーブラケットを装着すると、コンピュータをほこりやゴミか 
ら保護できまず。 

Q を意： ネットワークケーブルを接結するには、まずケーブルをネットワークアダブタに差し込み、次にコンピューかこ差し込みます。 

7. コンピュータカ/く 一 を取りが■け、コンピュータとデバイスをコンセントに巧続し電源を入れます。 

8. 取り外した力ード用のドライバをアンインストールします。力ードに付属のマニュアルを参障.してくださし、。 

9. サウンドカードを取りがした場合、次の手順を実巧します。 

a. セットアップューティリティを起動し、才ーディホコントローラを選んでから、設定を On (オン）に変更します。 

b. が付け才ーディオデバイスをコンピュータ背面パネルの才ーディホコネクタに接続します。 

10. ネットワークアダプタカードを取り巧した場合は、次の手順を実行します。 

a. セットアップューティリティを起動し、 Network Controller (ネットワークコントローラ)を選んでから、設定を On (オン）に変更します。 

b. ネットワークケーブルをコンピュータ背面パネルのネットワークコネクタに接続します。 


PCI Express 力ード 

お使いのコンピュータは、次をサポートします。 

I X16 スロットに1枚の PCI Express xl6 力ードまたは xl 力ード 
I x8 ス□ット （x4 として配線）に1はの PCI Express x8、x4、 または xl 力ード 
I xl スロットに 1 枚の PCI Express xl 力ード 


PCI Express 力ードを取り付けるかち換する場合、次の手 I 旧を実行します。力ードを取りかしたままにする場合、 rpci Express 力ードの取りかし 」 をを照してください。 


邸をの力ードを新ししけードと交換する場合は、力ードの現在のドライバを削除します。 


















PCI Express 力ードの取 y 付け 

1. 「 作業を開始する前に j の手順を実行しまず。 

2. コンピュータカ バーを 取りみします。 



1 

リリースタブ 

2 

力ード固定ドア 

3 

位置合わせバー 

4 

位置合わせガイド 

5 

フイ ラー ブラケット 


3. カード固定ドアのリリースタブを内側から慎重に巧し、ドアを回おして開きます。ドアは聲害しているため、開いたままの状態になります。 



1 

リリースタブ 

2 

カード固を装置 

3 

力ード固をドア 


4. お使いのコンピュータに力ード固定装置が装樵されている場合、力ードを上から所定の位置に取り付けるロホ、次の手I頃を実行します。 

a. 固定装置を上に回転させ、リリースタブを下に較く押して、巧梓用の2つのタブスロットから固定装置を離します。 

b. 固を装置をををな場巧に置いておきます。 

5. 新ししけードを取りかける場合、 フィ ラーブラケットを取り巧して力ードス ロット 開口部を酉こします。次に 手順7 に進みます。 

6. コンピュータに既に取り付けられているカードを交換する場合、カードを取りかします。 


必要に応じて、力ードに巧統されたケーブルを取りかします。力ードに固定装置がある場合は、タブを巧し、固定装置の上部を引き上げて取りかします。固定タブを幸を〈引き、力ードの上隅をつか 
み、コネクタから引き巧きます。 







































1 

PCI Express xl 6 力ード 

2 

PCI Express xl 6 力ードスロット 

3 

力ードクリップタブ 

4 

PCI Express xl 力ード 

5 

PCI Express xl 力ードスロット 


7. カードを取り付ける準楠をします。 

力ードの設を、内部の巧結、またはお使いのコンピュータに合わせた力ードのカスタマイズの情報については、力ードに付属してし、るマニュアルを参暖丄てくださし、。 

A ■告： ネットワークアダプタの中には、ネットワークに巧なすると自曲的にコンビュータを起勤するものがあ y ます。感■巧止のため、力ードを巧 y 付ける前に、コンビュータの ■ 
^ 巧プラグをコンセントから巧いてください。 

8. 力ードを力ードコネクタに取りがける場合、固定スロットを固をタブに合わせ、轻く固定タブを弓 I いて、力ードを取り付けます。 

Q ホ 意： 力ードを取り外すときは、必ず固をタブを巧してください。力ードを適切に取り外さないと、システム基板が損傷するをれがあります。 

9. 力ードをコネクタに置き、しっかりと下に巧します。力ードカ{スロットにしっかりと装着されているか巧設します。 



1 

位置合わせガイド 

2 

スロットの巧側にはみ出したブラケット 

3 

スロット内のブラケット 

4 

巧置合わせバー 

5 

完全に装着されたカード 

6 

完全に装着されていなしけード 


10. すでに コン ピュータに取り付けてある力ードを交換し、固定装置を取りかした場合、その固定装置を取り付けなおして〈ださい。 

11. カード固定装置を取り付ける前に、巧のことを痛認します。 

I すべての力ードの上部とフイラーブラケットの高さが、估;置合わせバーと同じ高さに揃っている 
I 力ードの上部のノッチまたはフイラーブラケットが、位置合わせボイドと合っている 

12. カード固定装置を巧定の位置にはめ込み、カードを固定します。 









































1 

リリースタブ 

2 

カード固定装置 

3 

リリースタブ （2) 


〇 ま 意： 力ードケーブルは、カードの上や後ろを通して配線しないでください。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正しく閉まらな<なったり、装置に損傷を与えるをれ 
があります。 

〇 を 童： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークアダブタに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

13. コンピュータカバー を取り付け、コンピュータとデバイスをコンセントに巧結し、電源を入れます。 

14. サウンドカードをのりかけた場合、巧の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリティを起動し、 才ーデイホコントローラ を選んでから、設定を 〇け (ホフ)に変更します。 

b . が付けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接続します。外付け才ーディオデバイスを、背面パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフホンコネクタ、またはライン入カコ 
ネクタに接続しないでください。 

15. ネットワークアダプタカードを取り巧けていて.内蔵ネットワークアダプタを無効にする場合は、巧の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリティを起動し 、 Network Controlled ネットワークコントローラ)を選んでから、設定を Off (オスにを要します。 
b . ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードに巧結しまず。ネットワークケーブルを背面パネルの内蔵コネクタに接結しないでください。 

16. 力ードのマニュアルに記載されている、力ードに必要なドライバをインストールします。 

PCI Express 力ードの取り外し 

1. 「 作業を開おする前に I の手順を卖巧します。 

2. コンピュータカ バーを 取りかします。 



1 

リリースタブ 

2 

力ード固をドア 






































3 位置合わせバー 


4 

位置合わせガイド 

5 

フイ ラー ブラケット 


3. カード固定ドアのリリースタブを内側から慎重に押し、ドアを回おして開きます。ドアは誇留しているため、開いたままの状態になります。 



1 

リリースタブ 

2 

カード固を装置 

3 

力ード固定ドア 


4. お使いのコンピュータに力ード固定装置が装樵されている場合、力ードを上から所定の位置に取り付けるロホ、次の手 I 頃を実行します。 

a . 固定装置を上に回転させ、リリースタブを下に較く押して、巧梓用の2 つの タブスロットから固定装置を離します。 
t 固定装置をま全な場巧に置いておきます。 

5. 必要に応じて、力ードに巧結されてし、るすべてのケーブルを外しまず。力ードの上端を持って、コネクタから取り外しまず。 

6. 力ードを取りかしたままにする場合、をの力ードスロット開口卽に フィ ラーブラケットを取り付けます。 

じ メモ： コンピュータの FCC 認証を満たすため、フィラーブラケットををの力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。また、フィラーブラケットを装着すると、コンピュータをほこりやゴミか 
ら保護できまず。 

7. 力ード固定装置をタブの位置に戻し、下に回乾して所定の位置にはめ込みます。 

8. 力ード固定ドアを所定の位置にカチッと閉め、力ードを固をします。 

Q を意： ネットワークケーブルを接結するには、まずケーブルをネットワークアダブタに差し込み、次にコンピューかこ差し込みます。 

9. コンピュータカ/く 一 を取りが■け、コンピュータとデバイスをコンセントに巧続し電源を入れます。 

10. 取 y がした力ード用のドライパをアンインストールします。力ードにが属のマニュアルを参暖丄てくださし、。 

11. サウンドカードを取りがした場合、次の手順を実行します。 

a . セットアップューティリティを起動し、才ーデイホコントローラを選んでから、設定を On (オン）に変更します。 

b . か付け才ーディオデバイスをコンピュータ背面パネルの才ーディホコネクタに接続します。 

12. ネットワークコネクタカードを取り巧した場合は、巧の手順を実巧します。 

a . セットアップューティリティを起動し 、 Network Controllei •(ネットワークコントローラ)を選んでから、設定を On (オン）じ変更します。 

b . ネットワークケーブルをコンピュータ背面パネルのネットワークコネクタに接続します。 

& メモ： 力ードのマニュアルの説明に;走って、力ードに必要なすべてのドライバをインストールします。 
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シャーシイントルージョンスイッチ 

Dell PrecisiorT " Workstation 380 ューザーズガイド 

♦ シャーシイントルージョンスイッチの取りかし 

♦ シャーシイントルージョンスイッチの取りけけ 

♦ シャーシイントルージョンディテクタのリセット 

A 警告： 本巧のキ巧を H 巧する前に、『おあ情なガイド JI のま全手帕に従ってください。 

A 警告： 巧■防止のため、カバーを曲く前にコンピュータの電巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

〇 ま 意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子が品に化れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されていない金属面に 
触れることにより、きがの静電気を除去することができます。 


シャーシイントルージョンスイッチの取り外し 

1. 「 作業を開賠する前に I の手順ホ車巧します。 

2. コンピュータ カバー を 取り外します。 

3. シャーシイントルージョンスイッチケーブルをシステム基板から取り外しまず。 

シャーシからシャーシイントルージョンスイッチケーブルを外す隐は、ケーブルの配線経路をメモしておいてくださし、。シャーシに巧いているフックは、ケーブルをシャーシ内部の所定の位置に固 
定ずるためのものです。 

4. マイナスドライバをほってシヤーシイントルージョンスイッチをスロットからを意深<引き出し、スイッチおよび取り付けられているケーブルをコンピュータから取り巧します。 



シャーシイントルージョンスイッチの取り付け 

1. シャーシイントルージョンスイッチをスライドさせてま意深くスロットに入れ、ケーブルをシステムを板に再接続します。 

2. コンピュータ カバー ホ 取 LJ かけます。 

3. コンピュータスタンドを巧用する場合、コンピュータスタンドを取りがけます。 

^ ホ意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み、:财こコンピュータに差し込みます。 

4. コンピュータとデバイスを電源コンセントじ接続し、電源を入れます。 


シャーシイントルージョンディテクタのリセット 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します)。 

2. 青色の DELLTM ロゴが表示されたら、すぐに < F 2> を巧します。 

ここで時間をおきすぎてオペレーティングシステムのロゴが表示された場合、 Microsoft ® Windows ® デスクトップが表示されるまで待ちまず。次に、コンピュータを シャットダウンして、 もう一 
度やり直します。 

3. セットアッブユーティリティを起動して、シャーシイントルージョンオプションを選び、ちち矢印キーを巧して Reset (リセット)を選びます。設定を On 、 On - Silent 、 または Disabled に変 




















更します。 


。 メモ： デフホルト設定は On - Silent です。 

4. < Alt >< b > を巧し、コンピュータを再起動して変更をち効にします。 


目次に戻る 




目次に戻る 


コンピュータのクリーニング 

Dell Precision ™ Workstation 380ューザーズガイド 

♦ コン ピュ ータを クリー ニン ヴする前に 
♦ コンピュータ、キ ーボー ド、および モニター 

♦ マクス 

♦ フロッピードライブ 

♦ CD および DVD 


コン ピュータをクリー ニン グする前に 

A 警告： 本巧の手巧を 曲 巧する前に、『胜品 情報 ガイド J 1 のをを手厢に巧ってください。 

コンピュータ、年ーボー ド、および モニター 

A 警告： コンビュータをクリーニングする前に、コンピュータの■巧ケーブルをコンセントからをきます。コンピュータのクリーニングには、で湿らせた柔らかいホをお巧い<ださ 
^ い。巧体クリーナーやエアゾールクリーナーはを用しないでください。可が性物»をさんでいる場合がわります。 

I 掃除巧のブラシを巧って、コンピュータのスロット部分や巧の開いてし、る部分、およびキーとキーボードの間などのゴミをま意果く取り除きます。 

A ま意： 洗剤またはアルコール巧でモニター画面を巧かないでください。反が防止コーティングが損協する恐れがあります。 

I モニター画面をクリーニングするには、水で程く湿らした柔らか<て清潔な布を使います。可能であれば、画面クリーニング専用ティッシュまたはモニターの帯電防止コーティング巧に適した溶巧 
を使ってください。 

I キーボード、コンピュータ、およびモニターのプラスチック部分は、水と中性巧体洗剤を3巧1で混ぜ合わせた落巧で湿らした柔らかで清漂なホを使ってなきます。 

この落渐こホを浸さないで〈ださい。また、コンピュータやキーボードの巧卽に溶巧が入らないようにしてください。 


マウス 


画面のカーソルが巧んだり、異常な動きをする場合、マウスをクリーニングします。光学までないマウスをクリーニングするじは、次の手 I 頃を実行します。 

1. マウスの底の固定リングを反時計回りに回し、次にボールを取り出します。 

2. 清漂で糸くずのでない布でボールを巧きます。 

3. ボールケージに慎重に風を送って、ほこりや糸<ずを取り除きます。 

4. ボールケージの中にある口ーラーが巧れている場合、ミ肖毒巧アルコール(イソブロピルアルコール)を辑<浸した綿棒を巧って、口ーラーの巧れを巧き取ります。 

5. 口ーラーが港からずれている場合、中央じなおします。綿棒の綿毛が口ーラーに残ってしけよいか確認します。 

6. ボールと固定リングをマウスに取り付けて、固定リングを時計回りに回して元の位置にはめをみます。 


フロッピードライブ 

。 を意： ドライブヘッドを綿棒でクリーニングしないでください。ヘッドの位置がずれてドライブが動かしな〈なることがあります。 

巿販のクリーニングキットでフロッピードライブをクリーニングします。これらのキットじは、通常の使用時じドライブヘッドに付いた巧れををとすよう I こ前処理されたフロッピーディスクが入っています。 


CD および DVD 


Q を意： CD / DVD ドライブのレンズの手入れには、必ず圧縮を気を使用して、圧縮を気に付属しているマニュアルに従ってください。ドライブのレンカこは絶巧に船れないで〈ださい。 


CD や DVD がスキップしたり、音質や画質が化下したりする場合、ディスクを掃除します。 












1. ディスクの外側の縁を持ちます。中むの巧の縁にも触ることができます。 


Q を 意： 円をおくようにディスクを巧〈と、ディスク表面に傷をつける巧れがあります。 

2. 糸<ずの出ない柔らかな布で、ディスクの裏面(ラベルのない面)をディスクの中むからが側に向けて T 寧にまっすぐがきます。 

谭固な巧れは、水、または水と刺激性のかない石齡の希新ミ宫巧で試してください。ディスクの巧れを落とし、ほこりや指が、ひっかき傷などからディスクをお譲する巿販のディスククリーナーもあ 
りまず。 CD 巧のクリーナーは DVD にも使用できます。 
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困ったときは 

Dell Precision ™ Workstation 380ューザーズガイド 

♦ テクニカルサポート 
♦ ご注文に閣する PpI 聞 
♦ 製品情節 

♦ 保証期間中の修理と返品につしで 
♦ お問い合わせになる前に 
♦ デルへのお問い合わせ 


テクニカルサポート 

技術上の問題のサポートを受けなければならないときは、いつでもデルにお問い合わせくださし、。 

/ K 、 警告： コンピュータカバーを巧 y ホす必要がある場合、まずコンピュータの■巧ケープルとモデムケープルをすべてのコンセントからホしてください。 

1. 「 問題の解み J の手順を完了しまず。 

2. Dell Diagnostics (診断)ブロ グラム を 実行します。 

3. Diaanostics (診断)チェック リスト を 巧耐 I して、それに記入します。 

4. インストールとトラブルシューティングの手順については、デルサポートサイト （ support . jp . dell . com ) をご監ください。 

5. これまでの手順で問題が解巧されない場合、 デルにお問い合わせください 。 

メモ： デルへお問い合わせになるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータのぶ〈から電話をおかけ<ださい。テクニカルサポート担当ま力《コンピュータでの操作をお願いすることがあり 
ます。 

メモ： デルのエクスプレスサービスコードシステムをご巧巧できない 国 もあります。 

デルの才ートテレフォンシステムの指示に従って、エクスプレスサーピスコードを入力すると、電話は適切なサポート担当替こ乾送されます。 


テクニカルサポートサービスの使い方の説明は、 「テクニカルサポートサービス」 を参照してくださし、。 


オンラインサービス 


デルサポートへは、 support . jp . dell . com でアクセスすることができます。サポートサイトへようこそのぺージから、サポートツール、情報などをお選びくださし、。 


インターネット上でのデルへのアクセスは、次のアドレスをご利用〈ださし、。 


I World Wide Web 

www . dell . com / 

www . dell . com / ap / (アジア/太平ず諸国） 
www . dell . com / jp (日本） 
www .6 uro . d 6 M.com (3 —ロツ パ） 
www . dell . com / la / (ラテンアメリカ諸国） 
www . dell.ca (カナダ） 

I サポートウエブサイト 

mobile support@us.dell.com 
support@us.dell.com 

apsupport @ dell.com (アジア太平洋地域） 
suppo け. jp . dell.com (曰本） 
support . euro . dell.com (ヨ ーロツ パ） 















テクニカルサポートサービス 


デル製品に関するお問い合わせは、デルのテクニカルサポートをご利用ください。サポートスタッフはその情報を元に、正確な回きを迅速に提供します。 


デルテクニカルサポートサービスにお問い合わせになるには、 「 困ったときは I を参おし. 「 デルへのお問い合わせ I じ記載のをちじ津摇してください。 


ごを文に関する問題 

义品、誤った卽品、間違った請ポ書などのを文に関ずる問題があれば、デルカスタマーケアにご連絡ください。お電話の際は、納品書または出荷伝票をご巧意ください。 


製品情報 

デルが提供しているその他の製品に関する情報が必要な場合や、ごを文になりたい場合は、デルウェブサイト www . dell . com / jp をご寞〈ださい。電話で販売担当をとお話になりたいときは、お住 
まいの地域の 丘固じ合む立ま 登を 参照してください。 


保証期間中の修理と返品について 

『サービス色サポートのご案内』をご監ください。 


お問い合わせになる前に 

メモ： お電話の際は、エクスプレスサービスコードをご用意ください。エクスプレスサービスコードがあると、デルで自動電話サポートシステムをお受けになる場合に、よりな率良くサポートが受けられま 
す。 


を、ず Diaanostics ( 孩卽）于 エック リストに 記入して<ださし、。デルへお問い合わせじなるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータの近くから電話をおかけください。キーボードからコマ 
ンドを入力したり、操作時に詳細情報を説明したり、コンピュータ自がでのみ可能な化のトラブルシューティング手 I 頃を試してみるようにお願いする場合があります。システムのマニュアルがあることを確 
認してけこ’さい。 


^ 警吿： コンピュータ巧巧の巧乘をする前に、 r システム情巧ガイド J の巧全にお巧いいただ<ためのを意をお»み<ださい。 


Diagnostics (を断）チェックリスト 

名前； 

曰か： 

住所： 

電話番号： 

サービスタグ(コンピュータ背面のバーコード）： 

エクスプレスサービスコード： 

返品番号(デルサポート担当者から提供された場合）： 

オペレーティングシステムとバージョン； 

周辺機器： 

植張カード： 

ネットワークに巧続されていますか？ はいいいえ 

ネットワーク、バージョン、およびネットワークアダプタ： 

プログラムとバージョン： 

システムのスタートアップファイルの内容を確認するときは、ホペレーティングシステムのマニュアルを参照して〈ださい。コンピュータにプリンタを接続している場合、各ファイルを印刷します。印刷でき 
ない場合、をファイルの内容を記録してからデルにお問い合わせください。 

ェラーメッセージ、ビープコード、または診断コード： 

問題点の説明と実行したトラブルシューティング手順： 


デルへのお問い合わせ 





























インターネット上でのデルへのアクセスは、巧のアドレスをご利用ください。 


I www . dell . com/jp 
I support . jp . dell.com (テクニカルサポート） 

I premier . dell . co . jp / premier / (教育磯関、行政機関、医療機関、および中企業/大企業のカスタマー、ならびにプレミア、プラチナ、およびゴールドカスタマーのためのテクニカルサポート） 

デルへお問い合わせになる場合、次の表の E - メールアドレス、電話番号、およびコードをご利用〈ださい。国際電話のかけ方については、国内または国際電話会なにお問い合わせください。 


国（巧巿） 

国巧電巧アクセスコード 
因を号 
市ホ厉ま 

巧署ちまたはサービス化城、 

ウェブサイトおよび E - メールアドレス 

市ホ厉番、 
市内番号、および 
フリーダイヤル 

日本 （川 巧） 

ウェブサイト： support . jp . dell.com 


国際電話アクセスコード： 001 

テクニカルサポ ー KDell Precision 、 OptiPlex 、 および Latitude ) 

フリーダイヤル: 0120 -198-433 

テクニカルサポ ー K 巧列•から ） (Dell Precision 、 OptiPlex . および Latitude ) 

81-44-556-3894 

国番号： 81 

Fax 情報サービス 

044-556-3490 

巿列■局番： 44 

24時間納期情報案内サービス 

044-556-3801 


カスタマーケア 

044-556-4240 


ビジネスセールス本部(従業員数400人未満） 

044-556-1465 


法人営業本部(お業員数400人レ U 上） 

044-556-3433 


ェンタープライズ営業本卽(巧業員数3日00人な上） 

044-556-3430 


官公庁/研究•教育磯関/医療微関セールス 

044-556-1469 


デルグローバルジャパン 

044-556-3469 


個人のお客巧 

044-556-1760 


代表 

044-556-4300 
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CD および DVD のコピー 

Dell PrecisiorT " Workstation 380ユーザー ズガイド 

b メモ： CD または DVD をコピーする隔は、著作権まに基づいてし、ることを確認して〈ださい。 

本項は、 CD - RW , DVD +/- RW 、 または CD - RW / DVD (コンボ）ドライブを棉えたコンピュータにだけ適用されます。 

^ メモ ： Dell I こより提供される CD または DVD ドライブのタイブは国により異なることがあります。 

レ:1下の手順では、 CD または DVD の正確なコピーを巧なする方まにつしで設巧します。お巧いのコンピューかこ保存した才ーディオフアイルから音楽 CD を作巧したり、重望なデータをバックアップす 
るなど、他の目めにも Sonic DigitalMedia を使巧することができます。ヘルプを参照する口ま 、 Sonic DigitalMedia を開き、ウィンドウのち上にある疑問巧り）のアイコンをクリックします。 

CD または DVD のコピー 方法 

。 メモ： CD - RW / DVD コンボドライブでは DVD メディアへの書き込みはできません。 CD - RW / DVD コンボドライブをお持ちで、コピー中に問題が発生する場合、 Sonic サポートウエブサイト 
sonicjapan . co.jp じアクセスして、利用できるソフトウェアパッチがあるか確認してください。 


Del | TM コンピュータに取り付けられている DVD 書込み巧能ドライカホ、 DVD +/- R 、 DVD +/- RW および DVD+R DL (デュアルレイヤ)メディアに対して読取りと書込みを行いますが、 DVD - RAM また 
は DVD-RDL メディア I こ対する書込みは巧わず、読取りも行わない可能ながあります。 

^ メモ： 市販の DVD の大部分は著作権のプロテクションがかかっており 、 Sonic DigitalMedia をな用してコピーすることはできません。 

1. スタートボタンをクリックし、すべてのプログラム^ Sonic 一 DigitalMedia プロジェクトをポイントし、 Copy (コピー)をクリックします。 

2. Copy (コピー）タブで/《ックアップをクリックします。 

3. CD または DVD をコピーするには、次の手順を実巧します。 


I CD または DVD ドライブが1つしかなし、逼含:、設定が正ししにとを確認し、 バックアップ ボタンをクリックします。コンピュータがソース CD または DVD を読み取り、コンピュータのハ 
-ドドライブのテンポラリフォルダ I こそのデータをコピーします。 


プロンプトが表示されたら、 CD または DVD ドライブにをの CD または DVD を挿入し、 OK をクリックします。 


I CD または DVD ドライブが2つある場合 -ソース CD または DVD を入れたドライブを選巧し、 バックアップ ボタンを押します。コンピュータがソース CD または DVD のデータをを 
の CD または DVD じコピーします。 


ソース CD または DVD のコピーが終了すると、巧成された CD または DVD は自動的に出てきます。 


空の CD および DVD の使用方法 


DVD 書き込み可能ドライブは、 CD 記録メディアと DVD 記録メディアの両方に書きをむことができますが、 CD - RW ドライブは CD 記録メディアのみ(高ま CD - RW をさむ）じ書き込みができます。 


をの CD - R は、音楽の保存やデータフアイルを永义保存するのに使用します。 CD - R の作成後、この CD - R を上書きすることはできません(詳細に関しでホ、 Sonic のマニュアルを参照して〈ださし、）。 
CD に書き込んだり、 CD のデータを消去、上書き、またはアップデートするには、 をの CD - RW を使用してください。 


をの DVD + Z - R は、大量の情報を永义保存することができます。 DVD +/- R ディスクを作成したを、ディスクを作成するプロセスの最終段階でそのディスクが「ファイナライズ」または「クローズ」された 
場合' そのディスクに再度書き这みができないことがあるかもしれません。後でディスクにある情報を消去、再書き込み、または更新ずる場合、 をの DVD +/- RW を使用して〈ださい。 

CD 書き込み巧巧ドライブ 


メディアタイプ 

R み巧り 

•き込み 

書巧巧お 

CD-R 

はし、 

はし、 

いいえ 

CD-RW 

はし、 

はし、 

はい 


DVD * き込み可おドライブ 


メディアタイプ 

巧み巧 y 

書き込み 

書換巧化 

CD-R 

はし、 

はし、 

いいえ 

CD-RW 

はし、 

はし、 

はし、 

DVD+R 

はし、 

はい 

いいえ 

DVD-R 

はし、 

はい 

いいえ 



















DVD+RW 

はし、 

はい 

はし、 

DVD-RW 

はし、 

はい 

はし、 

DVD+R DL 

はし、 

はし、 

いいえ 

DVD-R DL 

場合による 

いいえ 

いいえ 

DVD-RAM 

場合による 

いいえ 

いいえ 


役に立つヒント 


I Sonic DigitalMedia を開始し、 DigitalMedia プロジェクトを開いた後であれば、 Microsoft® Windows® エクスプローラでファイルを CD-R または CD-RW ディスクにドラッグ&ドロッ 
プずることができます。 

I コピーした音楽 CD を一胺的なステレオで再生させるには、 CD-R を巧用します。 CD-RW はほとんどの家庭巧ステレオおよび力ーステレホでは再ちできません。 

I Sonic DigitalMedia をほ用して、音楽 DVD を作なすることはできません。 

I 音窠巧 MP3 ファイルは、 MP3 プレーヤーでのみ、または MP3 ソフトウェアがインストールされたコンピュータでのみ巧生できます。 

I 巿目ぶされているホームシアターシステム用の DVD プレイヤーは、すべての DVD フホーマットをサポートするとは限りません。お使いの DVD プレイヤーが対応するフォーマットのリストに関し 
ては、 DVD プレイヤーに付属のマニュアルを参照するか、または製造元にお問い合わせください。 

I をの CD-R または CD-RW を最大容量までコピーしないでください。たとえば、650 MB のファイルを650 MB のをの CD にコピーしないで〈ださい。 CD-RW ドライブは、記録の最お段階で 
1〜2 MB のをき容量を必要とします。 

I CD への記録について操作に慣れるまで練習するには、空の CD-RW を使用して<ださい。 CD-RW なら、失故しても CD-RW のデータを消去してやりなおすことができます。をの CD-RW 
ディスクを使用して 、をの CD-R ディスクにホ义的にプロジェクトを記録する前に、音楽ファイルプロジェクトをテストすることもできます。 

I 詳細に関しては、 Sonic ウェブサイト www . sonicjapan . co . jp を参.暖してくださし、。 


且夕に屋る 
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前面パネルと コンピュータカバーの 取り付け 

Dell PrecisiorT " Workstation 380ューザーズガイド 

♦ 前面パネルの取りけけ 
♦ コンピュータカバーの巧リイ汁け 

A 警告： 本巧の手巧を曲姑する前に、『»品情苗ガイト 1のをを手順に化ってください。 

A 警告： 巧■防止のため、カバーを拥く前にコンビュータの■巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に船れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されてし々い金属面に 
触れることにより、き体の静電気を除去することができます。 


前面パネルの取り付け 

1. 前面パネルの切り込みを、コンピュータ前面の対応する巧に合わせます。 

2. 前面パネルのリリースレバーを引き、パネルをちへスライドさせてしっかり取り付けます。 


コンピュータカバーの 取り付け 

1. すべてのケーブルカんっかり挖続され、ケーブルが邪魔じならない場耐こまわられてしぶか確認します。 

電源ケーブルがドライブの下におまらなしけうに、電源ケーブルを慎重に手師こ引きます。 

2. コンピュータの内部に工具やをった部品が残ってし、ないか確認します。 

3. カバーを取り付けます。 

a . コン ピュータの/ \- ドドライブベイがある側のタブに、 コン ピュータカバーの位置を合わせます。 

b . カバーを下に回乾し、カチッと収まるまで皆く押します。 

C. カバーがロックされていることを確認して〈ださい。ロックされてしぶい場合、 手順3 を操り返します。 

^ を意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み、巧にコンピュータに差し込みます。 

4. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 


目次に戻る 
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コンピュータ カバーと前面パネルの取り外し 

Dell PrecisiorT " Workstation 380ューザーズガイド 

♦ コン ピュ ータカバーの 取り外し 
♦ 直1面パネルのを y か_し 


コンピュータカバーの 取り外し 

A 替告： 本巧のキ巧を 曲 巧する前に、『» み情话 ガイド J のを全手順に化ってください。 

A 警告： 巧■防止のため、カバーを巧 y 巧す前にコンビュータの■巧プラグをあずコンセントから巧いてください。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に船れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されてし々い金属面に 
触れることにより、き体の静電気を除去することができます。 

1. 「 作業を開姑する前に ■! の手順を実行しまず。 

2. セキュリティケーブルを取 y 付けている場合は、セキュリティケーブルス□ットからケーブルを取りがします。 

〇 を意： 取り外したカバーを置ける十分なスぺース(作業台の上に30 cm レ： Lb ) があることを確認します。 

の ま意： コンピュータやコンピュータを置いてしぶ台の表面を傷付けないように、必ず保護されている水平な台上で作業します。 

3. 平らな場戸斤で、カバーを上に向けてコンピュータを例します。 

4. カバーのリリースラッ于を後ろに引きます。 

^ メモ： デスクトップコンピュータのドライブとは外観が異なります。 



1 

カバーリリースラッチ 

2 

コンピュータカ/く一 

3 

カバーのヒンジ 


5. コンピュータの端にある、3つのヒンジタブを確認します。 

6. コンピュータカバーの側面を持ち、ヒンジをてこのま点としてカバーを上に回転します。 

7. ヒンジタブからカバーを外し、ま全な場所に置いておきます。 


前面パネルの取り外し 

么 警告： 本巧の手巧を開始する!的に、『製品情巧ガイド JI のま全手順に巧ってください。 

么 警告： 巧■巧止のため、カバーを巧 y かす前にコンピュータの電巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 























© を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子が品に船れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されていない金属面に 
触れることにより、き巧の静電気を除去することができます。 


1. 「 作業を開姑する前に J の手順を実行します。 

2. 「 コンピュータカバーの巧りかし I の丰順を実行します。 


b メモ： デスクトップ コン ピュータの場合は、ドライブのか親が異なります。 



3. 前面パネルのリリースレバーを持ち上げ、パネルを左へスライドして取りかします。 
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問題を解みするためのツール 

Dell Precision™ Workstation 380 ュー ザーズガイド 

♦ 診断ライト 
♦ ビーブコード 
♦ エラーメッセージ 

♦ Dell Diagnostics (該お)プログラム 

♦ ドライバ 

♦ Microsoft ® Windows ⑥ XP システムの復元の使い方 

• ソフトウェアおよび/ N - ドウてアのが互換性の解み 

♦ Microsoft 魯 Windows 巧） XP の再インストール 


診断ライト 

A 警告： 本巧のモ巧を曲巧する前に、 『 K 品情巧ガイド JI のまを手阳に巧ってください。 

問題のトラブルシューティングを容易じするため、お使いのコンピュータには前面に「1」、じ」、「3」、および 「4 J とラベルの付いた4つのライトが搭載されています。これらのライトはミ肖えてし、るか、緑を 
に点'灯しています。コンピュータが正常に起動すると、ライトが点滅します。コンピュータの起動が終了したら、4つのライトすべてが綠色に点なします。コンピュータが誤動作している場合、ライトのバタ 
ーンによって問題を識别できまず。 

POST 実行中の診断用ライトコード 


ライトバターン 

巧題の瞄巧 

巧巧される化 置 

O(1)(D0 

コンピュータが通常のオフのが態、また 
は BIOS に幢害が起こっている可能性 
がありまず。 

オペレーティングシステムが正常に起動 
ずると、教巧ライトは消えます。 

コンピュータを使用可能なコンセントに接結し電源ボタンを巧します。 

〇@@@ 

BIOS 障害が発ました可能性がありま 
ず。コンピュータは修復モードです。 

BIOS Recovery Utility を実行し、 BIOS の修復処理が完了するのを待って、コンピュータを再起動します。 

〇 ©@0 

プロセッサに障害が起こっている可能性 
があります。 

ブ□セッサを取り付けなおして、コンピュータを再起動します。 

〇©(3)@ 

メモリモジュールが検出されました力《、メ 
モリ廣害が発生しています。 

1. メモ IJ モジュールを巧き弟しして. コンピュータカりモリ户 TF 笛に;再信しているか巧試します。 

2. コンピュータを再起動します。 

3. それでも問題が解ましない場合、メモリモジュールをすべて取りかし、1個のメモリモジュールをメモリモジュールコネクタ4 
に取り付けます。 

4. コンピュータを再起動します。 

巧のメッセージがき示されます。警告！ Operating in Debug Mode. Please Populate Memory in Pairs for 
Normal Operation. (警告！デバッグモードで動作していまず。通常の動けにはメモリをペアで装着して < ださ 

い。） 

5. < F 1> を巧してホペレーティングシステムを起動します。 

6. Dell Diaanostics (該お)プロヴぅム ホ幸巧し主す _ 

7. メモリモジュールのテストが巧額なく鞍了しナ r 場合.コンピュータホ シャットダウンし. そのメモ U モジュールを巧りかして.お動 
中または訖断テスト中にメモリエラーが発生するまで、残りのメモリモジュールについて手順を繰り返します。 

最抑こテストしたメモリモジュールに問題力{あった場合でも、残りのメモリモジュールに問題がなしけ、確認するため、すべての 
メモリモジュールに対し、同じ手順を操り返します。 

8. 巧頭のあるメモリモジュールが判明したら、 デルに連絡して 交梅を化頼してください n 

メモ： 必要に応じて、巧しし、メモリモジュールを取り讯ナるまで、コンピュータをデバッグモードで操作できます。 

00(3)© 

お弓長カードの障害が発ました可能性が 
あります。 

1. 力ード(グラフィックスカードではない)を取りタル、コンピュータを再起動してコンフリクトが起きているか調べます。 

2. 問題が辑みしない場合、取りがした力ードを取り付け、別の力ードを取りがして、コンピュータを再起動します。 

3. それぞれの力一円こついて、この手11頃を燥り返します。コンピュータが正常に起動する場合は、リソースコンフリクト時にコンピ 
ュー々から*繳こ巧りがし卜力ードをトラブルシューティンヴします （ソフトウェアおよりハードウェアのが早梅件の酷み ホ参 

ra )。 

4. P 占頭が賴ミ夹しない場合は. デル1こお問い合ねサ〈ださい。 


グラフィックスカードの廣害がを生した 巧 
能ながありまず。 

1. コンピュータじヴラフィックスカードを巧りがけている場を.力ードを巧りみし. 巧りがけむおして コンピュータホ巧朽動します。 

2. それでも問題が解ましない場合、動作を巧設巧みのグラフィックスカードを取り巧け、コンピュータを再起動します。 

3. P 占韻が链ミ央しない場合.まわはグラフィックスがコンピュータじ内唐されてしぶ場合. デル1こお PS い合わサ〈ドさい。 































〇@@0 

フロッピードライブまたはハードドライブ 
の障害が発生した可能性があります。 

すべての電源ケーブルおよびデータケーブルを接統しなおし、コンピュータを再起動します。 

©◎◎の 

USB の廣害が発生した可能性がありま 
す。 

すべての USB デバイスを取りがけなおし、ケーブル接結を確認して、コンピュータを再起動します。 

©◎◎の 

メモリモジュールがお出されません。 

1. メモ IJ モジュールを枕き弟し して. コンピュータカりモリ户 TF 笛に话信しているか巧試します。 

2. コンピュータを再起動します。 

3. それでも問題が解ましない場合、メモリモジュールをすべて取りかし、1個のメモリモジュールをメモリモジュールコネクタ4 
に取り付けます。 

4. コンピュータを再起動します。 

巧のメッセージが表示されます。警告！ Operating in Debug Mode . Please Populate Memory in Pairs for 
Normal Operation . (警告！デバッグモードで動作していまず。通常の動けにはメモリをペアで装着してくださ 
ぃ。） 

5. < F 1> を巧してホペレーティングシステムを起動します。 

6. Dell Diaanostics (较断）フロヴラム ホ李巧します- 

7. メモリモジュールのテストが巧頭な<終了した場合、コンピュータを シャットダウンし、 そのメモリモジュールを取りかして、起動 
中または訖断テスト中にメモリェラーが発生するまで、残りのメモリモジュールについて手順を繰り返します。 

最初にテストしたメモリモジュールに問題があった場合でも、残りのメモリモジュールに巧題がないか確認するため、すべての 
メモリモジュールに巧し、同じ手順を燥り返します。 

8. 巧頭のあるメモリモジュールが判明したら、 デルに連紹 して交赖を依頼してください n 

イモ： 必要に応じて、巧しし、メモリモジュールを取り讯ナるまで、コンピュータをデバッグモードで操作できます。 

00(3)0 

メモリモジュールがお出されません。 

1巧リイ寸けているメモリモジュールが1つの場合.そのモジュールを 巧リイ寸けむおして コンピュータホ巧お動します。 

1取リイ寸けているメモリモジュールが2つ IU 上の場合、モジュールを取りかし、 モジュール1つを巧り付けなおして コンピュータ 
を再起動します。コンピュータが正常に起動する場合、別のモジュールを追加します。障害のあるモジュールが見つかるまで、 
あるいはェラーなしにすベてのモジュールを取り付けなおすまで続けまず。 

1同に種類の正常に動作しているメモリがあれば、そのメモリをコンピュータに取り巧けます。 

1 Pp お頁がおみしむい場合. デルにお Pal いちわ甘ください。 

〇(2)(3)@ 

システム基板の障害がを生しました。 

デルに连給して テクニカルサポートホ S けて <だ声い。 

00(3)0 

メモリモジュールは横出されました力 《 、メ 
モリの設定または互換性エラーが存在し 
ます。 

1特別なメモリモジュール/ メモリコネクタの設置 要件が ないか確認します。 

1取りかける メモリモジュー ルがコンピュータと互換性があるか確認します。 

1 メモリモジュールを取り付けなおし、コンピュータを巧起動します。 

1 Pp お頁が招ホしむい場合. デルにお問い合わサください。 

0000 

システム基巧リソースおよびハードウェ 
アのどちらかまたは両方の障害が発生 
した可能ながあります。 

「ソフトウェア ^^ハードウェアの化耳巧件の解ミ央1の丰1旧ホ幸巧します_ 

巧頭がおみしない場合. ザルにお Pp うい合わサくだ声い。 

〇©@0 

お弓長カードの障害が発ました可能性が 
あります。 

1. 力ード(グラフィックスカードではない)を取りタル、コンピュータを再起動してコンフリクトが起きているか調べます。 

2. 問題が辑みしない場合、取りがした力ードを取り付け、別の力ードを取りがして、コンピュータを再起動します。 

3. それぞれの力一円こついて、この手 II 頃を燥り返します。コンピュータが正常に起動する場合は、リソースコンフリクト時にコンピ 
ュータから*徽こ取りがした力ードをトラブルシューティンヴします （ソフトウェアおよていドウェアのが早梅件の酷ミ 尖が参 

ra )。 

4. P 占頭が賴ミ夹しない場合は. デル1こお問い合ねサ〈ださい。 

00(3)© 

その化の障害が発生しました。 

1ハードドライ义 CD ドライブ、および DVD ドライブからシステム基キ反へケーブルが正しく接镜されているか確認します。 

1問頭が解みしない場合、 デルにお Pol い合わせください。 

の◎③の 

POST の後、コンピュータは通常の動作 
状態じあります。 

メモ： オペレーティングシステムが正常 
に起動ずると、まもな<診巧ライトが消え 
ます。 

特にありません。 


ビープコード 


お使いのコンピュータの起動谢こ、モニターにエラーメッセージまたは問題を表示できない場合、ビープ音が連続して鳴ることがありまず。この連続したビープ音はビープコードと呼ばれ、問題を特定しま 
す。連統したピープ音ロホ、ビープ音がまず1回鳴り、次に連統して3回鳴ってから、1回鳴るものがあります(コード1-3-1)。このビーブコードは、コンピュータがメモリの問題を検出したことを巧ら 
せます。 































起動時にコンピュータがビープ音を発する場合、次の手順を実行します。 

1. Diagnostics (訟節）于 エック リスト に ビープコードを書き込みます。 

2. Dell Diagnostics (診断)プログラム を 実行し、その原因をつきとめます。 

3. デルにお間い合わせ I こなり テクニカルサポートホきけてください。 


コード 

原因 

1-1-2 

マイクロプロセッサレジスタ廣害 

1-1-3 

NVRAM 読み書き摩害 

1-1-4 

ROM BIOS チェックサム障害 

1-2-1 

ブ□グラム可能インターバルタイマー障害 

1-2-2 

DMA 初期化障害 

1-2-3 

DMA ぺージレジスタ読み書き障害 

1-3 

ビデオメモリテスト障害 

1-3-1 〜 2-4-4 

メモリが正しく認識されてしぶいか使用されてしけよい 

1-3-2 

メモリの問題 

3-1-1 

スレーブ DMA レジスタ障害 

3-1-2 

マスタ DMA レジスタ障害 

3-1-3 

マスタ割り込みマスクレジスタ障害 

3-1-4 

スレーブ割り込みマスクレジスタ障害 

3-2-2 

割り化みベクトル□-ド障害 

3-2-4 

キーボードコントローラテスト階害 

3-3-1 

NVRAM 電力損失 

3-3-2 

お巧な NVRAM 設定 

3-3-4 

ビデオメモリテスト障害 

3-4-1 

画面初期化障害 

3-4-2 

固面リトレース障害 

3-4-3 

ビデオ ROM の検索障害 

4-2-1 

タイマーチックなし 

4-2-2 

シャットダウン エラー 

4-2-3 

Gate A20 エラー 

4-2-4 

ブロテクトモードで予期せめ割り込みあり 

4-3-1 

アドレス OFFFFh な上のメモリ摩害 

4-3-3 

タイマー于ップカウンタ 2 の障害 

4-3-4 

時計の停止 

4-4-1 

シリアルまたはパラレルポートテスト障害 

4-4-2 

シャドウメモリにコードへの鮮度不可 

4-4-3 

数値演富コプロセッサテスト障害 

4-4-4 

キャッシュテスト階害 


エラーメッセージ 

レ ITF を確認しながら. Diagnostic .-^ ，-を控 ：みエック リスト に 必を事巧を記入してください。 

A 警告： この巧の手順を*行するがに、『製品情巧ガイド J のまをにお巧いいただ<ためのを意をお«み<ださい。 

メッセージが一篇にない場合、オペレーティングシステムまたはメッセージがき示された際に実巧していたプログラムのマニュアルを参照してください。 


ファイルをには巧の义ホは巧用できません： ¥/：*?■■<> I - これらの記号をファイルちに使用しなし巧〈ださし、。 


化要な .DLL ファイルがみつかりませんー アブリケーシヨンプログラムに必要なファイルがありません。プログラムを削除してから、再インストールします。 














































1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールバネルを クリックして、 プログラムの追化と削 おをクリックします。 

2. 肖り除するプログラムを選巧します。 

3. 肖り 除ボタンまたは 玄 ちと削除 ボタンをクリックします。 

4. インストール手順についロホ、プログラムのマニュアルを参照してください。 


警を！ CPU のファンがちな!されませんー ホ却ファンとエアフ □- カバーが適切に取り付けられ、動かしてし、るか確認します。 

警告！このシステムの前回のち曲時に、チェックポイント [ nnnn ] で»害が発生しました。この巧 S を解ホするには、このチェックポイントをメモしてデルテクニカル 
サポートにお問い合わせ < ださいー デルにお Pol い合わせじなり、 チェックポイントコード ( nnnn ) をテクニカルサポート担当者にお知らせ〈ださい。 

警告！が!回のファンの不具を一 

警を！前回のプロセッサを度の不具合一 

替吿！前回のシャットダウンは、温巧のイベントが巧因です一 

換気口力 《 ふさがれていない力、、またはすベてのファンが正し<取り付けられ動作しているか確認します。また、プロセッサのヒートシンクアセンブリが正し〈取り付けられているか確 
認します。 

警を！前回の再起曲は、■圧レギュレータの不 H ： 合が巧因ですー デルにお問い合わせください。 

警告！システムバッテリーの■圧が巧下していますー バッテ IJ — を夕 掏して ください。 

替告！巧 y かけらているメモリをすべて巧巧化することはできませんでした一 

警告！が回埃なされたエラーホな正できませんでしも…アドレス xxxxxxxxh * デバイス DIMM Y - 

「メモ IJ の問頭」 を参照して〈ださい。 

巧 tt でのぶ巧に失巧しました一 r ドライブの問聞」 を参照してください。 

コマンドまたはファイルちが旧 g つています一 正しいコマンドを入力したか、スぺースの位置は正しいか、パス名は正しいか確認します。 

ディスク上で正しくない ECC (エラー#正コード)が K み取られました一 「ドライブの問聞」 を参照して〈ださい。 

コントローラに障害が発生しました一 「ドぅィブの巧聞」 を参障.してくださし、。 

データエラ —— 「ドぅ ィブの巧 頭」 を参照してください。 

巧用可能なメモリが滅かしています 一 r フリーズおよびソフトウェアの巧聞」 を参照してください。 

ディスケットドライブ0でシークに失巧しました一 「ドライブの問聞 1を参照してください。 

ディスケットの R み® y に失巧しました一 「ドライブの問頭 」を参照してください。 

ディスケットサブシステムのリセットに失なしました一 Dell Diaanostics (兹断)プロヴぅム を実巧してくださし、。 

ディスケットの■き込みが巧止されています一 書き込み防止の切り化みを才ープン位置にスライドします。 

ドライブの单備ができていませんー フ□ッピーディスクをドライブに入れます。 



































Gate A20 で度害が巧生しました一 「 フリーズおよびソフトウェアの問題 J を参照してください。 

ドディスク構巧エラーー 

ドディスクコントローラに旧记がわリモす一 

/\-ドディスクドライプに巧坦があ y ます一 

ハードディスクドライブに巧 S があ y ます一 

「 ドライブの問頭I をき照してください。 


ち曲可化なメディアを擇入して < ださい一 起動フロッピーディスクまたは CD を挿入します。 


巧を情報が 無 巧です。セットアッププログラムを実行して < ださいー セットアップユーティリティを 起動し、 コンピュータの設定情報を正し < 設定します。 


キーポードで!*害が発生しました一 「キーボードの問題 J を参照してください。 


メモリアドレスラインで陣害が発生しました。(アドレス-なみ巧り化 、 モ巧化）一 「フリーズおよびソフトウェアの巧頭 I ホを照して〈ださい。 


メモリ巧 y 当てエラ—— 


1. コンピュータの電源を切り、30秒待ってからコンピュータを再起動します。 

2. 再度プログラムを実行してみます。 

3. 再度エラーメッセージが表示される場合、トラブルシューティングについては、ソフトウェアのマニユルを参照して〈ださい。 


メモリデータラインエラー( アドレス 、技み巧り化モ巧化 _) — 


メモリのダブルワードロジックエラー( アドレス I 読み巧り应チ測值 _) — 


メモリの々な/ななロジックエラー( アドレス 、 K みなり化チな化）一 


メモリ書き込み/ R みな y エラー( アドレス iR みなり化予 a 巧）一 


CMOS のメモリサイズがホかです一 

「フリ—ズおよびソフトウェアの固壁」 を参照してください。 


巧用可化な起かデバイスがあリません一 


Iフロッピードライブが起動デバイスの場合、起動フロッピーディスクがドライブに挿入されていることを確認します。 

Iハードドライブが起動デバイスの場合、ケーブルが接続されていて、ドライブが適切に取り付けられていて、起動デバイスとしてパーティシヨン分割されているか確認しま 
す。 

I セットアップユーティリティをお動 して.起動順巧の情報が正しいか確認します。 


ハードディスクドライブ上にプートセクターがありませんー セットアップユーティリティを走日 動 して.コンピュータのハードドライブ横ホ情報が正しいか確敦します。 
セットアップユーティリティの情報が正ししにとを確認した後もメッセージが表示される場合、オペレーティングシステムのマニュアルで再インストール情衝を参照して〈ださし、。 


タイマーチックの割り化みがありません一 Dell Dia g nostics (該断 プログラム を 実行します。 


ホシステムのディスクであるか、またはディスクでエラーカ<発をしました一 起動可能なオペレーティングシステムが入ったフロッピーディスクと交換するか、フロッピーディ 
スクをドライブ A から取り出して、コンピュータを再起動します。 






























ち 曲 ディスクではあ y ません一 起動ディスクを挿入して、コンピュータを再起動します。 


メモリまたはリソースが不ちしています。し、<つかのプログラムを田じてもう一度や y 直します一 すべてのウィンドウを閉にて、使用するブログラムを開きます。場合によ 
つては、コンピュータを巧起動してコンピュータリソースを復元する必要があります。その場合、最抑こ使うプログラムを開きます。 


ホべレーテイングシステムがるつかりません - デルにお問い合わせください。 


USB キーボード/マウスをコンピユータの W 面に左る USB ポートにま g してくださいー コン ピユータの電源を切り、 USB キーボードおよび/またはマウスを コン ピユー 
夕の背面にある USB コネクタに接統し、 コン ピュータを再起動します。 


プラグアンドプレイおをエラ- 


1. コンピュータの電源を切り、コンセントから取りかしまず。次に、力ードを1枚だけ残してすべて取りがします。 

2. コンピュータのブラグを差し込み、再起動します。 

3. メッセージが表示される場合、取り付けられている力ードが誤動作している可能ながあります。メッセージが再度表示されない場合、コンピュータの電源を切り、別の力ード 
を1な巧入します。 

4. 誤動作している力ードカホかるまで、この手I煩を繰り返します。 


巧み巧リエラ—— 


まホされたセクターがちつか y ません一 

リセットに失巧しました一 
「ドライブの問題」 を参照してください。 


セクターカ<ちつかりません一 


I Windows のエラーチェックユーティリティを実行して、フロッピーディスクまたはハードドライブのファイル清造を調べます。手II頃については、 Windows ヘル ブを参照し 
て〈ださし、。 

I を<のセクターに障害がある場合、可能であればデータをバックアップし、フロッピードディスクまたはハードドライブを再フオーマットします。 


シークエラ- 「 ドライブの問頭 I をを照して〈ださい。 

シャットダウンに 失巧 [しました一 Dell Diagnostics (診断)プログラム を 実行します。 

時巧樓構が冉止しました一 

時刻機#!が設定されていません一 

セットアップユーティリティを起動 し、 日時を訂正します。問題が稱ましない場合、 バッテリーを交換 し ます。 


タイマーチップカウンタ 2 で障害が発生しました一 Dell Diagnostics (誇卽）プロヴ ラムを 実巧します。 

巧»モードでモ期しない ay 込みがわ y ました一 Pell Diagnostics (診 お) プログラムを 実行します。 

警を[プライマリ/セカンダリ] IDE コント ローラ 上のドライブ [0/1] が、巧常の化なホの巧境で動巧していることを、デルのディスクモニターシステムが巧なしま 
した。すぐにデータをバックアップしサポートデスクまたはデルに旧い合わせてハードドライブを巧换することをお勧めします一 

すぐに利用できる交換用のドライブがな〈、 そのドライブが唯一の起動ドライブではない場合、 セットアップユーティリテ ィを 起動 して. 該当するドライブの設定を None に変更しま 
す。次に、問題力嘴ましたドライブをコンピュータから取りがします。 

書き 这みエラ—— 


























S 巧したドライブで II き这みエラーがあリました一 

「 ドライブの巧頭 I を参照してください。 


< ドライブ文辛 >:¥にアクセスできませんドライブの単がができていませんー フロッピードライブがディスクからデータを読み取れません。フロッピーディスクをドライブに 
挿入し、再度試してみます。 


Dell Diagnostics ( 診断）プログラム 

^ 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、 『K 品情なガイト 1のま全手阳にがってください。 

Dell Diagnostics ( 診断）プ□グラムを使巧するち合 

コンピュータに巧頭が発生した場合. テクニカルサポート I こ巧い合わせる前に- 「 問頭の觸ミ夹 I のチェック事巧を実斤してから - Dell Diagnostics (診断けログラムを実巧してください。 

作業を始める前に、これらの手順を印刷しておくことをお勧めします。 

〇 を意： Dell Diagnostics (該断)プログラムは、 Dell …コンピュータ上でのみ谜能しまず。 

セットアップユーティリティを起動し、コンピュータの設定情報を閲竟して、テストするデバイスがセットアップユーティリティにき示され、アクティブであることを確認します。 


ハードドライブ まわは 『 Drivers and Utilities CDJU mesourceCPJI とも刚ずれます）から Dell 診がプログラムを起動します。 

^ ゾモ ： 『Drivers and Utilities CDJ はオプションなので、出荷時にすべてのコンピュータに付属しているわけではありません。 

ハードドライブからの Dell Diagnostics (診が）プログラムの起動 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. DELLT " のロゴが表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

じ メモ： 診断プログラムユーティリティパーティションが検出されませんと L 、 うメッセージが表示された場合 、 Dell Diaa 日 ostics (該断)プログラム_ を 『Drivers and Utilities CDJ から実行しま 

"■す。 

ここで時間をおきすぎてホペレーティングシステムのロゴが表示された場合、 Microsoft ® Windows ® デスクトップが表示されるまで待ちまず。次に、 コンピュータを シャットダウンして、 もう一 
度やり直します。 

3. 起動デバイスの一黄が表示されたら、 Boot to Utility Partition を/\イライト表示して、 < Enter > を巧します。 

4. Diagnostics (診断)プ□グラム Main Menu が表示されたら、実巧する テスト の 種類を選がします。 

Drivers and Utilities CD からの Dell Diagnostics (診巧）プログラムの起動 

^ メモ ： 『Drivers and Utilities CD 』 はホブションなので、出荷時にすべてのコンピュータに付属しているわけではありません。 

1. 『Drivers and Utilities CDj を挿入します。 

2. コンピュータをシャットダウンします 。 

DELL のロゴが表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

ここで時間をおきすぎて Windows の□ゴが表示された場合、 Windows のデスクトップが表示されるまで待ちます。次に、 コンピュータをシャットダウン して 、もう一度やり直しまず。 

& メモ： 次の手順は、起動順をを一回だけ変更します。次回の起動時には、コンピュータはセットアップユーティリティで指ましたデバイスに従って起動します。 

3. 起動デバイスの一黄が表示されたら、 I DE CD-ROM Device を"イライト表示して、 < Enter > を巧しまず。 

4. CD の起動メニューから I DE CD-ROM Device オプションを選びます。 

5. 表示されたメニューから Boot from CD-ROM ホプションを選びます。 

6. Resource CD メニューを起動する場合は i を入力しまず。 

7. Dell Diagno な ics (診断)ブログラムを起動するオプションを選巧して、 < Enter > を巧します。 

8. 番号の付いた一黃から Run the 32 Bit Dell Diagnostics を選びます。複数のバージョンがリストにある場合は、コンピュータに適切なバージョンを選巧します。 

Diagnostics (診巧)プログラム Main Menu が表示されたら、実巧する 五ろ h の種類を選択します。 


9. 

















Dell Diagnostics ( 診が）プログラムのメインメニュ ー 

1 .Dell Diagnostics (餘断)プログラムの口ードが終了すると、 Main Menu 画面が表示されるので、適切なオプションのボタンをクリックします。 


ホプシ ヨン 

檐化 

Express Test 

デバイスのクイックテストを実行します。通常このテストは10〜20分かかり、お客巧の操作は必要ありません。最础こ Express Test を実行すると、問題を素早<特定できる可 
能性が増します。 

Extended 

Test 

デバイスの全体チェックを実斤します。このテストは通常1時間レ U 上かかり、質問にを巧的に応答するお堂があります。 

Custom Test 

4寺をのデバイスをテストしまず。実巧するテストをカスタマイズできます。 

Symptom 

Tree 

お出した最も一赃的なをがを一監表示し、問題のをがに基づいたテストを選巧することができます。 


2 . テスト実行中に巧題力 《 検出されると、エラーコードと問題の説明を示したメッセージがき示されます。エラーコードと問題の説明を記録し、画面の指示に従います。 

エラーを辭みできない場合、 デルにお問い合わせください 。 

b ゾモ： をテスト画面の上部には、コンピュータのサービスタグが表示されます。デルにお問い合わせになった隙に、テクニカルサポート担当者がサービスタグをお巧いいたします。 

3. Custom Test または Symptom Tree オプションからテストを実行する場合、該当するタブをクリックします(詳細に関しては、な下の表を参照）。 


タブ 

植 お 

Results 

テストの結ま、および発ちしたすべてのエラーの巧態を表示します。 

Errors 

検出されたエラーが態、エラーコード、問題の説明が表示されます。 

Help 

テストについて説明します。また、テストを実斤するための要件を示す場合もあります。 

Confiauration 

選巧したデバイスの/\-ドウてア構巧を表示します。 

Dell Diaanostics (該断)ブログラムは、セットアップユーティリティ、メモリ、および様々な巧卽テストからすべてのデバイスの設定情報を入手し、画面の左側ペインのデバイスー 
賣に表示します。デバイスー旁には、コンピュータにおり付けられたすべてのコンポーネントを、またはコンピュータじ接続されたすベてのデバイス名が表示されるとは限りません。 

Parameters 

テストの設定を変更して、テストをカスタマイズすることができます。 


4. 『Drivers and Utilities CD 扣、ら Dell Diagnostics (診が)プログラムを実行している場合、テストが II 了したら CD を取り出します。 

5. テスト画面を閉じ、 Main Menu 画面に房ります 。 Dell Diagnostics (診巧)プログラムを鞍了し コン ピュータを再起動するには、 Main Menu 画面を閉じます。 


ドライバ 

ドライバとは？ 

ドライバは、プリンタ、マウス、キーボードなどのデバイスを制御するプログラムです。すべてのデバイスにドライバプログラムが必要です。 


ドライバは、デバイスとそのデバイスを使用ずるプログラム間の通訳のような役目をしまず。をデバイスは、そのデバイスのドライバだけが認識する専巧のコマンドセットを持っています。 


お使いの Dell コンピュータには、必要なドライバおよびユーティリティが出荷時にすでにインストールされていますので、新たにインストールしたり設定したりする必要はありません。 

り ま意 ： 『Drivers and Utilities CDJII こは、お使いのコンピュータじ搭載されていないオペレーティングシステムのドライバも収録されている場合があります。インストールするソフトウェアカホ 
y ペレーティングシステムに対応していることを確認してください。 

^ メモ ： 『Drivers and Utilities CD 』 はオプションなので、出荷時にすべてのコンピュータに付属しているわけではありません。 

キーボードドライバなど、ドライバのをくは Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムに付属しています。な下の場合には、ドライバをインストールする必きがあります。 

I ホペレーティングシステムのアップグレード 
I オペレーティングシステムのちインス!ル 
I 新しいデバイスの接続または取り付け 


ドライバの識別 

















デバイスに問題が発生した場合、問題の原因がドライバかどうかを判断し、必要に応じてドライバをアップデートしてください。 


Windows XP 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックします。 

2. 作業する分野を巧びますにある、バフホーマンスとメンテナンスをクリックします。 

3. システムをクリックしまず。 

4. システムのプロバティウインドウのドウエアタブをクリックしまず。 

5. デバイスマネージャをクリックします。 

6. -黃を下にスクロールして、デバイスアイコンに感嘆巧 （[ ! ] の付し、た黄色い丸)が巧いてし、るものがないか確認しまず。 

デバイス名の横に感瞎巧がある場合、ドライバの再インストールまたは新しいドライバのインストールが必要な場合があります。 

ドライバおよびユーテイリテイの再インストール 

〇 を*: デルサポートウエブサイト supDort.jp.den.com および 『Drivers and Utilities CD 』 では、 Dell ™ コンピュータ用に承認されているドライバを提供しています。その他の巧体からド 
^ライバをインストールする場合、お使いのコンビュータが適切に動作しない巧れがあります。 

^ メモ ： 『Drivers and Utilities CD 』 はホブシヨンなので、出荷時にすべてのコンピュータに付属しているわけではありません。 

Windows XP デバイスドライバの 口ール バックの使い方 


新たにドライバをインストールまたはアップデートした後に、コンピュータに問題が発生した場合 、 Windows XP のデバイスドライバの口ールバックを使巧して、な前にインストールしたバージョンのドラ 
イバに置き換えること力《できます。 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールバネルをクリックします。 

2. 作業するか野を選びますにある、バフォーマンスとメンテナンスをクリックします。 

3. システムをクリックしまず。 

4. システムのプロバティウインドウのドウエアタブをクリックしまず。 

5. デバイスマネージャをクリックします。 

6. 新しし、ドライバをインストールしたデバイスを右クリックしてから、ブロパティをクリックします。 

7. ドライ/くタブをクリックします。 

8. ドライバの口ールバックをクリックします。 

デバイスドライバの口ールバックを実斤しても問題が解巧されない場合は、 システムの復元 をな用して.新しいデバイスドライバがインストールされる前の動作が態にコンピュータを房します。 

Drivers and Utilities CD の巧い方 


デバイスドライバの口ールバックまたは システムの復元 を 巧巧しても問頭が解決されない場合 . 『Drivers and Utilities CD 』（ ResourceCD ) を巧ってドライバを再インストールします。 
^ メモ ： 『Drivers and Utilities CD 』 はオプションなので、出荷時にすべてのコンピュータに付属しているわけではありません。 

ドライバの手動インストール 

1. 前項で記述されているようじ、お巧いの M - ドドライブにドライバファイルを解法してから、スタートボタンをクリックして、マイコンピュータを右クリックします。 

2. プロパティをクリックします。 

3. /、ー ドウ エア タブをクリックして、デバイス マネー ジャをクリックします。 

4. インストールするドライバのデバイスの種類をダブルクリックします。 

5. インストールするドライバのデバイスの名前をダブルクリックします。 

6. ドライバタブをクリックして、ドライバのち巧をクリックします。 

7. - K または特をの場所からインストールする（巧巧）をクリックしてから、巧へをクリックします。 

8. 参旧をクリックして、あらかじめドライバファイルをコピーしておし、た場巧を参昭•します。 

9. 該当するドライバのを前が表示されたら、巧へをクリックします。 

10. ま了をクリックして、コンピュータを再起動します。 


Microsoft ® Windows ® XP システムのを元の巧い方 





Microsoft ⑥ Windows ⑥ XP ホペレーティングシステムは、システムのを元を提供しています。システムの復元を使って、ハードウェア、ソフトウェア、または他のシステム設定への変更が原因でコン 
ピュータの動けに不具合が生じた場合は、（データフアイルに影響をちえずに）]前の動イ乍が態に戻すことができます。システムの復元の使い方については、 「 Microsoft ® Windows を) XP ヘルプと 
サポートセンター I ホを照して〈ださい。 


^ ま意： データファイルの定期的なバックアップを行います。システムの復元は、データファイルの変更を監巧したり、データファイルを復元することはできません。 

を元ポイントのか成 

1. スタート ボタンをクリックし、 ヘルプとサポート をクリックしまず。 

2. システムのな元を クリックします。 

3. 画面の指示に巧います。 

コンピュータをな前の動作状態に巧元する 

© を 意： コンピュータを前の動作状態に復元する前に、開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムをすべて終了します。システムの復元が完了するまでは、いかなるファ 
イルまたはプログラムも変更したり、開いたり、削除しないでください。 

1. スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラム ー アクセサリーシステムツールと ポイントしてから システムの復 5をクリックします。 

2. コンピュータをなかの巧巧にな元する が選おされてし、ることを確認してから、 巧へ をクリックします。 

3. コンピュータをな前の状態に復元する時点の日がをクリックします。 

復元ポイントの選が 固面に、復元ポイントを痛認して選巧できるカレンダーが表示されます。復元ポイントが利用できる日巧は太字で表示されます。 

4. 復元ポイントを選んで、ホへをクリックします。 

日付■の中に復元ポイントが1つしかない場合、その復元ポイントが自動的に選巧されます。2つな上の復元ポイントが利届可能な場合、希望の復元ポイントをクリックします。 

5. 次へをクリックします。 

システムの復元力巧ータの収集を完了したら、 復元は完了しました 固面が表示され、 コン ピュータが自動的に再起動します。 

6. コンピュータが再起動したら OK をクリックします。 

巧元ポイントを変更するには、別の復元ポイントを巧って手順を繰り返すか、または復元を取り消すことができます。 

お後のシステムのを元を元に戻す 

© を 意： 最後に巧ったシステムの復元を取り消す前に、開いているファイルをすべて保存して閉じ、開いているプログラムをすべて終了してください。システムの復元が完了するまでは、いかなる 
ファイルまたはプログラムも変更したり、開いたり、削除しないでください。 

1. スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラムー > アクセサリ^システムツール とポイントしてから システムの 復元をクリックします。 

2. な前の復元を由 ly ミ 肖す をクリックし、 巧へ をクリックします。 

3. 娘へ をクリックしまず。 

システムのな元 国面が表示され、コンピュータが再起動します。 

4. コンピュータが再起動したら OK をクリックします。 

システムの復元のち効化 


200 MB よりま容量が少ないハードディスクに Windows XP を再インストールした場合、システムの復元は自動的に無細こ設定されます。システムの復元がち効になっているか確設ずるには、次の 
手順を実行します。 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックします。 

2. パフホーマンスとインテナンスをクリックします。 

3. システムをクリックしまず。 

4. システム のな 元タブをクリックします。 

5. すぺてのドライブでシステムのな元を無効にする にチェックマークが付いていないことを確認します。 


ソフトウェアおよびハードウ X アの非互換性の解決 

デバイスが OS のセットアップ中におそ日されない、または、おそ日されても設定が正しくない場合は、が互換なの問題を解まするためにハードウェアに関するトラブルシューティングを使用できます。 





ハードウ X アじ関するトラブルシューティングで非互換性の問題を辑まするには、次の手順を実行します。 

1. スタートボタンをクリックして、ヘルプとサボートをクリックします。 

2. ちまフィールドに/\-ドウエアに関するトラブルシューティングと入力し、次に矢印をクリックして検索を姑めます。 

3. 巧まお果一黄で、"ードウエアに関するトラブルシューティングをクリックします。 

4. ハードウエアに曲するトラブルシューティングー黃で、コンビュータにをるハードウエアの 巧 合を解巧しますをクリックして、ホへをクリックしまず。 


Microsoft ⑥ Windows ® XP の巧インストール 

〇 を童： Windows XP を再インストールする場合 、 Windows XP Service Pack l ( SPl ) な降を巧用する必要があります。 


作業を開おする前に 


新し<インストールしたドライバの問題をち I 消するために Windows XP オペレーテイングシステムを再インストールすることを検討する前に、まず Windows XP のデバイスドライバの口ールバックを 
試してみます。デバイスドライバの口ールバックを実行しても問題が解決されない場合、 システムの復元 を 巧ってオペレーティングシステムを新しいデバイスドライバがインストールされる前の動作が態 
に戻します。 


おほいのコンピュータで Microsoft Windows XP ホペレーティングシステムを再インストールする瞭、重大なセットアップの不具合を避けるため、お使いのコンピュータに同巧されている 
『 ResourceCD 』 にあるデバイスドライバもあわせて再インストールしてください。 


〇 を意： デバイスドライバおよび Windows XP オペレーティングシステムを再インストールする前に、プライマリハードドライブにあるすベてのデータフアイルをバックアップして〈ださい。標準的 
なハードドライブ構成において、ブライマリハードドライブはコンピュータによって1番目のドライブとして認識されます。 


ドライバおよび Windows XP を再インストールするには、な下のアイテムが必要です。 

I をのフロッピーディスク1巧 
I Dell 『オペレーティングシステム CDJI (オプション） 

I Dell『Drivers and Utilities CDJ ! 

。 メモ： 『Drivers and Utilities CDJH こは、コンピュータの製造工程でプリインストールされたドライバが収録されています 。 『Drivers and Utilities CD 』 を使って、必要なすべての追加ドライ 
バを口ードします。お使いのコンピュータに RAID コントローラがある場合は、そのドライバも口ードします。 

^ メモ： 『Drivers and Utilities CD 』 はホブションなので、出荷時にすべてのコンピュータに付属しているわけではありません。 

Windows XP の再インス!ル 

Windows XP を再インストールするじは、次項で記載されてし、る手順を順番通りに実行します。 

巧インストール処理を完了するには、1〜2時間かかることがあります。ホペレーティングシステムを再インストールした後、デバイスドライバ、ウイルス保塞プログラム、およびその他のソフトウェアを再 
インストールする必要があります。 

Q を 意： 『オペレーティングシステム CDj は 、 Windows XP の再インストール用のホプションを提供しています。オプションはファイルを上書きして、ハードドライブにインストールされているプロ 
グラムに影譽をちえる可能ながあります。このような理由から、デルのテクニカルサボート担当者の指示がない限り 、 Windows XP を再インストールしなしで-ください。 

〇 を 意： Windows XP とのコンフリクトを巧ぐため、システムにインストールされているアンチウイルスソフトウェアを無効にしてから Windows XP を再インストールしてくださし、。手順について 
は、ソフトウェアじ付属されているマニュアルを参照してください。 

オプションのオペレーティングシステム CD からの起動 

1. 開いてし、るファイルをすべて保をしてから閉じ、実行中のプログラムをすべてお了します。 

2. 『オペレーティングシステム CDJ を挿入します。 Install Windows XP というメッセージが表示された場合、な了をクリックします。 

3. コンピュータを再起動します。 

4. DELLT " のロゴが表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

オペレーティングシステムのロゴが表示された場合、 Windows のデスクトップが表示されるのを待ちまず。次に、コンピュータをシャットダウンして、再度試みます。 

5. 矢印キーを巧って CD-ROM を選巧し、 < Enter > を押します。 

6. 画面に、 Press any key to boot from CD とし、うメッセージがき示されたら、任意のキーを巧します。 




Windows XP のセットアップ 


1. セットアップの曲巧 画面が表示されたら、 < Enter > を押します。 

2. Microsoft Windows ライセンス契お 画面の巧容を読み、 < F 8> を押してライセンス契約に同意します。 

3. おほいのコンピュータに Windows XP がインストールされていて、現巧の Windows XP データを復元したい場合は、 r と入力して修復ホブションを選び. CD を取り出します。 

4. 新たに Windows XP をインストールする場合は、 < Esc > を巧してオブションを選巧します。 

5. < Enter > を巧して、/\イライト表示されたパーティション(推殺を選び、画面の巧示に従います。 

Windows XP セットアップ 画面が表示され 、 Windows XP は、ファイルのコピーおよびデバイスのインストールを開姑します。コンピュータは自動的に数回再起動します。 

& メモ： /、ードドライブの容量やコンピュータの速度によって、セットアップに要する時間は変わります。 

〇 を意： 次のメッセージが表示される場合、キーは押さないでください。 Press any key to boot from the CD . 

6. せ域と言語のオプション 画面が表示されたら、地域の設定を必要に応にてカスタマイズし、 ホへ をクリックします。 

7. ソフトウェアの旧人用投ま 画面で、おを前と会社ち（オブション)を入力して、 ホへ をクリックします。 

8. コンピュータと Administrator ウィンドウでコンピュータを（または記載の名前を承認)およびパスワードを入力して、 巧へ をクリックします。 

9. モデムが取りがけられてし、る場合、 モデムのダイヤル情巧 画面が表示されたら、必要な情報を入力して、 巧へ をクリックします。 

10. 日がと時阳の肢ミ ウィンドウに、日巧、時間、タイムゾーンを入力して、 巧へ をクリックします。 

11. ネットワークの R 定画面が表示される場合、 植 ホをクリックして、ホへをクリックします。 

12. Windows XP Professional をちインストールしている場合、ドメインちやワークグループ名などのネットワーク設定に関するネットワーク情報がホめられることがあります。該当するものを選 
びます。設定がわからない場合、デフォルトの選巧肢を選んで〈ださい。 

Windows XP は、オペレーティングシステムのコンポーキントをインストールして、コンピュータを設定します。コンピュータが自動的に再起動しまず。 

〇 ホ意： 次のメッセージが表示される場合、キーは押さないでください。 Press any key to boot from the CD . 

13. Microsoft Windows へようこそ 固面が表示されたら、 巧へ をクリックします。 

14. インターネットにお結する方法を指定して〈ださいとしづメッセージが表示されたら、省格をクリックします。 

15. Microsoft にユーザ ー e 毎する#術は出ホましたか？画面が表示されたら、いいえ、今回はユーザー»房しませんを選がしホへをクリックします。 

16. このコンビュータを巧うユーザーを巧をして < ださい 画面が表示されたら、最大日人のユーザーを入力できます。 

17. 巧へ をクリックします。 

18. 完了 をクリックしてセットアップを完了し. CD を取り出します。 

^ メモ： Windows のセットアップ完了したら 『I ntel SATA Drivers 』 フ□ッピーディスクを取り出し、ま全な場所に保管します。 

19. 『Drivers and Utilities CD 脂巧って、適切なドライバを再インストールします。 

20. アンチウイルスソフトウェアを再インストールします。 

21. ほ用するプログラムを再インストールします。 

。 メモ： Microsoft Office または Microsoft Works Suite プログラムを再インストールして有効にする I こは 、 Microsoft Office または Microsoft Works Suite <D CD ケースの裏面にあ 
る Product Key (プロダクトキー)ナンバーが必要でず。 


且夕に匡る 




目次になる 


ドライブ 

Dell PrecisiorT" Workstation 380 ューザーズガイド 

♦ タワーコンピュータドライブ 
♦ デスクトップコンピュータドライブ 
♦ ハードドライブ 
♦ お 加 ファンの取り付け 
♦ ドライブベイカバー 

♦ フロッビートうイブまたはメディアカードリー ター 

• CD /_ DVD ドライブ 


タワー コンピュ ータドライプ 

完全実装したコンピュータの構成例は次のとおりです。 

I 4台のシリアル ATA ( SATA ) M - ドドライブ，1台のオプティカルドライブ、および1台のフロッピードライブまたは1台のメディアカードリーダー 

I 3台の （ SCSI または SATA ) ハードドライブ，1台のオプティカルドライブ，および1台のフ□ッピードライブまたは1台のメディアカードリーダーあるいはその両方 

I 最大2台のホプティカルドライブ、および1台のフロッピードライブまたは1台のメディアカードリーダーあるいはその両方で使用できる1台または2台の （ SCSI または SATA ) ハードド 
ライブ 



♦only present in computers with configurations with three SCSI hard drives 


1 

上段の 5.25 インチドライブベイ （ CD / DVD ドライブを収納） 

2 

下段の 5.25 インチドライブベイ（オプションの CD / DVD ドライブまたはホブションの3台目の SCSI または SATA ドドライブを収細） 

3* 

追加フアン 

4 

セカンダリハードドライブ 

5 

プライマリ"ードドライブ 

6 

ド段の3.日イン于ドライブベイ（フロッピードライブまたはオプションのメディアカードリーダーを収細） 

7 

上段の3.日イン于ドライブベイ（オプションの4台目のシリアル ATA /、ー ドドライブ、フ□ッピードライブ、またはメディアカードリーダーを収納） 


デスクトップコンピュータドライブ 

完全実装したコンピュータの構成例は次のとおりです。 


I 3台の ( SCSI または SATA ) /、ードドライブ、1台のオプティカルドライブ、および1台のフロッピードライブまたは1台のメディアカードリーダーあるいはその両方 













































I を大 2 台のオプティカルドライブ、および1台のフロッピードライブまたはメディアカードリーダーが使用できる1台または2台の (SCSI または SATA) ハードドライブ 



1 

上段の 5.25 インチドライブベイ （ CD / DVD ドライブを収納） 

2 

'ド段の 5.25 インチドライブベイ （ CD / DVD ドライブまたはオプションの3台目のシリアル ATA または SCSI M - ドドライブを収納） 

3* 

追加フアン 

4 

セカンド/\-ドダリライブベイに設置された2台目の"ードドライブ 

5 

プライマリハードドライブベイに設置された1台目の/、ードドライブ 

6 

3.5 インチドライブベイ（フロッピードライブまたはオプションのメディアカードリーダーを収納） 


一般的な取り付けガイドライン 

シリアル ATA ハードドライカホ、システム基板の rSATAJ とし、うラベルの付いたコネクタに接統します 。 IDE CD / DVD ドライブは. [ IDEJ としうラベルの付いたコネクタに接統します。 


2台の IDE デバイスを単一の IDE データケーブルに接統してケーブルセレクト設定をすると、データケーブルト.の未端のコネクタに接統されたデバイスは、プライマリまたは起動デバイス（ドライ 
ブ 0) となり、データケーブル上の中間のコネクタじ接統されたデバイスはセカンダリデバイス（ドライブ 1) となります。デバイスのケーブルセレクト設をの方をについては、アップグレードキットに 
付属しているドライブのマニュアルを参照してくださし、。 

ドライブケーブルの接統 


ドライブを取りがける場合、2本のケーブル （ DC 電源ケーブルとデータケーブル〉をドライブの巧面およびシステム基板に接統します。 

ドライブデータコネクタ 



1 

データケーブル 

2 

データコネクタ 































大半のコネクタは正しく接統されるようじ設計されています。つまり、片方のコネクタの切り化みやピンの欠けが、もう一方のコネクタのタブや差し化み穴と一致します。 


IDE ケーブルを接統する際、色帯と1番ピンコネクタが一致しているか確認します。 IDE ケーブルを外す際、色付けされたプルタブをつかみ.コネクタが外れるまで引っ張ります。 


シリアル ATA ケーブルを接統する場合は、ケーブルの両端にあるコネクタを持ち、讨応するコネクタにしっかり巧し下げます。 


シリアル ATA ケーブルをタトす巧合は、プルタブをつかみ、コネクタが外れるまで引っ張ります。 


に^ メモ： システム基盤シリアル ATA コネクタは、カバーまたはエアフローカバーが取り付けられている場合があります。 

電源ケープルコネクタ 



1 

電源 ケープル 

2 

電源入カ コネクタ 


SCSI デバイスの取りがけガイドライン 


この項では、お使いのコンピュータへの SCSI デバイスの取り付けと設定方法について説日月します。 


SCSI ID 番号 


内蔵 SCSI デバイスには、0から15までの固有の SCSI ID 番号を設定する必要があります。それぞれの SCSI バスじは、0から15までの SCSI ID 番号を設定する必要があります。 


デルから SCSI デバイスが出荷される際は、デフホルトの SCSI ID ま号が次のように割り当てられています。 


システム基おコントローラ 

コントローラカード 

デバイス 

ID 

デバイス 

ID 

コントローラ 

7 

コント ロー ラ 

7 

起動 M- ドドライブ 

0 

起動/、ードドライブ 

0 


CD または DVD ドライブ 

5 

テーブまたは DAT ドライブ 

6 


メモ ； SCSI ID を号を順番に割り当てたり、 ID 番号順にデバイスをケーブルに接統する必要はありません。2つな上のデバイスが同じ ID を使用する場合、お使いのコンピュータは POST 中 
また SCSI BIOS でハングずることがあります。 





















デルで取り付け巧みの SCSI デバイスは、製造工程で正しく設定されています。これらの SCSI デバイスに SCSI ID を設定する必要はありません。 


オプションの SCSI デバイスを増設した場合、それぞれのマニュアルを参照して、適切な SCSI ID 番号を設定してください。 

〇 注意： デルからお買い_卜.げになった SCSI ケーブルのみを®用することをお勧めします。その他からご購入されたケーブルは、 Del|TM コン ピュータでの動作が保証されていません。 

デバイスターミネータ 

SCSI ロジックでは、 SCSI チェーンの両端のデバイスでターミネータ（捣端）が有効で，その間のすべてのデバイスでは無効になっているお要があります。 

デルでは有効なターミネータのケーブルを使用し、すべてのデバイス .h のターミネータをお効にすることをお勧めします。デバイスのターミネータをお効にする方法については、オプションの SCSI デ 
バイスに付属の マニュアルを 參照してください。 

一般的なガイドライン 

コンピュータに SCSI デバイスを取 y かける場合、な'ドの一般的なガイドラインに糖ってください。 

I SCSI デバイスの取り付けは、基本的に他のデバイスと同じですが、設定要件は異なります。特定の SCSI サブシステムの設をじついては、 SCSI デバイスやホストアダプタカードの マニ ュ 
アルを参照丄てください。 

I デバイスに SCSI ID 番号を旣定して、必要な墙合は夕ーミネータを無効にしまず。 

I 外付け SCSI ケーブルの片方の端を、 SCSI デバイス背面のコネクタに接統します。外付け SCSI ケーブルのもう--方の端を.コンピュータじ取り付けられているコントローラカードのコネク 
夕に接統します。 

I IDE ハードドライブが取り付けられていない場合、 SCSI ハードドライブを取りがけた後に、 セットアップユーティリ ティで Primary Drive 0および Primary Drive 1を None に設定す 
る也‘要があります。 

I SCSI ハードドライブにパーティションを作成したんフォーマットするのに、ホペレーティングシステムにが属のプログラムな外のブログラムを使うお要があることがあります。遮切なドライバの 
インストール方をと SCSI ハードドライブの使用の準備方法の詳細については、 SCSI ソフトウェアドライバに付属のマニュアルを参照してください。 

SCSI ケーブル 

ケーブルの一方の端を、システム基板の SCSI コネクタ、またはコンピュータに取り付けられている SCSI コントローラカードに接統します。ケーブルの残りのコネクタは、各補ドライブに取り付けま 
す。 


ナロー SCSI ドライブ（テープドライブ、 CD ドライブ、およびい〈つかのハードドライブなど）は、 50 ピンケーブルを使用します。ケーブルの一方の端を SCSI コントローラカードに接統します。ケ 
-ブルの残りのコネクタは、さまざまなナロー SCSI デバイスに取り付けます。 

〇 を意： デルからお買い求めの SCSI ケーブルのみ使用することをお勧めします。その他からご購入されたケーブルは、 Dell コンピュータでの動作が保証されていません。 


ハードドライブ 

A を： ネ巧の手厢を W おする前に、[巧品情報ガイド J のま全手厢にがってください。 

^ 巧を： 感電防止のため、カバーを開く前にコンピュータの電源プラグをおずコンセントから拔いてください。 

A 巧を！ SCSI ドドライブ3台のお成をがうには、 追加 ファン を 取 y # ける必要が fey ます。 

A 注き： コンピュータの巧蔵コンポーネントの静電気じよる損傷を防ぐため.コンピュータの電子が亂こ触れる前に、身体から静電気を除去してください。コンピュータの塗装されていないを属 
>励こ触れることにより、身体の静電気を除去すること力巧きます。 

〇 注ち： /、ードドライブへの損傷を防ぐため，ドライブを硬い所に置かなし巧ください。ドライブは、発泡樹脂製のパッドなど十分なクッション性のあるものの上に置いてくださし、。 

1. 残しておきたいデータをが存している/、ードドライブをを換する墙合、ファイルのバックアップを取ってから、次の手順を開始します。 

2. 「化 策を 閒始 ずるがじ」 の手順をま斤します。 


3. コンピュータ カバーを 取り外しまず。 








ハードドライブの取り外し（タワーコンピュータまたはデスクトップコンピュータ） 


1. 電源ケーブルを、ハードドライブおよびシステム基あの電源コネクタから取り外します。 

2. シリアル ATA M - ドドライブを取り外す には,シリアル ATA ケーブルをハードドライブから外し，セカンドまたはプライマリのいずれの/\-ドドライブベイから/\-ドドライブを外すかによ つて、 
システムを板の SATAO または SATA 1 コネクタからケーブルを外します， 



1 

SATAO っ才、クタ 

3 

電源ケーブル 

2 

SATA 1 っネ、クタ 

4 

シリアル ATA ケーブル 


SCSI ハードドライブを取り外すじは.ハードドライブおよび SCSI コントローラカードの SCSI コネクタから. SCSI ケーブルを外します。 



1 

SCSI ケーブル 

4 

プライマリドドライブベイに試置された/\-ドドライブ 

2 

SCSI コントローラカードの SCSI コネクタ 

5 

青色のタブ（各/\-ドドライブブラケットに2つ） 

3 

セカンドハードドライブベイに設置された/\-ドドライブ 




3. 青色のタブをハードドライブブラケットの各サイドに押し入れ、プライマリハードドライブベイまたはセカンドハードドライブベイからドライブを上にスライドさせて取り出します。 



































1 

青色のタブ （2) 

2 

セカンドハードドライブベイ 

3 

プライマリ/\-ドドライブベイに設置された M - ドドライブ 


ハードドライブの取り付けまたは 2 台目のオプションのハードドライブの追加（タワーコンピュータまたはデスクトップコン 
ピュータ） 

1. 交換巧の/\-ドドライブを箱から化し、取り付けの準楠をします。 

2. ドドライブのマニュアルをチェックして、ドライブがお使いのコンピュータに合わせて設定されているか確認します。 

Wa メモ： ハードドライブブラケットがハードドライブベイかこ取り付けられたままになっている場合は、ブラケットを取り外してから、新しし、または元のハードドライブブラケットを使用して新しし、ハ 
M -ドドライブを取りがけます。 

3. 交換用のハードドライブじハードドライブブラケットが取り付けられていない場合は、古いドライブからブラケットをカチッと取り外します。このブラケットを新しいドライブに力于ッとはめ化みます。 




1 

ドライブ 

2 

/、ードドライブブラケット 


〇 注意： ハードドライブを1台だけ取り付ける場をは、プライマリハードドライブベイに取り付けてけこ•さい。2台日のハードドライブを取り化ける場合は、セカンドハードドライブベイに取りがけ 
y ます。 

4. カチッという感曲があるまで、ドドライブをプライマリドドライブベイまたはセカンド"ードドライブベイの中にスライドさせて、所定の位置に収めます。 

5. 電源ケーブルをドライブに接綿します。 

6. M - ドドライブを取りかけます。 

シリアル ATA ドドライブを取りがけるには、な—卜の手順を実巧します 。 

a. シリアル ATA ケーブルの一端をハードドライブに禮統します。 

b . シリアル ATA /、ードドライブをプライマリドドライブベイに取りがける墙合 は、シリアル ATA ケーブルのも ラー 端をシステム基板の SATAO コネクタに接綿します。 

シリアル ATA ハードドライブをセカンドハードドライブベイに取り付ける場合は、シリアル ATA ケーブルのもう一端をシステム基板の SATA 0 コネクタに接統します。 






















1 

シリアル ATA ケーブル 

4 

電源ケーブル 

2 

SATA 0 コネクタ 

5 

セカンドハードドライブベイ 

3 

SATA 1 っ才、クタ 

6 

ド 段の/、ードドライブベイに設置された/、ードドライブ 


SCSI ハードドライブを取りがけるには、な下の手順を実巧してください 。 

a. SCSI ケーブルの一端を"ードドライブに接綿します。 

b. SCSI ケーブルのもう一方の端を、 SCSI コントローラカードの SCSI コネクタに接綿します。 

g. すべてのケーブルが正レ:接統され、しっかりと装着されてしぶか確認します。 

h. コンピュータ カバー を 取 y がけます。 

の 注意： ネットワークケーブルを接統す对こは、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、巧にコンピュータじ差し化みます。 

9. コンピュータとデバイスをコンセント I こ按綿して、電源を入れます。 

ドライブの動作にか要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブにが属のマニュアルを参照してください。 

10. 取 y がけたドライブがプライマリドライブの場合、起動フ□ッピーディスクをドライブ A に挿入します。 

11. コンピュータの電源を入れます。 

12. セットアップユーティリティを 起動 し、 適切な Primary Drive オプション （0 または 1) をアツブデートします。 

13. セットアッブューティリティを終/して、コンピュータを再起動します。 

14. 次の手順に遇む前 I こ、ドライブじパーティションを作成し、論理フォーマットを実がしまず。 

手順 I こついては、オペレーティングシステムのマニュアルを参照してくださし、。 

15. Dell Diagnostics (於断） プ □グラム を 実巧して、ハードドライブをテストします。 

16. プライマリドライブを取り付けた場合、/、ードドライカこオペレーティングシステムをインストールします： 

3台目のハードドライブ（オプション）の取り外し（タワーコンピュータまたはデスクトップコンピュータ） 

& メモ： タワーコンピュータの構成は四解されています。 

1. 前が パネル を 取り外します。 

2. 電源ケーブルをハードドライブの巧面から外します。 


3. シリアル ATA ハードドライブを取り外す場合は.ハードドライブの背面およびシステム基板の SATA 2 コネクタカ、ら、シリアル ATA ケーブルを外しまず。 





















1 

電源ケーブル 

3 

SATA 2 3木クタ 

2 

シリアル ATA ケーブ 
ル 

4 

ホブシヨンのシリアル ATA ハードドライブ 



y モ： ホブシヨンの3台目のハードドライブは.タワーコンピュータおよびデスクトップコンピユータのいずれの場合も、ド段の 5.25 インチドライブベイに設置され 
ます。 



SCSI ハードドライブを取り外す場合は、ハードドライブの背面および SCSI コントローラカードの SCSI コネクタカ、ら、 SCSI ケーブルを外しまず。 



1 

SCSI ケーブル 

2 

SCSI コントローラカードの SCSI コネクタ 

3 

オプションの SCSI ハードドライブ 

メモ： オプションの3台目の/、ードドライカよ，タワーコンピュータおよびデスクトップコンピュータのいずれの場合も，ド段の日.2日イン于ドライブベイに設置されます。 


4. スライドプレートのレバーをスライドさせて肩付きネジを外し、ドライブをド段の 5.25 インチドライブベイからスライドさせており出します。 



























1 

スライドプレートレバー 

2 

オプションの3台目の/、ードドライブ 

イモ！ オブションの3台目のハードドライカよ、タワーコンピュータおよびデスクトップコンピュータのいずれの場合も、卜-段の 5.25 インチドライブベイに設置されます。 


5. ドライブパネルをを全な場所に置いておきます。 


3台目のハードドライブ（オプション）の取り付け（タワーコンピュータまたはデスクトップコンピュータ） 

^ 巧を ： SCSI ドドライブ3 をの 構成を 巧う には、 追加 ファン を 取 y # ける 必要が あります。 

〇 を意！ 3台な上の/\-ドドライブを搭載するデスクトップコンピュータまたはタワーコンピュータの場合、搭載できるオプティカルドライブは1台のみです。このオプティカルドライブは、上段 
の 5.25 インチドライブベイに取り付けられます。この場合、ド段の 5.25 インチドライブベイには3台目のハードドライブが収納されます。 

1. 新しいドライブを取りがける場合、ドライブを箱から出して、おりがけの準滿'をします。 

ドライブのマニュアルを参照して、ドライブがお使いのコンピュータに合わせて設定されてし、るか確認します。 

2. 新しし、ドライブを取りがける場合は、 ドライブパネル およびドライブベイカバーを,ド段の 5.25 インチドライブベイから取りタトします。 

ド段の 5.25 インチドライブベイにドライブがすでに取り付けられている喝合 は、 オプティカルドライブ または ハードドライブ を取り外します。 

3. 3台目のハードドライブをハードドライブブラケットに設置し、所定の位置にカチッと収まるまで押し'ドげます。 



1 

ハードドライブ 

2 

/、ードドライブブラケット 


4. ハードドライブブラケットに取り付けたハードドライブを、ハードドライブホルダの中にスライドさせて入れます。 



























1 

/\-ドドライブホルダ 

2 

/\-ドドライブブラケットに設置された"ードドライブ 


5. ハードドライブおよびハードドライブブラケットを、（付属の）3本のネジでハードドライブホルダに固定します。 



1 

/、ードドライブホルダ 

2 

ネジ （3) 


氏ハードドライブホルダをド段の 5.25 インチドライブベイの中にスライドさせて、しっかりと収まるまで入れます。 



1 

スライドプレートレバー 

2 

/\-ドドライブと M - ドドライブホルダ（タワーコンピュータ） 

メモ： オプションの3台目の/、ードドライカよ，タワーコンピュータおよびデスクトップコンピュータのいずれの場合も，ド段の 5.25 イン于ドライブベイに設置されます。 


7. 電源ケーブルをハードドライブおよび電源ユニットに接統します。 


8. シリアル ATA ハードドライブを取りかける場合.は.ドライブの巧面およびシステム基板の SATA 2 コネクタに、シリアル ATA ケーブルを接続します。 



























1 

電源ケーブル 

4 

SATA 2 3木クタ 

2 

電源装置 

5 

オプションのシリアル ATA ハードドライブ（デスクトップコンピュータ） 




メモ： オプションの3台目のハードドライカま、タワーコンピュータおよびデスクトッブコンピュータのいずれの場合も.ド段の 5.25 インチドライブベイに設置され 
ます： 

3 

シリアル ATA ケーブ 
ル 




SCSI ハードドライブを取りがける場合は、ドライブの背面および SC 引コントローラカードの SCSI コネクタに、 SCSI ケーブルを接統します。 



1 

電源ケーブル 

4 

SCSI コントローラカードの SCSI コネクタ 

2 

電源装置 

5 

ホブシヨンの SCSI ハードドライブ（タワーコンピュータ） 

メモ： ホプシヨンの3台目の/、ードドライカま，タワーコンピュータおよびデスクトップコンピュータのいずれの墙合も、ド段の日.2日インチドライブベイに設置されます。 

3 

SCSI ケーブル 




4台目のハードドライブ（オプション）の取 y 外し（タワーコンピュータのみ） 

1. 則— I が パネル を 取り外します。 

2. M - ドドライブ巧面および電源ユニットから、電源ケーブルを外します。 

3. ハードドライブの巧-面およびシステム基板の SATA 3 コネクタから、シリアル ATA ケーブルを外します。 


































1 

電源ケーブル 

4 

SATA 3 コネクタ 

2 

電源装置 

5 

上段の 3.5 インチドライブベイ内に設置されたオブシヨンのシリアル ATA M - ドドライブ 

3 

シリアル ATA ケーブル 




4. スライドプレートのレバーを右へスライドさせて肩がきネジを外しドライブをスライドさせて上段の 3.5 インチドライブベイから取り出します。 



1 

スライドプレートレバー 

2 

上段の 3.5 インチドライブベイに設置された4台目の/、ードドライブ 


5. ドライブを安全な場所に置いておきます。 


4台目のハードドライブ（オプション）の取り付け（タワーコンピュータのみ) 


〇 注を： 最上段の 3.5 インチドライブベイには、 SCSI ハードドライブを 取りがけないでください。 このドライブベイは. SATA ハードドライブ、フロッピードライブ、またはメディアカードリー 
^ダーのみにがあします。 

Q 注意： 4台のハードドライブを搭載するタワーコンピュータの墙合、搭載できるフロッピードライブまたはメディアカードリーダーは1台のみです。このフロッピードライブまたはメディアカード 
リーダーは、 ド段 の 3.5 インチドライブベイに取り付けられます。この場合、4台目のハードドライブ ( SATA ドライブ）は、 上段 の 3.5 インチドライブベイに収納されます。 

1. 新しいドライブを取りがける塌合、ドライブを箱から出して、取り付けの準滿'をします。 

ドライブのマニュアルを参照して，ドライブがお使いのコンピュータに合わせて設定されてし、るか確認します。 

& メモ： ドライブベイカバー内側に，ネジが付いている場合があります。ネジのかいていない新しいドライブに，このネジを取 y がけることができます。 


2. 新しいドライブを取りがける場合は、 ドライブパネル およびドライブベイカバーを上段の 3.5 インチドライブベイから取りタトしまず。新しいドライブに付いているネジを使用して、ドライブベイにドラ 
イブを取り付けます。 

上段の 3.5 インチドライブベイにドライブがすでに取り付けられている場合は、ドライブ （メディアカードリーダー、フロッピードライブ、 または ハードドライブ） を取りタトします。 


3. ドライブ交換ラッチをつかみ、カチッと L 巧感触があるまで、コンピュータの上側の所定の位置にスライドさせます。 






































1 ドライブ交換ラッチ 


4. 1台目のハードドライブが 3.5 インチベイの所定の位置にしっかりと収まり、カチッとし巧感触がするまで、ドライブを情まにスライドさせます。 



5. ハードドライブ背面および電源ユニットに電源ケーブルを接統します。 

6. ハードドライブの巧面およびシステム基板の SATA3 コネクタに、シリアル ATA ケーブルを接統します。 


追加ファンの取りがけ 

A * を： 本巧の手おを開蛇する前に、[巧お巧報ガイド J の安を手頂にがってください。 

JK 、 »を： 感電防止のため、カバーを聞く前にコンビュータの電源プラグを化ずコンセントから抜いてください。 

^ * を ： SCSI ドドライプ3をの巧成を行うには、 追な! ファン を 取 y がける必要があります。 

^ 注意： ドライブへの損應を防ぐため、ドライブを硬い师こ置かないでください。ドライブは、発泡樹脂製のパッドなど十分なクッション性のあるものの上に置いてくださし、。 

1. 「 ホ 業を開始ずる前に 」 の手順を奕巧します。 

2. コンピュータ カバーを 取り外しまず。 


Q 注意： ファンをコンピュータに設置する隙は.電源ユニットなどの部品のケーブルが適切な位置に収まっていることを確認してください。 

























1 

フアンスロット （3) 

4 

システム甚板のファンコネクタ 

2 

ファンリリースタブ 

5 

電源装置 

3 

ファンケーブル 




3. ファンを電源ユニットの側面にそろえて設置し、電源ユニットの側面'にある3つのファンスロットじフアンのフックをはめ化みます。 

4. ファンを、カチッとし、う感触があり、所定の位置に収まるまでスライドさせます。 

5. フアンケーブルをシステム基板のフアンコネクタじ接統しまず。 



ファンを取り外すじは、なドの手順を実斤します。 

1. フアンおよびシステム基板のフアンコネクタから、フアンケーブルを外します。 

2. フアンリリースタブを押して上げ，ファンを取りタトします。 

3. コンピュータ カバーを 取り付けます。 


ドライブべイカ/く一 

^ を告： 本巧の手頂を聞おする前に、[巧品情報ガイド J のをを手厢にがってください。 

A 餐 を： 感電防止のため、カバーを取 y かす前にコンビュータの電源プラグを必ずコンセントから抜いてください。 

〇 注意： コンピュータの内蔵コンポーネントの静電気 I こよる損傷を防ぐため.コンピュータの電子巧亂こ触れる前に、身体から静電気を除去してください。コンピュータの塗装されていないを属 
面に触れることにより、身体の静電気を除ますることができます。 

ドライプパネルの取り外し（タワーコンピュータ） 

1. 「 ホ 業を開始ずるがに 」 の手順を実行します。 

2. コンピュータカ バーを取り外しまず。 


3. 前お パネルを 取りタトしまず。 




































Gi メモ ; 


デスクトップコンピュータの場合は、ドライブとドライブパネルの外観が異なります。 



1 

スライドプレート 

2 

スライドプレートレバー 

3 

ドライブパネル 


& メモ： このスライドプレーりま、ドライブパネルの固定と取り外しを巧い、ドライブの固定に巧立ちまず。 

4. スライドプレートのレバーをつかみ、側面のヒンジからドライブパネルが外れるまでスライドプレートを右にスライドさせます。 

5. ドライブパネルをま全な場所に置いておきます。 

ドライブベイカバーの取 y 外し 

の 注意！ ドライブベイカバー内測に，ネジががいている場をがあります。ネジの巧いていない新しいドライブに、このネジを取り付けることができます。 



1 

ドライブパネル 

2 

ドライブべイカ/く一 

3 

ドライブベイカバーのリリースタブ （2) 

4 

タブス□ットにあるドライブベイカバータブ 


の 注意： ドライブベイカバータブが破損しな L なう.タブをスロットから外すまで、カバーをドライブパネルから1 cm な上引き雖さなし巧〈ださし、。 

1. ドライブパネルの内側にある2つのドライブベイカバーのリリースタブをつまみ，カバーがドライブパネルから外れるまで、右側へ引きおします。 

2. ドライブベイカバーをま全な場所に置いておきます。 

ドライブベイカバーの取 y がけ 

1. ドライブパネルスロットに，ドライブベイカバータブを取り付けます。 

2. ドライブベイカバーのリリースタブをつまみ、ドライブベイカバーを所定の位置に押し-ドげます。 























1 

ドライブパネル 

2 

ドライブべイカ/く一 

3 

ドライブベイカバーのリリースタブ （2) 

4 

タブス□ットにあるドライブベイカバータブ 


3. ドライブベイカバーが、ドライブパネルに正しく取り付けられていることを確認してください。 

ドライブパネルの取り付け 

1. ドライブパネルタブを、サイドドアのヒンジに合わせます。 



1 

スライドプレート 

2 

スライドプレートレバー 

3 

ドライブパネル 

4 

ドライブパネルタブ 


2. 前面パネルの所定の位置にカチッと収まるまで、ドライブパネルをコンピュータの方向に回おさせます。 


フロッピードライブまたはメディアカードリーダー 

A をを： 本巧の手厢を開おする前に、[巧お情巧ガイド J のを全手厢にがってください。 

A 巧を： 感電防止のため、カバーを開<前にコンピュータの電源プラグをおずコンセントから巧いてください。 

〇 注意： コンピュータの内蔵コンポーネントの静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。コンピュータの塗装されていない金属 
W 面に触れることにより、身体の静電気を除去することができます。 

じ メモ： タワーコンピュータにフロッピードライブ、またはメディアカードリーダーを追加する場合は、 「フロッピードライブまたはメディアカードリーダーの取り付け（タワーコンピュータ） J を参 
M 照してください。 

じ メモ： デスクトップコンピュータにフロッピードライブ.またはメディアカードリーダーを追加する場合は、 「フロッピードライブまたはメディアカードリーダーの取り付け（デスクトップコンピュー 
M 夕_。 をを照してください。 


フロッピードライブまたはメディアカードリーダーの取 y 外し（タワーコンピュータ） 






























1. 「 化 策を 閒始‘ する が J じ 」 の手順を実巧します。 

2. コンピュータ カバー を 取 y 外します。 

3. 前が パネル を 取り外します。 

4. フロッピードライブまたはメディアカードリーダーの背面から電源ケーブルおよびデータケーブルを取りタトします。 

5. 「FLOPPYJ (フロッピードライブの場合）、または rFLEXBAY 」 （メディアカードリーダーの場合）とし、うラベルの付いたシステム藻あコネクタからドライブケーブルのもう一端を取りタトしま 
す。システム基板コネクタの場所を確認するには、 [システム 某 板のコンポーネント J を参照してください。 



1 

電源ケーブル 

2 

フロッピードライブケーブル 

3 

フロッピードライブコネクタ （ FLOPPY ) 


氏スライドプレートのレバーを右へスライドさせて肩がきネジを外し、ドライブをスライドさせて 3.5 インチドライブベイから取り出しまず。 



フロッピードライブまたはメディアカードリーダーの取り付け（タワーコンピユータ） 

〇 注ち！ 4台のハードドライブを搭載するタワーコンピユータの墙合、措載できるフロッピードライブまたはメディアカードリーダーは1台のみです。このフロッピードライブまたはメディアカード 
リーダーは、ド段の 3.5 インチドライブベイに取り付けられます。この場合、4台目のハードドライブ ( SATA ドライブ）は、上段の 3.5 インチドライブベイに収納されます。 


1. 「 作業を開始する前に 」 の手順をま斤します。 

2. コンピュータ カバー を 取 y 外します。 

3. 師 I 时パ ネル を 取りタトします。 

4. 新しいフロッピードライブまたはメディアカードリーダーを取り付ける場合は、ドライブベイカバーを取り外し、肩付きネジをドライブベイカバーの内側からありタトします。新しいドライブにこの肩付 
ネジを取り付けます。 
































1 

フ□ツピードライブ 

2 

キジ【4) 


5. ドライブ交換ラッチをつかみ、カチッと L づ感触がするまで、コンピュータのド側の所定の位置にスライドさせます。 



[1 ij * •ライブ交換ラッ于 I 


6. ドライブが 3.5 インチベイの所定の位置にしっかりと収まり、カチッとしづ感触がするまで、ドライブを慎重にスライドさせます。 



7. フロッピードライブまたはメディアカードリーダーに電源ケーブルおよびデータケーブルを取り付けます。 

8. 「 FLOPPY 」 （フロッピードライブの場合）、または FFLEXBAYJ (メディアカードリーダーの場合）とし、うラベルの付いたシステム基板コネクタにデータケーブルのもう一端を接統します。 
システム基极コネクタの場所を確認するには、 [システム 读 板のコンポーネント J を参照してください。 























1 

ドライブ交換ラッチ 

2 

電源ケーブル 

3 

フロッピードライブケーブル 

4 

フロッピードライブコネクタ （ FLOPPY ) 


9. すべてのケーブル接統を確認します。冷却フアンや通風化の巧げにならないように、ケーブルをまとめておきます。 

10. 前が パネル を 取り巧けます。 

11. コンピュータカ バー を取 y 付けます。 

。 注意： ネットワークケーブルを接統するには，まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次にコンピュータじ差し化みます。 

12. コンピュータとデバイスをコンセントに摆統して、電源を入れます。 

ドライブの動化にが要なソフトウェアをインストールする手順については，ドライブに付属のマニュアルを参照してください。 

13. セットアッブユーティリティを 起 助し 、 適切な FD ドライプオプション（フロッピードライブの場合）、または USB オプション（メディアカードリーダーの場合）を運択します。 

14. Dell Diagnostics (設断） プ □グラム を 実巧して、コンピュータが正しく動作するか確認します。 

フロッピードライブまたはメディアカードリーダーの取り外し（デスクトップ コン ピュータ） 

1. 「 ホ 業を 悶始 ずる前に 」 の手順を実行します。 

2. コンピュータ カバー を 取 y 外します。 

3. 刖が パネル を 取り外します。 

4. フロッピードライブまたはメディアカードリーダーの巧面から電源ケーブルおよびデータケーブルを取りタトします。 

5. 「FLOPPYJ (フロッピードライブの場合）、または rFLEXBAY 」 （メディアカードリーダーの場合）とし、うラベルの付いたシステム基おコネクタからドライブケーブルのもう一端を取りタトしま 
す。システム基板コネクタの場所を確認するには、 [システム 巧 板のコンポーネント」 を参照してください。 




























1 

電源ケーブル 

2 

フロッピードライブケーブル 

3 

フロッピードライブコネクタ （ FLOPPY ) 


氏ハンドルを持ってデスクトップドライブ固定カバーを引き出し、安全な場所に置いておきます。 

7. スライドプレートのレバーを右へスライドさせて肩付きネジを外し，ドライブをスライドさせて 3.5 インチドライブベイからあり出します。 



1 

ドライブ固をカバー 

2 

スライドプレートレバー 

3 

フ□ッピードライブ 


フロッピードライブまたはメディアカードリーダーの取り付け（デスクトップコンピュータ） 

1. 「 化 葉を 閒始 ずるがに 」 の 手順を 実行します。 

2. コンピュータ カバー を 取 y 外します。 

3. 前面 パネル を 取り外します。 

4. 新しいフロッピードライブまたはメディアカードリーダーを取り付ける場合は、新しいドライブのドライブベイカバーを取り外し、肩付きネジをドライブベイカバーの内側から外して、このネジを新し 
いドライブに取りがけます。 



1 

ドライブ 

2 

ネジ （2) 


5. ドライブが所定の位置にカチッと収まるまで、ドライプを慎重にスライドさせます。 

6. フロッピードライブまたはメディアカードリーダーに電源ケーブルおよびデータケーブルを取りがけます。 

7. 「FLOPPYJ (フロッピードライブの場合）、または FFLEXBAYJ (メディアカードリーダーの場合）とし、うラベルの付いたシステム慕板コネクタにデータケーブルのもう一端を接統します。 
システムまあコネクタの場所を確認するには、 [システム 誤が のコンポーネント J を参照してください。 





























1 

電源ケーブル 

2 

フロッピードライブケーブル 

3 

フロッピードライブコネクタ （ FLOPPY ) 


8. デスクトップのドライブ固定カバーを元の位置 I こをし、ハンドルを巧りたたみます。 

9. すべてのケーブル接統を確認します。冷却フアンや通風孔の财ずにならなしなうに，ケーブルをまとめておきまず。 

10. が JI わ i パネル を 取り巧けます。 

11. コンピュータ カバー を 取 y 付けます。 

Q 注意： ネットワークケーブルを接窺す对こは、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次にコンピュータに差し化みます。 

12. コンピュータとデバイスをコンセントに摆統して、電源を入れます。 

ドライブの動作にか要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブにが属のマニュアルを参照してください。 

13. セットアップユーティリティをおがし 、 適切な FD ドライブホブション（フロッピードライブの墙合）、または USB オプション（メディアカードリーダーの場合）を選択します。 

14. Dell Diagnostics (な断） プログラムを 実巧して、コンピュータが正し<動作するか確認します。 


CD / DVD ドライブ 

^ を告： 本巧の手おをおおする前に、[巧お情報ガイド J のをを手おに従ってください。 

A 餐を： 感電防止のため、カバーを聞く前にコンビュータの電源プラグを化ずコンセントからないてください。 

〇 注意： コンピュータの内蔵コンポーネントの静電気 I こよる損傷を防ぐため.コンピュータの電子巧亂こ触れる前に、身体から静電気を除ましてください。コンピュータの塗装されていないを属 
面に触れることにより、身体の静電気を除ますることができます。 

CD / DVD ドライブの取り外し（タワーコンピュータ） 

1. 「 化 業を 閒始 ずるがに 」 の手順を実行します。 

2. コンピュータ カバー を 取り外します。 

3. お 邮 パネルを 取りタトしまず。 


4. CD / DVD ドライブの背面から電源ケーブル、およびドライブの背面とシステム基板から CD / DVD ドライブケーブルを外します。 



















1 

CD / DVD ドライブケーブル 

2 

電源ケーブル 

3 

システム基板の CD / DVD コネクタ 


5. スライドプレートのレバーを右へスライドさせて肩がきネジを外し、ドライブをスライドさせてドライブベイから取り外します。 



1 

スライドプレートレバー 

2 

CD / DVD ドライブ 


CD / DVD ドライブの取りがけ（タワーコンピュータ） 

〇 注を！ 3 台な上の"ードドライブを搭載するタワーコンピュータの 場合、 搭載できるオプティカルドライブは 1 台のみです。このホブティカルドライブは、上段の 5.25 インチドライブベイに 
取り付けられまず。この場合、 F 段の 5.25 インチドライブベイには 3 台目のハードドライブが収納されまず。 

1. 「 作業を開始する前に 」 の手順をま斤します。 

2. コンピュータ カバー を 取 y 外します。 

3. 師 I 时パ ネル を 取りタトします。 

4. 新しいドライブを取りがける 塌急、 ドライブを箱から出して、おりがけの 準 術をします。 

ドライブ I こ 付属のマニュアルを参照して，ドライブがお怔いの コン ピュータに合わせて設定されてし、るか確認します。 IDE ドライブを取り怖ナる 蠕を、 ドライブをケーブルセレクト設定にします。 

5. 新しいドライブを取りがける場合は、ドライブベイカバーを取り外し、肩がきネジをドライブベイカバーの内側から外して、このネジを新しいドライブに取り付けます。 

























で' 


6. 所定の位置にカチッと収まるまで、慎まにドライブをスライドさせまず， 

7. 電源ケーブルをドライブに取りがけ、 CD / DVD ドライブケーブルをドライブとシステム基做こ取り付けます。 



1 

CD / DVD ドライブケーブル 

2 

電源ケーブル 

3 

システム基板の CD / DVD ドライブコネクタ 


8. すべてのケーブル接統を確認します。冷却フアンや通風扎の妨げにならないように、ケーブルをまとめておきます。 

9. 師が パネル を 取り巧けます。 

10. コンピュータ カバー を 取 y がけます。 

〇 注を： ネットワークケーブルを接窺するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次にコンピューかこ差し化みます。 

11. コンピュータとデバイスをコンセントに接統して、電源を入れます。 

ドライブの動作 I こが要なソフトウェアをインストールする手順については，ドライブにが属のマニュアルを参照してください。 

12. セットアッブューティリティを 起動し 、 過切な Drive (ドライブ）オプションを遇択します。 

13. Dell Diagnostics (薛断） プ□ヴ ラム を 実斤して,コンピュータが正しく動作するか確認します。 

CD / DVD ドライブの取り外し（デスクトップコンピュータ） 

1. 「 化 業を 閒始 ずるがに 」 の手順を実がします。 

2. コンピュータ カバー を 取 y 外します。 

3. が J け [レけ、 ル を 取りタトします。 

4. CD/DVD ドライブの鲜面から電源ケーブル、およびドライブの背面とシステム基板から CD/DVD ドライブケーブルを外します。 




















1 

CD / DVD ドライブケーブル 

2 

電源ケーブル 

3 

システム基板の CD / DVD ドライブコネクタ 


5. ハンドルを持ってドライブ固定カバーを引き出し、ま全な場所に置いておきます。 

6. ドライブをスライドさせて、ドライブベイからありタトします。 



1 

ドライブ固をカバー 

2 

CD / DVD ドライブ 


CD / DVD ドライブの取りがけ（デスクトップコンピュータ） 

〇 注意！ 3台な上の/\-ドドライブを搭載するデスクトップコンピュータの場を、搭載できるオプティカルドライブは1台のみです。このオプティカルドライブは，上段の 5.25 インチドライブべ 
イじ取り付けられます。この場合、ド段の 5.25 インチドライブベイには3台目のハードドライブが収納されます。 

1. 新しいドライブを取りがける場合.ドライブを箱から化して、取りがけの準带をします。 

ドライブじ付属のマニュアルを参照して.ドライブがお使いのコンピュータに合わせて設定されているか確認します。 IDE ドライブを取り付ける場合、ドライブをケーブルセレクト設定にします。 


2. 新しいドライブを取り付ける場合は、ドライブベイカバーを取り外し、肩がきネジをドライブベイカバーの内側から外して、このネジを新しいドライプに取り付けます。 





















な 



3. 所定の位置にカチッと収まるまで、ほ重にドライブをスライドさせます。 

4. 電源ケーブルをドライブに取り付け、 CD / DVD ドライブケーブルをドライブとシステム基做こ取り付けます。 



1 

CD / DVD ドライブケーブル 

2 

電源ケーブル 

3 

システム基板の CD / DVD ドライブコネクタ 


5. すべてのケーブル接統を巧認します。冷却フアンや通風孔の巧げにならないように、ケーブルをまとめておきます。 
t 刖が パネル を 取り仲ナます。 

7. コンピュータ カバー を 取 y がけます。 

Q 注意： ネットワークケーブルを接窺するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次にコンピューかこ差し化みます。 

8. コンピュータとデバイスをコンセント I こ接統して、電源を入れます。 

ドライブの動作にか要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブに付属のマニュアルを参照してください。 

9. セットアップユーティリティを お 的し ， 過切な Drive (ドライブ）オプションを選択します。 

10. Dell Diagnostics (な断） プログラムを 実斤して、コンピュータが正し<動作するか確認します。 


目次におる 















目次に戻る 


お使いのコンピュータについての情報 

Dell PrecisiorT" Workstation 380 ユーザーズガイド 

♦ 情報の検索ちま 

♦ 遞 

♦ お取りす及い上のミ主意 


情報の検索方法 


& メモ： 一部の機能やメディアはオプションなので、出荷時にコンピュータに搭載されていない場合があります。特定の国では使巧できない機能やメディアもあります。 
& メモ： 追加の情報がコンピューかこ同捆されてしぶ場合があります。 


巧をお探しですか？ 


こちらをご!!<ださい 


I コンピュータの該断プログラム 
I コンピュータのドライ/く 
I コンピュータのマニュアル 
I デバイスのマニュアル 
I デスクトップシステムソフトウェア ( DSS ) 


Drivers and Utilities CD(Resource CD とも呼ばれます 


マニュアルおよびドライバは、本コンピュータじすでにインストールされています。この CD 
を使用して、ドライバを巧インストールしたり 、 Dell Diagnostics (該断） プログラム を 実巧し 
たり、マニュアルにアクセスすることができます。 



CD 内に Readme ファイルが含まれている場合がありまず。この Readme ファイルで 
は、コンピュータの巧術的変更に関する最新のアップデートや、技術者またはき門知識をお 
持ちのユーザーをが象とした高度な巧術資料を参照いただけます。 


メモ： 『Drivers and U 川 ities CDJ はホプシヨンなので、出荷時にすべてのコンピュータ 
に付属しているわけではありません。 


メモ： ドライバおよびマニュアルのアップデート版は、 support.jp.dell.com で入手でき 


ます。 


I コンピュータのセットアップ方ま 

I コンピュータのお手入れ方法 
I 基本めなトラブルシューティングの情報 

I Dell Diagnostics (診が)プログラムの実行方ま 
I エラーコードおよび該巧ライト 

I 部品の取り外しおよび取り付け方法 
I コンピュータカバーの取り外しおよび取り付け方ま 


クイックリファレンスガイド 



★ Delete ★な証に関する情報 ★ 
★削除★契約を件げメリカのみ) ★ 


メモ： このマニュアルは、 PDF おまのものをウェブサイト （ support.jp.dell.com) で, 
賣いただけます。 


Del|TM 製品情報ガイド 


安全におほいいただ〈ためのを意 
認可磯関の情報 
作業き勢に関ずる情報 
エンドユーザライセンス契約 


























1 部品の取り外しおよび交換方法 

1仕様 

1システムの設定方ま 

1トラブルシューティングおよび問題解ホの方法 

ユーザーズガイド 

Microsoft ® Windows ® XP ヘルプとサボートセンター 

1. スタート ボタンをクリックして、 ヘルプとサポート をクリックします。 

2. ユーザーズガイドおよびシステムガイド をクリックし、 ユーザーズガイド をクリ 

ックします。 

1 サービスタグとエクスプレスサービスコード 

1 Microsoft Windows ライセンスラベル 

サービスタグおよび Microsoft ® Windows ⑥ ライセンス 

これらのラベルはおほいのコンピュータに貼られています。 

1 1 

1 j 11111111111111 KillHN 

1 サービスタグは、 support . jp . dell.com をご参照の瞭、またはテクニカルサポ 
—卜へのお問い合わせの際じ、コンピュータの識別に使用します。 

.，、，で〜" 山ぶ 巧 げ叩;.. 

な.... 〜 ■ 

■ ■,'"■11 mr 

ミ:.乱相’'‘， sv ® 1 

1 エクスブレスサービスコードを利用すると、テクニカルサポートに直接電話で巧い合 
わせることができます。 

1 ▲Changed by Dell ▲技術情報ートラブル辑ホナビ、 Q & AA * Delete ★トラブルシューテ 
ィングのヒント、巧術をによる論説、およびオンラインコース、よ<あるお問い合わせ ★ 

1 ★削除★コミュニティー他のデルユーザーとのホンラインディスカッション ★ 

1 ★削除★アップグレードーメモリ、ハードドライブ、およびオペレーティングシステムなどのコン 
ポーネントに関するアップグレード情報 ★ 

1 ▲Changed by Dell ▲サービスと保証一問い合わせ巧、サービスのお問い合わせ、巧証、 
および修理に関する情報 ▲ 

1 サービスおよびサポートー ▲Changed by Dell ▲サービス契が) ▲ 

1参考資料ーコンピュータのマニュアル、コンピュータ設定の詳細、製品仕様、およびホワイトぺ 
— /、一 

1ダウンロードー承認ドライバ、パッチ、およびソフトウェアのアップデート 

1 デスクトップシステムソフトウェア （ DSS )- お使いのコンピュータでオペレーティングシステムを 
巧インストールする場合は、 DSS ューティリティも再インストールする必要があります。 DSS は、 
お使いのオペレーティングシステムのための重要な更新を提供し、 Del|TM 3.5 インチ USB フロ 
ッピードライブ、 Intel ⑥ Pentium ⑥ M プロセッサ、オプティカルドライブ、および USB デバイ 
スをサポートします。 DSS はお使いの Dell コンピュータが正しく動作するために必要なもので 
す。ソフトウェアはお使いのコンピュータおよびオペレーティングシステムを自動めにおそ日して、設 
定じ適した更おをインストールします。 

★ Delete ★デスクトップシステムソフトウェアをダウンロードするには、な下を実斤します。 

1. support . jp . dell.com にアクセスして、 ダウンロードを クリックします。 

2. サービスタグまたは製品モデルを入力します。 

3. ダウンロード巧目 ドロップダウンメニューで すべて をクリックします。 

4. お使いのコンピュータのオペレーティングシステムとホペレーティングシステムの言語を選巧し、 
をなする をクリックします。 

5. デバイスの選 巧で システムおよび設をユーティリティ ヘスクロールして、 デルデスクトツ 
プシステムソフトウェアを クリックします 。 ★▲Use this sentence ▲デスクトップシステムソ 
フトウェアは、 support . jp . dell.com にてダウンロードできます。 ▲ 

デルサポートサイトー support . jp . dell.com 

メモ： ★削除★適切なサポートサイトを表示するには、お住まいの地域を選巧します。 ★ 

メモ： ▲変更デルの指示により再度挿入▲企業、自治体、および教育谜関のお客巧向けに 
カスタマイズされた、デルプレミアサポートウエブサイト 

( premier . dell . co . jp / premier / ) もご利用いただけます 。 ★Deleted by Dell ★こ 
のウ X ブサイトはすべての地域でご利用できるとは限りません。 ★ 

1 Windows XP の基本情報 

1 コンピュータのマニュアル 

1 デバイス(モデムなど）のマニュアル 

Windows ヘルプとサポートセンター 

1. スター トボタンをクリックして、 ヘルプとサポート をクリックします。 

2. 問題に関連する用語やフレーズを検索ボックスに入力して、矢印アイコンをクリック 
します。 

3. 問題に関連するトピックをクリックします。 

4. 画面の指示に従います。 

1 オペレーティングシステムの再インストールちま 

オペ レーテ イングシステム CD 

オペレーティングシステムは、本コンピユータじすでにインストールされています。『ホぺレー 
ティングシステム CD 』 は、オペレーティングシステムを再インストールする場合に使巧しま 
す。 ★ Delete ★丰1旧については. 「 Microsoft @ Windows あ XP の S インストールホ 
参照してください。 ★ 

オペレーティングシステムを巧インストールしたら 、 『Drivers and Utilities CDJ を使用し 
てコンピユータに同巧のデバイスのドライバを巧インストールします。 


















オペレーティングシステムの Product kev (プロダクトキー)ラベルは.コンピュ~夕におか 
されています。 


メモ： を文されたオペレーティングシステムによって、 CD のをが違います。 


1 Linux の使い方 

1 Dell Precision …製品および Linux オペレーティングシステムのユーザーによる E - メールデ 

Dell がサポートする Linux サイト 

イスカツシヨン 

1 Linux と Dell Precision コンピュータに関する追加情報 

1 linux . DGll.com 

1 lists . us . DGll . com / mailman / listinfo / linux-precision 


仕様 


マイクロプロセッサ 

マイクロプロセッサのタイプ 

1 ntel ® Pentium ⑥4(シングルコア）（ハイパースレッデイングテ 
クノロジ対応） 

Intel Pentium D (デュアルコア）（ハイパースレッデイングなし） 

Intel Pentium プロセッサ Extreme Edition (デュアルコア）（ハ 
イパースレッデイング対応） 

Intel Pentium 4 Extreme Edition (ハイパースレッデイング対 
応） 

キャッシュ 

1 MB または2 MB (コンピュータによって異なる） 


メモリ 

タイプ 

533 -MHz および 667 -MHz の ECC および Non-ECC DDR 2 
SDRAM 


メモ： 必ず 、 ECC メモリと Non-ECC メモリがミ昆在しないようにし 
ます。 


メモ： お使いのコンピュータは、レジスタメモリおよびバッファメモリ 
はサポートしていません。 

メモリのコネクタ 

4 

メモリ容量 

256 MB , 512 MB , 1 GB 、 または2 GB (利巧できる場合）。 

最小メモリ 

512 MB 

最大搭載メモリ 

8 GB 

BIOS アドレス 

FOOOOh 


コンビュータ情報 

チップセット 

1 ntel 955 X Express 

データバス幅 

64ビット 

アドレスバス懼 

32ビット 

DMA チヤネル 

8 

割り込みレベル 

24 








































4 Mb 


533/667 MHZ 


DMTF によって定義されている ASF 2.0 サポートを組み込んだ巧 
蔵ネットワークインタフエース 


10/100/1000 Mbps 通信が可能 


I 緑を一10 Mbps ネットワークとコンピュータ間のを続が 
良好です。 

I 梧を一100 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続 
が良好です。 

I きを一1 GB (ギガバイト）（または1000 Mbps ) ネットワ 
-クと コン ピユータ間の接続が良巧です。 

I オフーコンピュータは物理的なネットワーク接続をお出し 
ていません。 


SCSI コントローラ 

アドイン U 320 SCSI 

システムクロック 

800 MHz または1066 MHz のデータ転を速度(プロセッサによ 
り異なる） 



ハードドライブ 

内蔵シリアル ATA (4 )、RAID 0/1/5/10およびコマンドキューあ 

U 


巧蔵 ATA -100(1 チヤネル） 



バスのタイプ 

PCI 2.2 X 3 

PCI Express xl 6 x 1(150 W まで対応） 

PCI Express x 8 x 1( x 4 として配線巧み） 

PCI Express xl x 1 

USB 2.0 X 8(前面 X 2、背面 X 5、巧蔵 X 1) 

バス速度 

PCI : 33 MHz 

PCI Express : 

xl スロット巧ち向速度- 500 MB/S 

x 4 スロット巧方向速度- 2 GB/S 

X 16 スロット双方向速度- 8 GB/S 

力ードス□ツト 

上段の5つのコネクタスロットはフルレングスカードに対応し、下の 
コネクタスロットはハーフレングスカードに対応します。 

PCI : 

コネクタ 

3つ 

コネ、クタ甘ィズ 

120ピン 

コネクタデータ幅(最大） 

32 ビット 



コネクタデータ幅(最大） 



1 PCI Express レーン 


x 4 フルレングススロット10( x 8、 x 4、 および xl をサポート） 
98ピン 

4 PCI Express レーン 























































PCI Express : 


コネクタ 

X 16 スロット 1 つ ( X 16 および XI モード/力ードをサポ ー Kx 8 
および x 4 モード/力ードはサポートされていません。） 

つ木クタ廿イズ 

164ピン 

コネクタデータ幅(最大） 

16 PCI Express レーン 


ドライブ 

か部アクセス用； 

デスクトップ型の場合 3.5 インチドライブベイ （ FlexBay ) X 1、ま 
たはタワー型の場合 3.5 インチドライブベイく FlexBay)X 2 

5.25 イン于ベイ X 2 

利用可能なデバイス 

シリアル ATA ドライブ、 SCSI ドライブ、フロッピードライブ、メディア 
力ードリーダー 、 USB メモリデバイス、 CD ドライブ、 CD - RW ドライ 
ブ、 DVD ドライブ、 DVD + RW ドライブ、および DVD と CD-RW 
のコンボドライブ 

内部アクセス用； 

3.5 インチハードドライブベイ X 2 


コネクタ 

か付けコネクタ： 

シリアル 

9ピンコネクタ X 1(ホブシヨンのセカンドコネクタ）、 16550 C 互換 

パラ L / ル 

双ち向25ピンコネクタ（メス） X 1 

IEEE 1394 a 

前面パネルの6ピンシリアルコネクタ X 1(ホプシヨンカード付き） 

ビデホ 

グラフィックカードの VGA または DVI コネクタ 

ネットワークアダプタ 

RJ -45 コネクタ 

PS /2 件ーボードおよびマウス） 

6ピン mini-DIN X 2 

USB 

USB 2.0 対応コネクタが前面パネル X 2、内蔵 X 1、背面パネル 

X 5 

ホーディオ 

背面パネルにライン入力、ライン出力、およびマイク用コネクタ（を 

1)、前面パネルにヘッドフォン巧コネクタ X 1およびマイク用コネク 
夕 X 1 

システム基巧コネクタ； 

プライマリ IDE ドライブ 

PCI 口ーカルバスに40ピンコネクタ 

シリアル ATA (4) 

7ピンコネクタ 


キーの 巧み合わせ 

< Ctrl >< Alt >< Del > 

タスクマネージャを起動 

< F 2> 

内蔵のセットアップユーティリティを起動(起動時のみ） 

< F 12> または < Ct : rl >< Alt >< F 8> 

ネットワークからの起動(起動時のみ） 

< Ctrl >< Alt >< F 10> 

コンピュータ起動時に、ユーティリティパーティシヨンを始動（インスト 
—ルされている場合） 

< Ctrl >< Alt >< d > 

コンピュータ起動時に、ハード t -' ライブ彭断ユーティリティを始動 


ポタンとライト 

電源ボタン 

巧しボタン 

電源ライト 

緑をのライトースリープ状態のとき緑をに点滅、電源がオンのとき 
緑をに点灯 


黄をのライトー取り付けられているデバイスに問題があるとき黄を 
じ点な、巧が電力に巧頭があるときまちに点滅 （「雷 源の問頭 1をを 
BB ) 

/\ードドライブライト 

綺を 

リンク保全ライト（内蔵ネットワークアダブタ上と前面パネル上） 

背面パネルの巧蔵ネットワークアダプタ上；10 Mb 伝送時は緑を 
のライト100 Mb 伝送時は樓色のライト1000 Mb ( lGb ) 伝送 
時は黄色のライト 


前面パネル上：ネットワークち続が巧在している場合、緑をのライト 
が点灯 

動作ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

ネットワークアクティビティが存在するとき黄色に点滅 

診断ライト 

前面パネルにある4つのライト （「萬 断ぅイト」 を参照） 

スタン/くイ電源ライト 

システム基キ反の AUXPWR 




























































■巧 


DC 電源装置： 

ワット数 

375 W 

熱消費 

1280 BTU / 時 


メモ： 熱消費は電源ユニットのワット数定格に基づいて計算されま 
す。 

電圧 

手動設定電源装置一 50/60 Hz で90〜135 V 、50/60 Hz で 
180〜265 V 

バックアップバッテリー 

3 V CR 2032 コイン型リチウムバッテリー 


サイズと重量 

縦値 

44.8 cm 

横値 

17.1 cm 

長さ 

46.7 cm 

重量 

17.7 kg 

サポートされているモニターの重量(デスクトップ型） 

45.4 kg 


巧境 

温度； 

動作時 

10〜35で ★ DeletG *(50 〜 95° F )* 

お管時 

-40 〜65で 

相対湿度 

20〜80 〇/〇(結露しないこと） 

最大耐义震度： 

動作時 

0.25 G (3 〜200 Hz 、0.5 オクターブ / 分） 

保管時 

0.5 G (3 〜200 Hz 、 1オクターブ/分） 

最大耐义衝撃： 

動作時 

50.8 cm / 秒の速度変化でボトム/フサインパルス 

お管時 

508 cm / お'の速度を化で27 G フェアードスクェアウェーブ 

高度； 

動作時 

-15. 2〜 3.048 m 

保管時 

-15. 2〜10,668 m 


お取り巧い上の注意 

コンピュータを取り扱う隐は.レ: i 下の説刚こがって〈ださし、。 

I データが失われたり破損するのを避けるために、/\-ドドライブのライトが点灯してし巧時はコンピュータの電源を切らなし巧ください。 
I ウイルス対策ソフトウェアを巧用して定期的にウイルススキヤンを巧ってください。 

I 定期のに不要なファイルを削除したり、ドライブを最適化して、/\-ドドライブスぺースを管理してください。 

I 定期的にファイルのバックアップを斤って〈ださい。 

定期のにモニター画面、マウス、およびキーボードをクリーニングして <ださし、 （r コンピュータのクリー ニン グ J を参照）。 


且夕に匡る 
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用語集 

Dell Precision™ Workstation 380 ューザーズガイド 


この巧語集に収録されている用語は、情報の目的として提供されています。おほいのコンピュータに搭載されている機能についての記載がない場合もあります。 


A 

AC - alternating current (交流）ーコンピュータの AC アダプタ電源ケーブルコンセントに差し込むと流れる電気の様まです。 

ACPI — advanced configuration and power interface — Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムがコンピュータをスタンバイモードや休止状態モードにして、コンピュータじ 
按綺されている各デバイスに供給される電力量を節約できる電源管理規格です。 

AGP - accelerated graphics port - システムメモリをビデオ関連の化理じ使用できるようにする専巧のグラフィックスポートです。 AGP を使うとビデホ回路とコンピュータメモリ間のインタフェー 
スが高ま化され、 True - Color のスムーズなビデホイメージを伝をできます。 

APR - advanced port replicator - ノートブックコンピュータでモニター、キーボード、マウス、およびその他のデバイスが使えるようじなるドッキングデバイスです。 

ASF - alert standards format - ハードウ エア およびソフトウェアの薑告を管理コンソールに報告する方式を定義する標準です。 ASF は、どのプラットフオームやホペレーティングシステムにも 
対応できるよう設計されています。 


B 

BIOS - basic inout/output system (基本入出カシステム）ーコンピュータのハードウエアとホペレーティングシステム間のインタフエース機能を持つプログラム（またはユーティリティ）です。設定 
がコン ピュータ にどのような影醬ホちえるのか理解できてし N ない場合は.このプログラムの說をををちしなし 巧 <ださい。 セットアップユーティリティ とも呼ばれています。 

Bluetooth© ワイヤレステク/ロジー短距靜 (9 メートル）内じある複数のネットワークデバイスが、お互し、を自動的に認識できるようにするワイヤレステクノロジ標準です。 
bps - ビット/秒ーデータの転送速度を計測する標準単位です。 

BTU — British thermal unit (英国熱量単位）一熱量の単位です。 


C 

C ー セルシウス(摂氏）一温度の単位で、水のか点を0度、部点を100度としています。 

L1 キャッシューブロセッサの内部に設置されているプライマリキャッシュ。 

L2 キャッシュープロセッサに巧がけ.またはブ□セッサアーキテクチャに絕み込まれたセカンダリキャッシュ。 

CD - compact disc - 化をおまのストレージメディアです。通常、音楽やソフトウェアプログラムじ使用されます。 

CD ドライブー 光罕技術を使用してデータを CD から読み取るドライブです。 

CD プレーヤ——音楽 CD を再まするソフトウェアです。 CD ブレーヤーのウィンドウじ表示されるボタンを使届して CD を再ちすることができます。 

CD-R - CD recordable -書き込み可能な CD です。 CD - R にはデータを一度だけ記録できます。一度記録したデータは消去したり、上書きしたリすることはできません。 

CD-RW - CD rewritable -書き換え可能な CD です。データを CD - RW ディスクに書き込んだ後、削除したり上書きしたりできまず(再書き込み）。 

CD-RW ドライブ ー CD のデータを読み取ったり、 CD - RW (書き換え可能な CD ) ディスクや CD - R (書き込み可能な CD ) ディスクにデータを書きをむことができるドライブです。 CD - RW ディスクに 
は、繰り返し書き込むことが可能ですが、 CD - R ディスク I こは一度しか書き込むことができません。 

CD-RW/ DVD ドライプー コンボドライブとも呼ばれます。 CD - RW ディスクには、繰り返し書き込むことが可能ですが、 CD - R ディスクには一度しか書き込むことができません。 

COA - Certificate of Authenticity (実物証明書)一 Windows のま数文きのコードで.コンピュータのラベルに印刷されています 。 Product Kev (プロダクトキー)や Product ID (プロダクト 
ID ) とも呼ばれます。 

CRIMM - continuity rambus in-line memory module (連続ま RIMM )- メモリチッブのない特別なモジュールで、使用されていない RIMM スロットに取り付けます。 


D 


DDR SDRAM - double - data-rate SDRAM (ダブルデータ速度 SDRAM )- データバーストサイクルを倍にして、システムの性能を巧上させる SDRAM の一種です。 

DDR2 SDRAM - double - data-rate 2 SDRAM (ダブルデータ速度2 SDRAM )- 4ビットのプリフェッチおよびその他のアーキテクチヤのを要を使巧して、メモリスピードを400 MHz な上に 
向上させる 、 DDR SDRAM の一種です。 

DIN コネクター丸い、 6 ピンのコネクタで、 DIN (ドイツエ業規格）に準拠しています。 

DMA - direct memory access - DMA チヤネルを使うと、ある種の RAM とデバイス間でのデータ転をがプ□セッサをかさずに巧えるようになります。 

DMTF - Distributed Manaaement Task Force -分散型デスクトッ义ネットワーク、企業、およびインターネット環境における管理さをを開発するハードウェアおよびソフトウェア会化の団巧 
です。 

DRAM — dynamic random-access memory —コンデンサが搭載された集積回路に情報を保存するメモリです。 

DSL - Digital Subscriber Line (デジタル加入者回線）ーアナログ電話回線をかして高速インターネット接続を常時提供するテクノロジです。 

DVD - diaital versatile disc -通常、映画を録画するのに使巧されるディスクです。 CD の場合は片面のみを使用しますが、 DVD は両面を使用します。 DVD ドライブはほとんどの CD を読み 
取ることができます。 

DVD ドライブー DVD および CD から、ホを巧術を巧用してデータを読み取るドライブです。 

DVD プレーヤ—— DVD 映画を猛真するときに巧用するソフトウェアです。 DVD プレーヤーのウィンドウに表示されるボタンを使用して映固を猛賞することができます。 

DVD+RW - DVD rewritable -書き換え可能な DVD です。データを DVD + RW ディスクに書き込んだを、削除したり上書きしたりできます(再書き込み）。 ( DVD + RW テクノロジは DVD-RW 
テクノロジとは異なります。） 

DVD+RW ドライブー DVD やほとんどの CD メディアを読み込んだり、 DVD + RW (書き換え可能 DVD ) に書き込んだりすることができるドライブ。 

DVI - digital video interface -コンピュータとデジタルビデオディスプレイ間のデジタルお送用の標準です。 DVI アダプタは、コンピュータの内蔵グラフィックスを介して動作します。 


E 


ECC - error checking and corre な ion (エラー于 エック および訂正）ーメモリにデータを書き込んだり、メモリからデータを読み取る隙に、データの正確さを读査する特别な回路を搭載しているメモ 











リです。 

ECP - extended capabilities port - 改良された双ち向のデータ転送を提供するパラレルコネクタの拡張仕梯の 1 つです。 EPP に似て、 ECP はデータ転をにダイレクトメモリアクセスを使用し 
て性能を巧上させまず。 

EIDE — enhanced integrated device electronics —ハー ドドライブと CD ドライブ巧の IDE インタ フエー スの巧良バージヨンです。 

EMI — electromagnetic interference (電磁波障害）一電磁巧が線によって引き起こされる電気障害です。 

Energy Star® — Environmental Protection Agency (米国塌境保譲局）が規定する、全体的な電力の消費量を減らす要件です。 

EPP - enhanced parallel port - 巧方向のデータ乾送を提供するパラレルコネクタの仕様の1つです。 

ESD - electrostatic discharge (静電気放出）一詩電気の急速な放電のことです。 ESD は、コンピュータや通信機器に使われている集積回路を損傷することがあります。 


F 

Fahrenheit - ファーレン/、イト(き氏）一温度の単位で、水の氷点を32度、沸点を212度としています。 

FCC - Federal Communications Commission (米国連邦通信委員会）ーコンピユータやその化の電子销おが放出する巧が線の量を規制する通信関連の条例を執斤するアメリカの機関です。 
FSB - front side bus - マイクロプロセッサと RAM 間のデータ経路と物理的なインタフエースです。 

FTP - file transfer protocoK ファイルおさプロトコル)ーインターネットに接続されたコンピュータ間で、ファイルを交換するための標準インターネットプロトコルです。 


G 

G - グラビティー重力の計測単位です。 

GB - ギガバイトーデータの単位です。1 GB は1024 MB (1, 073,741,824バイト)です。ハードドライブの記憶領域容量を示す場合に、1,000,000,000バイトに切り捨てられることもありま 
す。 

GHz - ギガへルツー周波おの計測単位です。1 GHz は10憶 Hz または1,000 MHz です。通常、コンピュータのプ□セッサ、バス、インタフェースの化理连度は GHz 単位で計測されます。 
GUI - graphical user interface - メニュ ー 、ウィンドウ、およびアイコンでユーザーとネ目互にやり取りするソフトウェアです。 Windows ホペレーティングシステムで動作するほとんどのプログラ 
ムは GUI です。 


H 

HTML - hypertext markup language -インターネットブラウザ上で表示できるよう、インターネットのウェブぺージに挿入されるコードセットです。 

HTTP - hypertext transfer protocol -インターネットに接続されたコンピュータ間でファイルを交換するためのプロトコルです。 

Hz - ヘルツー周波数の単位です。1秒間1サイクルで周ぶ数1 Hz です。コンピュータや電子機器では、キロへルツ （ kHz )、 メガヘルツ （ MHz )、 ギガへルツ ( GHz )、 またはテラへルツ ( THz ) 単位 
で計測される場合もあります。 


1C - Industry Canada - 米国での FCC と同巧、電子装置からの放がを規制するカナダの規制団体です。 

1C - integrated circuit (集積回踰ーコンピュータ、才ーディオ、およびビデオ装置用に製造された、何百万ものル電子コンポーネントが搭載されてし、る半導体基板、またはチップです。 

IDE - integrated device electronics -ハードドライブまたは CD ドライブにコントローラが内蔵されている大容量ストレージデバイス巧のインタフェースです。 

IEEE 1394 - Institute of Electrical and Electronics Engineers , Inc . - コン ピュータにデジタルカメラや DVD プレーヤーなどの 、I EEE 1394互換デバイスを接続するのに使用される 
高性能シリアルバスです。 

I/O - input / output (入出力）ー コン ピュータにデータを乂力したり. コン ピュータからデータを出力する動作、またはデバイスです。キーボードやプリンタは I / O デバイスです。 

I/O アドレスー特定のデバイス(シリアルコネクタ、パラレルコネクタ、またはお張スロットなど)に関連する RAM のアドレスで、プ□セッサがデバイスと通信できるようにします。 

IrDA — Infrared Data Association —ホ外線通信の国際規格を標準化する団体です。 

IRQ - interrupt request (割り込み要ホ）ーデバイスがプロセッサと通信できるように、特定のデバイスに割り当てられた電子的経路です。すべてのデバイス接統じ I RQ を割り当てる必要があり 
ます。2つのデバイスに同じ IRQ を割り当てることはできます力、’、両方のデバイスを同時に動作させることはできません。 

ISP - Internet service provider -ホストサーバーへのアクセスを可能にし、インターネットへの直巧接続、 E - メールの送受信、およびウェブサイトへのアクセスなどのサービスを提供する会な 
です。通常、 ISP はソフトウ X アのパッケージ、ユーザーち、およびアクセス巧の電話番号をち料(月キムい)で提供します。 


K 

Kb - キロピットーデータの単位です。1 Kb は、1，024ビットです。メモリ集積回路の容量の単位です。 

KB - キロバイトーデータの単位です。1 K 巳は1,024バイトです。または、1，000バイトとすることもあります。 
kHz - キロへルツー1,000 Hz に相当する周ぶ数の単位です。 


LAN - local area network (口ーカルエリアネットワーク）一狭し、範囲にわたるコンピュータネットワークです。 LAN はる常、1巧の建物内や隣巧する2、3棟の建物内に限定されます。 LAN は 
電話回線や電ぶを使って化の離れた LAN と接続し、 WAN (ワイドエリアネットワーク)を構成できまず。 

LCD - liquid crystal display (巧晶ディスプレイ）ーノートブックコンピュータのディスプレイやフラットパネルディスブレイに用いられる技術です。 

LED - light-emitting diode (発化ダイホード)ーコンピュータのが態を示す光をおする電子卽品です。 

LPT - line print terminal -ブリンタや他のパラレルデバイスへのパラレルポート接統の指定です。 


M 

Mb - メガビットーメモリチップ容量の単位です。1 Mb は1,024 Kb です。 

Mbps - メガビット/秒一1,000,000ビット/巧です。通常、ネットワークやモデムなどのデータ転送速度の計測単樹こ巧用します。 

MB - メガバイトー1,048,576バイトに相当するデータストレージのを位です。または1,024 KB を表します。ハードドライブの記憶領域容量を示す場合に、1,000,000バイトに切り捨てられて 










表示されることもあります。 

MB/ sec - メガバイト/砂一1,000,000バイト/巧です。通常、データの転を连度の計測単位に使用します。 

MHz - メガヘルツー周放数の単位です。1砂間に1,000,000サイクルで1 MHz です。通常、コンピユータのマイクロプロセッサ、バス、インタフエースの処理速度は MHz 単位で計測されます。 
ms - ミリ砂一1,000分の 1 巧に相当ずる時間の単位です。ストレージデバイスなどのアクセス速度の計測に使用します。 


N 

NIC - ネットワークアダプタ を参照してください。 

ns — ナノが、 一 10億分の 1 巧に巧当する時間の単位です。 

NVRAM - nonvolatile random access memory (不揮を性ランダムアクセスメモリ）ーコンピユータの電源が切られたり、か苗5電源が停止した場合にデータを保存するメモリの一種です。 
NVRAM は、日付、時刻、およびお客様が設定できるその他のセットアップホブシヨンなどのコンピュータ設定情報を維持するのに利用されます。 


P 

PC 力ードー PCMCIA 規格に準拠している取 y がし可能な I / O 力ードです。 PC 力ードの一般的なものに、モデムやネットワークアダプタがあります。 

PCI - peripheral component interconnect - PCI は、32ビットおよび64ビットのデータ経路をサポートする口ーカルバスで、プロセッサとビデオ、を種ドライブ、ネットワークなどのデバイ 
ス間に高速データ経路を提供します。 

PCI Express - ブロセッサとそれに取り付けられたデバイスとのデータ乾送速度を向上させる、 PCI インタフエースの修正版です 。 PCI Express は、250 MB / sec 〜4 GB / sec の速度でデータ 
を転送できます 。 PCI Express チップセットおよびデバイスが異なる速度で使用できる場合は、動作速度が遅〈なります。 

PCMCIA — Personal Computer Memory Card International Association — PC 力ードの規格を協議する国際め組織です。 

PIN - personal identification number (個人識別ま号)ーコンピュータネットワークやその化の安全が保譲されているシステムへの不正なアクセスを巧ぐために使巧される一連の数字や文字 
です。 

PIO - programmed input/output - データパスの一部としてプロセッサを経由した、2つのデバイス間のデータ弦を方まです。 

POST - power-on se け- test (電源巧乂時の自己診断）一 BIOS が自動的に口ードする該断プログラムです。メモリ、ハードドライ义およびビデオなどのコンピュータの主要コンポーネン H こ基本 
めなテストを実巧します。 POST で問題が検出されなかった場合、コンピュータは起動を続巧します。 

PS/2 - personal system /2 - PS /2 互換のキーボード.マウス、またはキーパッドを接続するコネクタの一種です。 

PXE — pre-boot execution environment — WfM(Wired for Management ) 標準で、オペレーティングシステムのないネットワークコンピュータを設定して、リモートで起動できるようにしま 


R 

RAID - redundant array of independent disks -データの冗長性を提供する方まです。一触的じ実装される RAID じは RAID 0、 RAID 1 、 RAID 5、 RAID 10、および RAID 50 があり 
ます。 

RAM - プログラムの命をやデータを保存するコンピュータの主要な一時記憶領域です。 RAM に巧巧されてしぶ情報は、コンピュータをシャットダウンすると失われます。 

readme ファイルー ソフトウェアのパッケージまたはハードウェア製亂こミを付されているテキストファイルです。通常、 readme ファイルじは、インストール手順、新しく付け加えられた機能の説明、 
マニュアルに記載されていない修正などが記載されています。 

RFI - radio frequency interference (お線電ミ皮障害）一10 kHz から100,000 MHz までの範囲の通常の無線面波数で発生する廣害です。お線面液は電磁周放数帯域のほ域に属し、ホか 
線や巧などの高周波よりも摩害を起こしやすいが向があります。 

ROM - read-only memory (読み取り專用メモリ）ーコンピュータが削除したり書き込みできないデータやプログラムを保存するメモリです。 RAM と異なり、 ROM はコンピュータの電源が切れても 
巧容を保持しまず。コンピュータの動作じ不可义のプログラムで ROM に常駐しているもの力《し、〈つかありまず。 

RPM - revolutions per minute -1分間におまする回お数です。/ \- ドドライブ速度の計測に使巧しまず。 

RTC - real time clock -システム基板上じあるバッテリーで動く時計で、 コン ピュータの電源を切った後も、日付と時刻を保持します。 

RTCRST - real-time clock reset -し、<つかのコンピュータに搭載されているシステム基板上のジャンパで、問題が発生した場合のトラブルシューティングに利用できまず。 


S 

SDRAM — synchronous dynamic random-access memory (同期ダイナミックランダムアクセスメモリ）一 DRAM のタイプで、プロセッサの最適クロック速度と同期化されています。 

S/ PDIF - Sony/Philips Digital Interface - ファイルの質がほ下する可能性があるアナログお式に変換せずに、1つのファイルから别のファイルに才ーディオを転送できるホーディオ転送巧フ 
アイルフホーマットです。 

Strike Zonew- コンピュータ底部の強化された部分のことで、ハードディスクドライブを保譲します。コンピュータが衝撃で共}展したり落下した場合(コンピュータの電源がオンかオフかにかかわら 
ず）、衝撃を吸収するデバイスとして動作しまず。 

SVGA - super-video graphics array - ビデオカードとコントローラ用のビデオ標準規格です。 SVGA の通常のち I 像度は800 x 600 および1024 x 768 です。 

ブ□グラムが表示する色数と解像度は、コンピュータに取り付けられてし、るモニター、ビデオコントローラとドライバ、およびビデオメモリの性能によって異なりまず。 

S ビデオ TV 出力ーテレビまたはデジタルオーディホデバイスを コン ピュータに接続するために使われるコネクタです。 

SXGA - super-extended graphics array - 1280 x 1024までの解像度をサボートするビデオカードやコントローラのビデオ標準です。 

SXGA+ — super-extended graphics array plus — 140 0 x 1050までの解像度をサポートするビデホカードやコントローラのビデオ標準です。 


T 

TAPI — telephony application programming interface — 音声、データ、ファックス、ビデホなどのを種テレフホニーデバイスが Windows のプログラムで使用できるようになります。 


U 


UMA- unified memory allocation (統合メモリおり分け)ービデオに動のにおり分けられるシステムメモリです。 

UPS - uninterruptible power supply 嫌停電電源装置）一電気めな廣害力 《 起きた場合や、電圧レベルがほ下した場合に使用されるバックアップ電源です。 UPS を設置すると、電源が切れた 
場合でも限られた時間コンピュータは動巧することができます。通常、 UPS システムは、過電流を抑え電圧を調整します。小型の UPS システムで数分間電力を供給するので、コンピュータをシャットダ 
ウンすることが可能です。 

USB - universal serial bus - USB 互換キーボード、マウス、ジョイスティック、スキャナー、スピーカー、ブリンタ、ブロードバンドデバイス （ DSL およびケーブルモデム）、撮像装置、またはストレ 
-ジデバイスなどのほ速デバイス 巧 ハードウ エア インタ フエー スです。コンピュータの4ピンソケットカ、コンピュータに接続されたマルチポーい、ブに直接デバイスを接続します。 USB デバイスは、コンピ 
ュータの電源が入っていても接続したり取り外したりすることができます。また、デイジー于エーン型に接統することもできます。 









UTP - unshielded twisted pair (シールドなしツイストペア)一ほとんどの電話回線串り巧のネットワークやその他の一卽のネットワークで巧巧されているケーブルの種類です。電磁液垣害から保 
塞するためにワイヤのペアに金属碧の被覆をほどこす代わりに、シールドなしのワイヤのペアがねじられています。 

UXGA - ultra extended graphics array -1600 x 1200までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデオ標準です。 


V 

V - ボルトー電位または起電力の計測単位です。1ボルトは、1アンペアの電流を通ずる巧巧1ホームの導線の両端の電位の差です。 


W 

W - ワットー電力の計測単位です。 1 ワットは 1 ボルトで流れる 1 アンペアの電流を指します。 

WHr -ワット時ーバッテリーのおおよその巧電容量を表ずのに通常使われる単位です。たとえば、66 WHr のバッテリーは66 W の電力を1時間、33 W を2時間供給できます。 
WXGA — wide-aspect extended graphics array —1280 x 800までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデホ標準です。 


X 

XGA - extended graphics array — 1024 x 768 までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデホ標華です。 

Z 

ZIF - zero insertion force -コンピュータチップまたはソケットのどちらにもまったく力を加えないで、チップを取り讯ナまたは取りかしできるソケットやコネクタの一種です。 

Zip --般めなデータの圧縮フォーマットです。 Zip フォーマットで圧縮されているファイルを Zip ファイルといい、通常、ファイルちの化張子が .zip となります。特別な Zip ファイルに自己解法型フ 
ァイルがあり、ファイルちのお張子は .exe となります。自己解法型ファイルは、ファイルをダブルクリックするだけで自動的に解まできまず。 

Zip ドライブー Iomega Corporation によって開発された大容量のフロッピードライブで、 Zip ディスクと呼ばれる 3.5 インチのリムーバルディスクを使用します。 Zip ディスクは標準のフロッピー 
ディスクよりもやや大き<約二倍の厚みがあり、100 MB のデータを保持できます。 


アンチウイルスソフトウェアーおほいのコンピュータからウイルスを見つけ出して隔離し、検巧して、除去するように設計されたプログラムです。 

ウイルスー媒がらせ、またはコンピュータのデータを破壌する目的で作られたプログラムです。ウイルスプログラムは、ウイルス感染したディスク、インターネットからダウンロードしたソフトウェア、また 
は E - メールの添付ファイルを経由してコンピュータから别のコンピュータへ感染します。ウイルス感染したプログラムを起動ずると、プログラムに潜伏したウイルスも起動します。 

-般のなウイルスじ、フロッピーディスクのブートセクターに潜伏するブートウイルスがあります。フロッピーディスクを巧入したままコンピュータをシャットダウンすると、次の起動時に、コンピュータはホぺ 
レーティングシステムを餐すためフロッピーディスクのブートセクターにアクセスします。このアクセスでコンピュータがウイルスじ感染します。一度コンピュータがウイルスに惑をすると、ブートウイルス 
は除去されるまで、読み書きされるすべてのフロッピーディスクにウイルスをコピーします。 

エクスプレスサービスコードー Dell ™ コンピュータのラベルに付いている数字のコードです。デルにお問い合わせの際は、エクスプレスサービスコードをお伝えください。ェクスブレスサービスコード 
が利用できない国もあります。 

オプティカルドライブー CD 、 DVD 、 または DVD+RW から、光学な術を使用してデータを読み書きずるドライブです。オプティカルドライブには、 CD ドライブ、 DVD ドライブ、 CD-RW ドライブ、およ 
び CD - RW/DVD コンボドライブが含まれます。 


か 

かーソルー キーボード、タッチパッド、またはマウスが次にどこで動作するかを示すディスプレイや画面上の目印です。通常は点滅する棒線かアンダーライン、または小さな矢印で表示されます。 
書き込み 巧！！ーファイルやメディアのデータ内容ををま不可に設定することです。書き込み保塞を設定しデータを変更または破壊されることのなしなうじ保護します。 3.5 インチのフロッピーディスク 
に書き込み保護を設定する場合、書き么み保譲設定タブをスライドさせて書き込み不可の位置にします。 

s « 度ープリンタで印刷される画像や、またはモニターに表示される画像がどの <らいお巧かとし巧度合でず。お像度を高い数値に設定してしぶほど鮮明です。 

巧:巧力ードー コンピュータのシステム基板上の拡張スロットに装着する電子回路基巧で、コンピュータの性能を向上させます。ビデオカード、モデムカード、サウンドカードなどがあります。 

巧 巧 スロットー拡張力ードを挿入してシステムバスに接結する、システム基板上のコネクタでず(コンピュータによって異なる場合もあります）。 

巧巧ディスプレイモードー お使いのディスプレイのお張として、2台目のモニターを巧えるようにするディスプレイの詰をです。 デュアルディスブレイモード とも呼ばれます。 

巧巧型 PC 力ードー 扣;弓長型 PC 力ードは、取り付けた降に PC 力ードスロットから力ードの端が突き出しています。 

壁化一 Windows デスクトップの背景となる樓巧や給巧です。壁紙を変更するには Windows コントロールパネルから変更します。また、気に入った給巧を読み込んで壁紙を巧成することができま 
す。 

カルネ ー 物品を列国へ一時的に梓ちをむ場合.一時輸入通閱ができる巧閱丰帳です。 商品パスポート とも呼ばれます。 

キーの化み合わせ一 複致のキーを同時に押して実行するコマンドです。 

ち勘旧巧ーコンピュータが起動を試みるデバイスの順をを指定しまず。 

巧助 CD - コン ピュータを起動するのに使用ずる CD です。 M- ドドライブが損傷した場合や、 コン ピュータがウイルスに感染した場合など、起動 CD または起動ディスクが必望にな y ますので*常滿 
しておきます 。 『Drivers and Utilities CDJ または 『Resource CDJi が起動 CD です。 

ち » ディスク ーコンピュータを起動するのに使巧するディスクです。ハードドライブが損傷した場合や、コンピュータがウイルスに感染した場合など、起動 CD または起動ディスクが必きになりまずの 
で、常楠しておきます。 

キャッシュー特殊な高速ストレージ機構で、メインメモリの予約領域、または巧立した高速ストレージデバイスです。キャッシュは、プロセッサのオペレーシヨンスピードを向上させます。 

か止巧巧モー ドーメモリ巧のすべてをハードドライブ上の予約領域に保存してからコンピュータの電源を切る、省電カモードです。コンピュータを再起動すると、ハードドライブに保存されているメモリ 
情報が自動的に復元されます。 

グラフィックスモード ー X 水平ピクセル X y 垂直ピクセル X Z を致で表されるビデホモードです。グラフィックスモードは、どんなおやフォントも表現できまず。 

クロックスピードーシステムバスに接続されているコンピュータコンポーネントがどの <らいの速さで動作ずるかを示す. MHz で示されるま度です。 

コントロールパネルー画面設定などのオペレーティングシステムや/、ードウエアの設をを変更するためのューティリティでず。 

コントローラープロセッサとメモリ間、またはプロセッサとデバイス間のデータ転送を制御するチップです。 


さ 











サージプロテクターコンセントをかしてコンビュータに影 » を与える電圧 S 動（雷などの巧因で）から、コンピュータをな護します。 サージプロテクタは、落雷や通常の AC ラィン電圧レベル 

が20 %な上ほ下する電圧を動による停電からはコンピュータを保譲することはできません。 

ネットワーク接結はサージプロテクタでは巧塞されません。雷雨時は、必ずネットワークケーブルをネットワークコネクタからかしてください。 

サー ビス タグーコンピュータに貼ってある/くーコードラべルのことで、デルサポートの support . jp . dell.com じアクセスしたり、デルのカスタマーサービスやテクニカルサポートじ電話で問い合わ 
せたりする場合に必要な識別番号力售いてあります。 

シリアルコネクター I / O ポートは、 コン ピュータじハンドへルドデジタルデバイスやデジタルカメラなどのデバイスを接統するためによ < 使巧されます。 

システム 基巧 ー コンピュータのメイン回路其板。 マサ‘ーボード とも呼ばれます。 

システムトレイー 通な領域 を参輯してください。 

シャットダウンーウィンドウを閉じてプログラムを終了し、ホペレーティングシステムを終了して、コンピュータの電源を切るブロセスです。シャットダウンがを了する前にコンピュータの電源を切ると、デ 
ータを損失する巧れがあります。 

スキャンディスクーファイルや、フォルダ、ハードディスクの表面にエラーがないかどうかをチェックする Microsoft のユーティリティです。コンピュータの反応が止まって、コンピュータを再起動した瞭 
にスキャンディスクが実行されることがありまず。 

スタンバイモードーコンピュータの不必要な動作をシャットダウンして節電する、省電カモードです。 

スマートカードーブロセッサとメモリチップじ内蔵されている力ードです。スマートカードは、スマートカード搭載のコンピュータでのユーザー認証に利巧できます。 

ホか11センサ ——ケーブルを利用しなくても、コンピュータと赤外線互換デバイス間のデータ西をができるポートです。 

セットアップブログラムー ハードウ エア やソフトウェアをインストールしたり設定するのに使うプログラムです。 setup.exe または install.exe としうプログラムが Windows 用ソフトウェアにが属 
しています。 セットアッププログラム は セットアップユーティリティ とはまなります。 


セットアップユーティリティーコンピュータのハードウェアとホペレーティングシステム間のインタフェース機能を持つユーティリティです。セットアップユーティリティは BIOS で日時やシステムパスワ 
-ドなどのようなユーザーカ<選択可能なオプションの設定ができます。設定がコンピュータにどのような影響を与えるのか理解できていない場合は、このプログラムの設定を変更しなし巧ください。 

ソフトウェアーコンピュータファイルやプログラムなど、電子的に保巧できるものすべてを指します。 


た 


通な巧な一 Windows のタスクバーにあり、プログラムや、時計、音量調節、プリンタの状態といったコンピュータの谜能にすばやくアクセスするためのアイコンを含んでいます。 システムトレイ とも呼 
ばれます。 

ディスクストライピングー 複数のディスクドライブにまたがってデータを分散させる巧術です。ディスクのストライピングは、ディスクストレージからデータを取り出ず動作を高ま化します。通常、ディス 
クのストライピングを利用しているコンピュータではユーザーがデータ ユニット サイズまたはストライプ幅を選ぶことができます。 

テキスト エディターたとえば、 Windows のメモ帳など、テキストファイルを作成および編集するためのアプリケーションプログラムです。テキストエディタには通常、ワードラップやフォーマット(アンダ 
-ラインのオプションやフォントの変換など）の磯能はありません。 

デバイスーコンピュータ内部に取 y 付けられてし、るか、またはコンピューかこ接続されているディスクドライ义プリン》、キーボードなどの/、ードウェアです。 

デバイスドライバー ドライバ ホを照して〈ださい。 

デュアルディスプレイモードー お使いのディスプレイのお張として、2台目のモニターを巧えるようにずるディスプレイの設定です。 あ張ディスプレイモード とも呼ばれます。 

ドッキングデバイスー APR を参照してください。 

トラ ペル モジュー ルーノートブックコンピュータの重量を減らすために、モジュールベイの中に設置できるよう設計されているプラスチック製のデバイスです。 

ドライバー プリンタなどのデバイスカ <、オペレーテイングシステムに制御されるようにするためのソフトウェアです。多くのデバイスは、コンピュータに正しし、ドライバがインストールされていない場合、正 
常に動作しません。 


な 


巧な一 通常、コンピユータのシステム其板上に物理的に搭載されているコンポ~ネントを巧します。 ビルトイン とも呼ばれます。 

ネットワーク アダプターネットワーク機能を提供するチップです。コンピュータのシステム基楓こネットワークアダプタが巧蔵されてし、たり、アダプタが内蔵されている PC 力ードもあります。ネットワー 
クアダプタは、]^(ネットワークインタフエースコントローラ) とも呼ばれます。 


は 

バイトーコンピュータで使われる基本的なデータ単位です。1バイトは8ビットです。 

バスーコンピュータのコンポーネント間で情裙を通信する経路です。 

バスぶ巧ー バスがどのくらいの连さで情報を転をできるかを示す、 MHz で示される速度です。 

バックアップーフロッピーディスク、 CD 、 またはハードドライブなどにプログラムやデータをコピーすることをバックアップといいます。不測の事態に稿えて、定期的にハードドライブ上のデータファイル 
のバックアップを取ることをお勧めします。 

バッテリ ——ノートブックコンピュータが AC アダプタおよびコンセントに巧続されていない場合に、コンピュータを動作させるためじ使われる内蔵の電源です。 

バッテリーの# 命ーノートブックコンピュータのバッテリーが、消耗と再ち電を繰り返すことのできる期間（年数)です。 

バッテリー 巧面! 時 旧ーノートブックコンピュータのバッテリーでコンピュータを駆動できる持結時間（分または時間）です。 

パラレルコネクター I / O ポートは、コンピュータにパラレルす J ンタホ抱陆する場合などじ巧用されます。 LPT ポート とも呼ばれます。 

パーテイシヨンー ハードドライブ上の物理ストレージ領域です。1つな上の論理ストレージ領域(論理ドライブ）に割り当てられます。それぞれのパーティシヨンは複数の論理ドライブを持つことができ 
ます。 

ドドライブー/\-ドディスクのデータを読み書きするドライブです。ドドライブと/\-ドディスクは同じ意はとしてどちらかが使われています。 

ヒートシンクー 放熱を助けるプロセッサにが属する金属巧です。 

ビットーコンピュータが認識するデータの最小単位です。 

ビデ ホコントローラーお使いのコンピュータに(モニターのキ占み合わせにおいて)ビデオ磯能を提供する、ビデホカードまたは(オンボードビデオコントローラ搭載のコンピュータの)システム基板の回お 
です。 

ビデオメモリー ビデオ機能専用のメモリチップで構成されるメモリです。通常、ビデホメモリはシステムメモリよりも高速です。取り付けられているビデホメモリの量は、主にプログラムがき示できる色数 
に影響を与えます。 

ビデホモードー テキストやグラフィックスをモニターに表示する瞭のモードです。グラフィックスをべースにしたソフトウェア ( Windows ホペレーティングシステムなど)は、 x 水平ピクセル数 x y 垂直 
ピクセル数 X Z を数できされるビデホモードでき示されます。文字をベースにしたソフトウェア(テキストエディタなど)は、 X 列 X y 行の文字数で表されるビデオモードで表示されます。 

ビデホ 保«ま一 解像度 を参照してください。 

ピクセルーディスブレイ画面のシングルポイントです。ピクセルが縦と横に並び、イメ ージを巧りまず。ビデオのお像度 （800 X 600など)は、上下左ちに並ぶピクセルの数で表しまず。 

フホルダーディスクやドライブ上のファイルを整頓したリヴループ化したりする入れ物です。フホルダ中のファイルは、名前や日付やサイズなどの順番で表示できます。 

フォー マットーファイルを保存するためじドライブやディスクを準棉することです。ドライブまたはディスクをフォーマットするとデータはすべて消失します。 

フロッピードラ イプーフロッピーディスクにデータを読み書きできるディスクドライブです。 

プラグアンドプレイー デバイスを自動めじ設定するコンピュータの機能です。 BIOS 、 オペレーティングシステム、およびすベてのデバイスがプラグアンドプレイ対応の場合、プラグアンドブレイは、自 
動インストール、設定、既存のハードウェアとの互換性を提供します。 

プロセッサーコンピュータ内部で中む的に演富を巧うコンピュータチップです。ブ□セッサは、 CPU (中央演算処理装置）とも呼ばれます。 

プログラムー 表計算ソフト、ワープロソフト、データベースソフト、ゲームソフトなどデータ処理をするソフトウェアです。これらのプログラムは、オペレーティングシステムの実巧を必要とします。 













ヘルプファイルー 製品の説明やを種手順を記したファイルです。ヘルプファイルの中には 、 Microsoft Word の『ヘルプ』のように特定のプログラムじ適用されるものがあります。他に、単独で参.暖 
できるヘルプファイルもあります。通常、ヘルプファイルの化張子は、 .hip または .chm です。 


ま 

マウスー国面上の力ーソルを移動させるポインティングデバイスです。通常は、マウスを硬くて平らな面で動かし、画面上の力ーソルやポインタを移動します。 

メモリーコンピュータ巧部にある、一時的にデータを保をする領域です。メモリじあるデータは一時的に格細されてしぶだけなので、作業中は時々ファイルを巧巧するようお萄めします。また、コンピュ 
-夕をシャットダウンするときもファイルを保存してください。コンピュータのメモリロま、 RAM 、 ROM 、 およびビデオメモリなど何種類かあります。通常、メモリというと RAM メモリを指しまず。 

メモリアドレスーデータを一時的に RAM に巧をする特をの場所です。 

メモリ マッピングースタートアップ時に、コンピュータが物理的な場祈ソモリアドレスを割り当てる処理です。デバイスとソフトウェアが、プロセッサによりアクセスできる情報を識別できるようになりま 
す。 

メモリモジュールーシステム基板に接続されている、メモリ于ップを搭載した小型回路基板です。 

モデムーアナログ電話回線を介して化のコンピュータと通信するためのデバイスです。モデムには、か付けモデム、 PC 力ード、および巧蔵モデムの3種頸があります。通常、モデムはインターネット 
への接統や E - メールの交換に使巧されます。 

モジ ュール ベイーオブティカルドライ义セカンドバッテリー、または Dell TravelLite …モジュールなどのようなデバイスをサポートするベイです。 

モニタ——高解像度のテレビのようなデバイスで、コンピュータの出力を表示しまず。 


や 

K み巧 y 専用一表示することはできますが、編集したり削除したりすることができなし、データやファイルです。次のような場合にファイルを読み取りま曲こ設をできまず。 
I フロッピーディスク、 CD 、 または DVD を書き込み防止に設定している場合 

I ファイルがネットワーク上のディレクトリにあり、システム管理者がアクセス権限に特定の個人だけを許可してし、る場合 


ら 

リフレッシュレートー Hz で示される、画面上のビデホイメージが再巧画される面放数です。単位は Hz で、このリフレッシュレートの周波数で画面の水平走査線(または垂直面ミ皮数）が再描画されま 
す。リフレッシュレートが高いほど、ビデオのちらつきが少なく頁•えます。 

口ーカルバスー デバイスにプロセッサへの高速スループットを提供するデータバスです。 


且夕に匡る 








目次に戻る 


I / O パネル 

Dell PrecisiorT " Workstation 380ユーザーズガイド 

♦ I/O パネルのコンポーネント 

♦ I/O パネルの取りかし 

♦ I/O パネルの取りかけ 

A 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、『巧品情巧ガイド J 1 のをを手厢に巧ってください。 

^ 警告： 巧■防止のため、カバーを曲<前にコンピュータの電巧プラグを必ずコンセントから巧いてください。 

© を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子が品に化れる前に、きなから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されていない金属面に 
触れることにより、き体の静電気を除去することができます。 


I / O パネルのコンポーネント 



1 

USB ポート 

2 

診断ライト、 "ー ドドライブアクセスライト、およびネットワーク保全ライト 

3 

ヘッドフォンコ木クタ 

4 

マイク用コネクタ 


I / O パネルの取り外し 

1. 「 巧 業を開おする前に I の手歷を実行します。 

2. コンピュータ カバー を 取りがします。 

^ メモ： ヒートシンクアセンブリのをサイドにある2つの巧まネジを緩めるには、長いプラスドライバが必要です。 

3. ヒートシンクアセンブリのをサイドにある2つの巧まネジを繰めまず。 

A 警吿： プラステイック製のシ—ルドがあっても、ヒ—トシンクアセンブリは正常な勘作中に通みする場合があ y ます。アセンブリがホえるまで、十分に時旧をおいでから触れるよう 
^ にしてください。 

4. ヒートシンクアセンブリを上向きに回牵5させ、コンピュータから取り外します。 


























1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

巧まネジハウジングに） 


5. ヒートシンクアセンブリをを全な場所に横向きにして置いておきます。 

6. システムフアンケーブルをシステム基板から取り外します。 



1 

フアンリリースレバー 

2 

フアン 


7. フアンリリースレバーを上げ、ファンをコンピユータ背面に向かってスライドさせて底部からかし、コンピユータから取り外します。 

8. ケーブルループを引っ張り、 I / O パネルコネクタからコントロールパネルケーブルをがします。 

9. 前面 パネル を 取り列•します。 

10. ドライブ パネル を 取りがします。 

11. ホプシヨンのサウンドカードが取り付けてある場合は、ケーブルを I / O パネルの縁から外します。 


12. 前面ポートにオプションの I EEE 1394ヶーブルが取り付けてある場合は、コネクタじ付属の説明書に従って、コンピュータの前面からヶーブルをがします。 












































2 



1 

I / O パネル 

2 

取 y 付けネジ 


13. I / O パネルから取り付けネジを外します。 

14. I / O パネルをコンピュータから取りかします。 


I / O パネルの取り付け 

上面パネル、底面パネル、および前面パネルのタブがきちんと化まっていることを確認しながら、 取り外し 手順を 逆の順をで実巧します。 


且ジに夏る 
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メモリ 


Dell Precision … Workstation 380 ューザーズガイド 

♦ メモリの概要 

♦ メモリの取り付■け 

♦ メモリの取りみし 

お巧いのコンピュータでサポートされてし、るメモリの種類については、 「仕様」 を参照してください。 

Q を意： 新しし、メモリモジュールを取り付ける前に、おをいのコンピュータ用の畳新の BIOS を Dell サポートウエブサイト 5 upport . jp . dell . com 力、らダウンロードしてください。 


メモリの概要 


I メモリモジユールは、化ず同じメモリサイズ .同じまを .および同じテクノロジのものを2巧1错のペアで巧り付ける必要があります。メモリモジユールをペアで取り付けていない場合、コンピユー 
夕は動作し続けます力 <、 性能が少しをちます。モジュールのち上ちのラベルを参照して、モジュールの容量を確認します。 



& メモ： 必ず、システム基巧に示されている順番でメモリモジュールを取り付けてください。 

推奨されるメモリ構成は、レ: i 下のとおりです。 

〇同じ容量を持つメモリモジュールのペアをコネクタ DIMM _1 および DIMM _2 に装着 
または 

〇同じ容量を持つメモリモジュールのペアをコネクタ DIMM _1 および DIMM _2 に装着し、コネクタ DIMM _3 および DIMM _4 じ別のペアを装着 
I 実斤スピードの異なる DDR 2 メモリモジュールのペアを装着した場合、モジュールは取り付けられたうちの最も遅いスピードで動作します。 

I 別のコネクタにメモリモジュールを装着ずる前に、 DIMM _1 コネクタ(プロセッサじ最もぶしロネクタ）に単ーメモリモジュールを装着してし、ることを痛記してくださし、。 
I メモリモジュールを取り付ける間、必ず ECC と非 ECC メモリが;’昆在しないようにします。 



A コネクタ DIMM 1および DIMM 2(白色の固定クリップ)じメモリモジュ 
—ルの同じペア 


B コネクタ DIMM 3および DIMM 4(黒色の固定クリップ)にメモリモジュ 
—ルの同じペア~ — 


& メモ： デルからご購入されたメモリは、お使ぃのコンピュータで保証の対象になります。 

い ま意： メモリのアップグレード中にコンピュータから元のメモリを取りかした場合、巧しく装着するモジュールをデルからお買ぃ上げになったとしても、元のメモリを巧しぃメモリとは別に保管して< 
W ださし、。できるだけ、新しし、メモリモジュールと元のメモリモジュールをペアにしなじでくださし、。ペアじすると、コンピュータが正しく起動しなぃことがあります。元のメモリモジュールは、 DIMM 1 















と DIMM _2 またはコネクタ DIMM _3 と DIMM _4 のどちらかにそれぞれペアで取り付ける必要があります。 

4 GB 構成のメモリアドレス指定 

コンピユータは 4 つの 2 GB DIMM を使用すると、量大で 8 GB のメモリをサポートします。 Microsoft ® Windows ® XP などの現在のホペレーティングシステムの最大アドレススぺースは 4 GB 
です。ただし、オペレーティングシステムが使巧できるメモリの容量は 4 GB より少な〈なります。コンピュータ内の特定のコンポーネントは、 4 GB レンジ巧にアドレススぺースを必きとします。これらのコ 
ンポーネント用に予約されたアドレススぺースは、コンピュータメモリじよつては使巧されません。 

^ メモ： 64 ビットバージョンのオペレーティングシステムを巧用する場合、メモリ範囲全体をオペレーティングシステムに使用できます。 

な下のコンポーネントはメモリアドレススぺースを必要とします。 


I システム ROM 

I APIC 

I 内商 PCI デバイス(ネットワークコネクタ、 SCSI コントローラ、 I EEE 1394 コントローラなど） 
I PCI または PCI Express デバイス/力ード 


システムの起動時に、 BIOS はアドレススペースを必票とするコンポーネントを設識しまず。 BIOS は予約された必要なアドレススぺースの容量を動のに計算します。そして BIOS は、 4 GB からそ約巧 
みアドレススぺースを減算し、利用可能なスぺースの容量を確定します。 


I 取り付けられたコンピュータメモリの総量が、利巧可能なアドレススぺースより少ない場合、取り付けられたすべてのコンピュータメモリは、オペレーティングシステムによって利用可能になりま 
す。 


I 取り付けられたコンピュータメモリの総量が、利用可能なアドレススペースと同じか、それよりをい場合、取り付けられたコンピュータメモリの少量が分は、オペレーティングシステムが使用するこ 
とができます。 


メモリの取り付け 

A 警告： 本巧のキ巧を開巧する前に、『お品情巧ガイド J のま全手帕にがってください。 

^ 替告： 巧■巧止のため、カバーを曲く前にコンピュータの電巧プラグをかずコンセントから巧いてください。 

〇 ま意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に船れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されていない金属面に 
触れることにより、きがの静電気を除去することができます。 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行します。 

2. コンピュータカバー を取りかします。 

3. メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを巧し開きます。 



1 

プロセッサに最も近いメモリモジュールコネクタ 

2 

固をクリッカ 2) 

3 

コネクタ 


4. モジュールの底面の切り込みを、コネクタ内のクロスバーに合わせます。 














1 

切リタき (2) 

2 

メモリモジ ュール 

3 

切り込み 

4 

クロスバー 


Q を*: メモリモジュールの損傷を防ぐため、モジュールの両端に均等に力をかけてコネクタにまっすぐ差し这むようにしてください。 

5. カチッと巧をの位置に収まるまで、モジュールをコネクタに差し込みます。 

モジュールが適切に巧入されると、固定クリップはモジュール両端の切リタきにカチッと収まります。 



6. コンピュータ カバー を 取り付けます。 

Q を意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み、姻こコンピュータに差し込みます。 

7. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 

8. < F 2> を巧してセットアップユーティリティを起動し、 System Memory の値をチェックします。 

コンピュータはおし〈取り巧けたメモリの容量を認識して、 System Memory の値を変更します。メモリのおしい値を確認します。値が正しければ、 手順10 へ進みまず。 

9. メモリの値が正し〈ない場合は.コンピュータの歪源を切り.コンセントからデバイスホかします。 コンピュー タカ/く一 を 取り外し、取リイ汁けもメモリモジュールがソケット I こ正し〈装着されていることを 
確認します。巧に、手 I 頃6、7、および8を繰り返します。 

10. System Memory の総メモリを量が正しい場合は、 < Esc > を巧してセットアップユーティリティを終了します。 

11. Dell Diagnostics (診が)プログラム を 実巧して.メモリモジュールが正しく動作しているか確認します。 


メモリの取り外し 

A 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、 『 K 品情なガイド JI のまを手帕にがってください。 

么 警告： 巧■巧止のため、カバーを M < 巧にコンピュータの■巧プラグを化ずコンセントからはいてください。 

© を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子が品に化れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されていない金属面に 
触れることにより、き体の静電気を除去することができます。 

1. 「 作業を開おする前に I の手順を卖巧します。 

2. コンピュータ カバー を 取りかします。 

3. メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを押し開きます。 

4. モジュールをつかんで引き上げます。 


モジュールが取りかしに<い場合、モジュールを前樹こ軽<動かして緩め、コネクタから取リタルます。 














目次に戻る 


電源装置 

Dell PrecisiorT " Workstation 380ューザーズガイド 

♦ 電源裝置の取りかし 
♦ 電源裝置の取り村■け 

A 警告： この巧の手順をち斤する前に、『»品情巧ガイド J の巧をにお巧いいただ<ためのを意をお^み<ださい。 

A 警告： 巧■防止のため、カバーを M く前にコンビュータの電巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

© を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子卽品に船れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されてし々い金属面に 
触れることにより、き体の静電気を除去することができます。 


電源装置の取り外し 

1. 「 作業を開姑する前に ■! の手順を実行しまず。 

2. コンピュータ カバー ホ 取りがします。 

3. DC 電源ケーブルをシステム基板およびドライブから取り外します。 

タブを辑除し、 DC 電源ケーブルをシステム基キ反およびドライブから取り外す晩ホ、コンピュータフレーム内のタブの下の配線経路をメモしておいてください。これらのケーブルを巧び取り付ける瞭 
は、挟まれたり巧れ曲がったりしないように、適切に配線して〈ださい。 

4. 電源装置をコンピュータシャーシの背面に取り付けている4本のネジを外します。 



1 電源装置のネジ (4) 

5. 電源装置をコンピユータの前測へ約 2.5 cm スライドさせます。 

6. 電源装置を持ち上げコンピュータから取り出します。 


電源装置の取り付け 

1. 電源装置を巧をのた置に属します。 

2. 電源装置をコンピュータシャーシの背面に固定する4本のネジを取り付けます。 

3. DC 電源ケーブルを接続します。 

4. デスクトッブコンピュータでは、電源ケーブルを/、ードドライブの側面に取り付けます。 

5. タブの下にケーブルを通し、ケーブルを覆うようにタブを巧して閉じます。 

6. コンピュータ カバーを 取り付けます。 


Q を意： ネットワークケーブルを接統するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し这み、巧にコンピユータに差し込みます。 


































7. コンピュータとデバイスを電源コンセントに}ま続し、電源を入れます。 


目次じ房る 
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システム基板 

Dell PrecisiorT" Workstation 380ューザーズガイド 

♦ システム其巧の取りかし 
♦ システム某巧の取りけけ 

A 警告： 本巧の手巧を M 巧する前に、『»品情苗ガイト 1のをを手順に化ってください。 

A 警告： 巧 ■防止のため、カバーを M く前にコンビュータの■巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子卽品に船れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されてし々い金属面に 
触れることにより、き体の静電気を除去することができます。 

〇 を 意： システム基板および金属製のトレイは連結しており、1つの部品として取りかします。 


システム基板の取り外し 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行します。 

2. コンピュータ カバー を 取りがします。 

3. 前面 パネル を 取りかします。 

4. システム基板へのアクセスを巧げるコンポーネントを取り外します。 

5. システム基板から全てのケーブルを外します。 

6. 既存のシステム基おアセンブリを取り外す前に、新しく交換するシステム基おと既巧のシステム基巧の外観を比較し、正しい部品を巧用しているか確認します。 

7. システム基板のネジをかします。 


1 2 



1 

システム基巧 

2 

ネジ 


8. 2つのタブを引き上げてシステム基おアセンブリをコンピユータ前方へ引き出し、アセンブリを持ち上げて取りがします。 

9. 取り外したシステムさキ反アセンブリを、交換するシステム基板の横に置きます。 





























1 

システム基板 

2 

コンピュータの背面 


システム基板の取 y 付け 

1. 既存のシステム基巧から、取りがけるシステム基耐コンポーネントを移動します。 

a . メモリモジュールを取り外し、交換する基楓このりかけます。詳細については、 r イモリ 」 を参照してください。 

A 警吿： プロセッサパッケージおよびヒートシンクアセンブリは、亩活になることがわります。やけどをしないように、パッケージおよびアセンブリに触る前は十分時曲をかけ、その迅 
心 度が下がっていることを巧 e してください。 

b . 既存のシステム基板からヒートシンクアセンブリとプロセッサを取り外し、交換するシステム基巧に取りがけます。詳細につい口よ、 r プロセッサ I をを蹈してください。 

2. 巧巧するシステム其巧のジャンパを.現巧のシステム某巧と同じになるよう設をします （「 システム其巧のコンポーネント I を参睛してください）。 

^ メモ： 交換するシステム基板のいくつかのコンポーネントとコネクタは、既存のシステム基板の対応するコネクタと場巧が異なる場合があります。 


3. 基巧の底面の切り这みがコンピュータのタブと揃うように、交換するぶ巧を巧けます。 

4. システム基板アセンブリを所定の位置にカチッと収まるまでコンピュータの後方へ押し込みます。 

5. システム基板から取りかしたコンポーネントおよびケーブルを取り付けます。 

6. すべてのケーブルをコンピュータの背面にあるコネクタに接結し直します。 

7. コンピュータカバー を取りかけます。 

Q を 意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み、姻こコンピュータに差し込みます。 

8. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 


目次に戻る 
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プロセッサ 

Dell PrecisiorT " Workstation 380ューザーズガイド 

♦ プロセッサの取り外し 
♦ プロセッサの取り付け 

A 警を： 本巧の手巧を M 巧する前に、『»品情苗ガイト 1 のまを手帕に化ってください。 

A 警告： 巧■防止のため、カバーを M く前にコンビュータの■巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

© を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子卽品に船れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されてし々い金属面に 
触れることにより、き体の静電気を除去することができます。 

プロセッサの取り外し 

1. 「 作業を開姑する前に ■! の手順を実行しまず。 

2. コンピュータ カバー ホ 取りがします。 

^ メモ： ヒートシンクアセンブリのをサイドにある2つの巧まネジを緩めるには、長いプラスドライバが必要です。 

3. ヒートシンクアセンブリのをサイドにある2つの巧まネジを繰めまず。 

A 警告： プラスチック製のシールドがあっても、ヒートシンクアセンブリは正巧な助作中に加なずる場合があ y ます。ヒートシンクアセンブリに柏れる前には十分に時田をかけ、アセ 
^ ンブリの温巧が下がつていることを巧 B してくださし、。 

4. ヒートシンクアセンブリを上向きに回牵5させ、コンピュータから取りがします。 



1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

巧まキジ M ウジング (2) 


© を意： デルのプロセッサアップグレードキットを取り付ける場合は、元のヒートシンクアセンブリは廃勇して〈ださい。デルながから購入したプロセッサアップグレードキットを取り付ける場合、新し 
いプロセッサを取リイ寸ける際は、元のヒートシンクを再が用してください。 


5. ソケット上にあるセンターカバーラッチの下からリリースレバーをスライドさせて、プロセッサカバーを開きます。次にレバーををちに引いて、プロセッサを取り出します。 




























1 

プロセッサカ/く一 

2 

プロセッサ 

3 

ソケット 

4 

リリースレバー 


Q を意： プロセッサを交換する際は、ソケット内側のピンに舶れたり、ピンの上に物を落とさないようにして〈ださい。 

6. ま意深くブロセッサをソケットから取りがします。 

ま斤しいプロセッサをソケットにすぐに取り付けられるように、リリースレバーはリリース位置に広げたままにしても'きます。 


プロセッサの取り付け 

の ま意： コンピュータ背面の塗装されていない金属面に触れて、身体から詩電気を除去してください。 

〇 を意： プロセッサを交換する際は、ソケット内側のピンに邮れたり、ピンの上に物ををとさないようにして〈ださい。 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行します。 

2. コンピュータ カバー を 取りかします。 

3. プ□セッサの底卽に關らなしなうに気をつけながら、新ししヴロセッサを個包から取り出します。 

の を*: コンピュータの電源を入れるときにブロセッサとコンピューかこ修復できなし、ような損窝をちえなし、ため、プロセッサをソケットに正しく装着してください。 

4. ソケット上のリリースレバーが完全に開いてし、ない場合、その位置まで動かします。 

5. プ□セッサの前面と後面の位置合わせ用切り込みを、ソケットの前面とを面の巧置合わせ用切 y 込みに合わせます。 

氏プロセッサとソケットの1番ピンの巧を合わせます。 


















1 

プロセッサカバー 

6 

リリースレバー 

2 

タブ 

7 

前面位置合わせ切り込み 

3 

プロセッサ 

8 

ソケットおよびプロセッサピン1まピンの印 

4 

プロセッサソケット 

9 

を面位置合わせ切り込み 

5 

センターカバーラッチ 




Q を意： 損傷を巧ぐため、プロセッサとソケットが正し<揃っているか確認してください。プロセッサを取り付ける瞭に無理に力を加えないで〈ださい。 

7. プ□セッサをソケットに段〈置いて、プロセッサが正しい位置にあるか確認します。 

8. プ□セッサがソケットに完全に装着されたら、プロセッサカバーを閉じます。 

ブロセッサカバーのタブがソケットのセンターカバーラッチの下にあるか確認します。 

9. ソケットリリースレバーをソケットの後ろ側へ回しカッチッと巧定の位置に収めてプ□セッサを固定します。 

Q を意： デル担进から購入したプロセッサアップグレードキットを取り付ける場合、プロセッサを交換する階は、元のヒートシンクアセンブリをち利用してください。 

デルから購入したプ□セッサ交換キットを取り巧けた場合.元のヒートシンクアセンブリとプ□セッサを、交換キットが送られてきた同じパッケージを使巧してデルへ返却してください。 

10. ヒートシンクアセンブリを取り付けます。 

a . ヒートシンクアセンブリをヒートシンクアセンブリブラケットに元のようじ配置します。 

b . ヒートシンクアセンブリをコンピュータベースのモ向に回転させ、2つの巧まネジを締めます。 

Q を意： ヒートシンクアセンブリが正しく装着され、しっかり固定されてしぶか確認しまず。 



1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

ヒートシンクアセンブリブラケット 

3 

巧束ネジハウジング (2) 


11. コンピュータ カバー を 取り付けます。 

Q 注意： ネットワークケーブルを接結するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

12. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 


且ジに夏る 







































目次に戻る 


スピーカー (オプション） の 取り付け 

Dell PrecisiorT " Workstation 380ューザーズガイド 

^ 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、 『 K 品情苗ガイド JI のま全手阳にがってください。 

A 警告： 巧■防止のため、カバ-を M く巧にコンピュ-夕の■巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に舶れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されてし々い金属面に 
触れることにより、き巧の静電気を除去することができます。 

1. 「 巧 業を開おする前に I の手歷を実行します。 

2. コンピュータ カバー を 取りがします。 



1 

スピーカー(ホプシヨン） 

4 

スピーカーケーブル 

2 

リリースラッ于タブ 

5 

システム基板のスピーカーコネクタ 

3 

スピーカースロット （3) 




3. スピーカーがすでに取り付けられている場合は、古いスピーカーを取りかします。 

a . システム基巧のスピーカーコネクタからスピーカーケーブルをかします。 

b . スピーカーの底部を人差し巧で押さえると同時に、親指でリリースラッチタブを巧し下げます。 

C . スピーカーを上にスライドさせて、3つのスピーカース□ットから取り出します。 

4. スピーカーを取り付けるには、な下の操作を実行します。 

a . 3つのスピーカースロットにあるタブの後ろに、スピーカーの位置を合わせます。 

b . スピーカーを下にスライドさせて、リリースラッ于タブがカチッと所定の位置に収まるようにします。 
C . システム基キ反のスピーカーコネクタに、スピーカーケーブルを接続します。 



























3 


4 



1 

スピーカー(ホブシヨン） 

4 

スピーカーケーブル 

2 

リリースラッチタブ 

5 

システム基板のスピーカーコネクタ 

3 

タブの巧いたスピーカースロット （3) 




5. コンピュータ カバー を 取リイ汁けます。 


目次に戻る 
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Dell PrecisionTM Workstation 380 ューザーズガイド 

b メモ： コン ピュータを使いやすくするための重要な情報を説明して し 巧す。 

の を 意： /、ードウエアの損傷またはデータの損失の可能性があることを示しまず。 ますこ、 その問題を回避するための方まも記載されています。 

A 警告： 物的損»、けが、または巧 t の巧因となる可能性があることを示します。 

略語の一黄表は、 「 用語集 J を参障.してください。 

Deir " n シリーズ コン ピュータをご購入いただいた場合、 このマニュアルの Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムについての説明は適用されません。 

^ メモ： 一部の機能やメディアは、お使いのコンピュータあるいはおをの国で巧巧できない場合があります。 

モデル DCTA 

2006年3巧 P/N M8582 Rev. A03 


目ホに反る 
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Microsoft © Windows © XP の特徴 

Dell PredsiorT " Workstation 380 ューザーズガイド 


♦ 巧しいコンピュ~夕への情報の転を 
• Microsoft 巧） Windows 巧)クラシックき示への切り替え 

♦ を組の異キ反 
• スク リーンセーバーの 與识 
♦ デスクトップ テーマの 壁抵 


♦ ショートカットの作成と整列 
♦ デスクトッブクリーンアッブウィザード 

♦ インターネット按締ファイアウナール 
♦ 家」廷巧をよび企董用ネッ_トワークのセット Z ジブ 


新しい コン ピュ ータへの 情 巧の 転送 

Microsoft ® Windows ® XP オペレーティングシステムには、データを元のコンピュータから新ししロンピュータにおさする、 ファイルと技定のちをウイザード があります。下記のデータが転送でき 

E - メールメッセー ジ 
ッールバーの 設ま 
ウインドウのサイズ 
インターネットのブックマーク 

新しい コン ピュータじネットワークまたはシリアル接続を介してデータを軍5送したり、書き込み可能 CD またはフロッピーなどのリムーバブルメディアにデータを保存したりできまず。 


メモ： 古いコンピュータ からま 斤ししロンピュータに情報をお送するには、シリアルケーブルを2つのコンピュータの入力/出力 （ I / O ) ポートに直接接続します。データをシリアル巧続を介しても送 
するには、 コントロールバネルからネットワーク巧な ユーティリティじアクセスして、# 細巧を 接続の設定および ホスト コンピュータや ゲスト コンピュータの指定など、追加の設定手順を 
実行する必要があります。 

2台のコンピュータで直傍ケーブル接続を設定する手順に関しては、マイクロソフトのウェブサイトにて「直接ケーブル接続を構なする方ま」と L う文書を参照してください。この情報は、特定の国 
では使巧できない場合もあります。 


ます。 


新ししロンピュータに情報を転送するには、 ファイルと投をの転をウィザード を実行する必要があります。この手 II 頃を巧うじは、『オペレーティングシステム CDJ を使用するか、巧送ウィザードユーティ 
リティを使ってウィザードディスクを作成します。 

オペレーティングシステム CD を使用してファイルと設をの転送ウィザードを実行する 

b メモ： この手順には『オペレーティングシステム CDJ が必要です。この CD はオプションなので、出荷時にすべてのコンピュータにせ属しているわけではありません。 

新ししロンピュータに情報を転送するには巧の手順を実行します。 

1. ファイルと肢をのちをウィザードを 開始します。 

2. ファイルと巧をのちをウイザードの M 巧 画面が表示されたら、 巧へ をクリックします。 

3. これはどちらのコンピュータですか？国面で6ををの新しいコンビュータをクリックし、ホへをクリックします。 

4. Windows XP CD がありますか？画面で Windows XP CD からウィザードを巧います をクリックし、 ホへ をクリックします。 

5. 今、 古いコンピュータに行ってください画面が表示されたら、古いコンピュータまたはソースコンピュータに斤きます。このときに、ホへをクリック しない でください。 

古いコンピュータからデータをコピーするには巧の手順を実行します。 

1. 古いコンピュータで 、 Windows XP の『ホペレーティングシステム CD 』 を挿入しまず。 

2. Microsoft Windows XP へようこそ 画面で、 追加のタスクを実行する をクリックします。 

3. 実行す る 巧巧の S 巧で ファイルと技ををちをす るをクリックします。 

4. ファイルと投をのおをウイザードの M 巧 画面で、 巧へ をクリックします。 

5. これはどちらのコンピュータですか？ 画面で おを元のちいコンビュータ をクリックし. 巧へ をクリックします。 

6. e を方まをち巧してください 面面で希望の乾送方法をクリックします。 

7. 巧を転をしますか？ 画面で短をする項目を選巧し、 ホへ をクリックします。 

情報がコピーされた後、 ファイルとおをの化 集 フエーズを化理しています... 画面が表示されます。 













8. ま 了をクリックしまず。 


新ししロンピユータにデータをお送する(こは次の手順を実行します。 

1. 新ししロンピユータの 今、ちいコンピユータに行ってください 画面で、 巧へ をクリックします。 

2. ファイルと投をはどこにち y ますか？ 固面で設定とファイルの輯をモまを選巧し、 巧へ をクリックしまず。 

ウィザードは収集されたファイルと設定を読み取り、それらを新ししロンピユータに適用します。 

設をとファイルがすべて適用されると、 化集フエーズを巧理しています… 固面が表示されます。 

3. ま了 をクリックして、新ししロンピユータを再起動します。 

オペレーティングシステム CD を使用せずにファイルと設定の転送ウイザードを実行する 


『オペレーティングシステム CD 蛇使巧せずに、 ファイルと投をのちをウイザードを 実行するには、バックアップイメージファイルをリムーバブルメディアに作成できるウイザードディスクを作なする必 
要があります。 


ウィザードディスクを作なするじは、 Windows XP を搭載した巧ししロンピュータをな用して、レ: i 下の手I頃を実行します。 

1. スタートボタンをクリックします。 

2. ファイルと技をの E まウィザードを クリックします。 

3. ファイルと E をのちをウィザードの M 抬 画面が表示されたら、 次へ をクリックします。 

4. これはどちらのコンピュータですか？ 画面で たを巧の巧しいコンピュータ をクリックし、 巧へ をクリックします。 

5. Windows XP CD があリますか？ 画面で、 ウィザードディスクを巧のドライブに作 ホをクリックして、 ホへ をクリックします。 

6. フロッピーディスクや CD などのリムーバブルメディアを挿入して、 OK をクリックします。 

7. ディスクの作成が完了すると、 今、古いコンビュータに行ってください メッセージが表示されますが、 ホへ をクリック しなし巧ください 。 

8. 古い コン ピュータに移動します。 

古いコンピュータからデータをコピーするには巧の手順を実行します。 

1. 古いコンピュータで、 ウィザードディスク を挿入します。 

2. スタートボタンをクリックし、ファイル名を指ミして実行をクリックします。 

3. ファイルをを巧定して実行 ウィンドウの 名巧 フィールドで、 fastwiz (該当するリムーバブルメディア)へのパスを参おして入力し OK をクリックします。 

4. ファイルとおをのおをウィザードの M 巧 画面で、 巧へ をクリックします。 

5. これはどちらのコンピュータですか？ 画面で おを元のちいコンビュータ をクリックし. 巧へ をクリックします。 

6. e を方まを ち おしてください 固面で希望の乾送モまをクリックします。 

7. 巧を転をしますか？ 画面で乾をする項目を選巧し、 ホへ をクリックします。 

情報がコピーされた後、ファイルと投定の化集フエーズを化巧しています...画面が表示されます。 

8. 完了をクリックします。 

新ししロンピュータにデータをおさするには巧の手順を実巧します。 

1. 新ししロンピュータの 今、古いコンビュータに行ってください 画面で、 ホへ をクリックします。 

2. ファイルと投をはどこじち y モすか？ 画面で設定とファイルの西を方法を選巧し、 巧へ をクリックします。国面の指示に化います。 

ウィザードは化集されたファイルと設定を読み取り、それらを巧ししロンピュータに適巧します。 

設定とファイルがすべて適巧されると、 化 集 フエーズを化理しています… 画面が表示されます。 

3. ま了をクリックして、新ししロンピュータを再起動します。 


Microsoft ® Windows ® クラシック表示への切リ替え 


Windows デスクトツ义 スタートメ ニュー、およびコントロールパネルのか拐を従来の Windows オペレーティングシステムのようなおに変更できます。 




b メモ： この マニュアルの 手順は、 Windows のデフ ホルト ビュー用ですので、お使いの Deir" コン ピュータを Windows クラシック表示に設定した場合は動巧しない場合がありまず。 

デスクトップ 

1. スタート ボタンをクリックして コントロールパネル をクリックしまず。 

2. ホ業する分野を a びますで、デスクトップの表示とテーマをクリックします。 

3. 作業を迅ぴますにある、テーマを巧ちするをクリックします。 

4. テーマ ドロップダウンメ ニュー で、 Windows クラシック をクリックします。 

5. OK をクリックします。 

スタートメニュー 

1. スタート ボタンをちクリックして、 プロ/《テイ をクリックします。 

2. [スタート]メニュー タブをクリックします。 

3. クラシック[スタート]メニューを クリックして、 OK を クリックしまず。 

コントロールパネル 

1. スタート ボタンをクリックして コントロールパネル をクリックします。 

2. パネルのち側じある、クラシック表示に切 y 替えるをクリックします。 


壁紙の選択 


Windows デスクトップの背景をと模椅は、壁紙を選キ尺して設定することができます。 

1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールパネル をクリックして、 デスクトップの表示とテーマ をクリックします。 

2. 作業を a びます にある、 デスクトップの背最を S ちずる をクリックしまず。 

3. 国面のプロパティ ウィンドウで、レ: >1 下の巧目の 1 つをクリックします。 

I 壁紙の画像の名前 

I (なし） で、壁紙を設定しない 

I 参 巧で、ディレクトリから里紙の画像を選が 

b ゾモ： HTML ファイル、またはピットマップファイル、 JPEG ファイルなどのイメ ージファイルを、壁紙として選おすることができます。 

4. デスクトッブでの壁紙の配置を選がするには、 表示位* ドロッブダウンメニューの 1 つをクリックします。 

I 巧べて表示で、 画像を画面に化べて表示 

I 中央に表示で、 固面の中央に 1 つの国像を表示 

I 巧大して表示で、 画面のサイズに合わせて 1 つの画像をお大して表示 

5. OK をクリックして設定を適用し、 画面のプロパティ ウィンドウを閉じます。 


スクリーンセーバーの選択 

1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールバ ネルをクリックして、 デスクトツプのま示とテーマ をクリックします。 

2. 巧業を迅ぴます にある、 スクりーンセーバーを迅がする をクリックします。 

3. スクリーンセーパーを スクリーンセーバー ド□ップダウン メ ニ ューから選巧するか、またはスクリーンセーパーを有細こしない場合は （なし） を選巧します。 
スクリーンセーバーを選巧ずると、 巧を でスクリーンセーバーのを種機能が設定できます。 

4. プレビュー をクリックすると、現在選巧しているスクリーンセーパーが実行され、 <Esc> を巧すとプレビューがキャンセルされます。 

5. OK をクリックして設定を適用し、 画面のプロパティ ウィンドウを閉じます。 


デスクトップ テーマの 選択 


デスクトップテーマで、デスクトップのが観を変更したり、音響効果を追加するロホ、巧の手順を実行しまず。 





1. スタート ボタンをクリックし、 コントロール パネルをクリックして、 デスクトップの表示とテーマ をクリックします。 

2. ホ業を迅ぴます にある、 テーマを巧ちする をクリックします。 

3. 画面のプロパティ ウィンドウで、 テーマ ドロップダウンメニユーからテーマを選がします。 

4. OK をクリックします。 


ショートカットの作成と整列 

ショー トカットはデスクトップに作ぶするアイコンで、頻愛にほ用するブ□グラム、ファイル、フォルダ、およびドライブに素早くアクセスすることができます。 

ショートカットの作成 

1. Windows ェクスプローラまたはマイコンピュータを開いて，ショートカットを巧成したいファイル、プ□グラム、またはドライブを検出します。 
b メモ： デスクトップが見えない場合、開いてしぶウィンドウをすべて贾小化して.デスクトップが見えるよ引こします。 

2. M イライトされたアイテムを右クリックして、 Windows デスクトップにドラッグします。 

3. ポップアップメニューで. ショートカットをここに巧巧を クリックします。 

デスクトップ上じ作成されたショートカットアイコンをダブルクリックして、アイテムを開きます。 

ショートカットの整列 

ショートカットを移動するには、移動したい位置にショートカットをクリックしたままドラッグします。 

すべてのショートカットアイコンを一度に整列させるには、次の手順を実行します。 

1. ポップアップメニューを表示するには、 Windows デスクトッブの何もない場所をちクリックします。 

2. アイコンの S 巧 をポイントし、アイコンの整列基準を巧目から選巧してクリックしまず。 


デスクトップクリーンアップウイザード 


お使いのコンピュータでは、デスクトップクリーンアップウィザードを使って、コンピュータを最柳こ起動してから7日後に(その後は60日おきに）、あまり使用されないプログラムアイコンがデスクトップ 
から指定したフォルダに移動されまず。プログラムが移動すると、 スタート メニューの外観が変わります。 

デスクトップクリーンアップウィザードを終了するロホ、巧の手順を実斤します。 

じ メモ： 60日ごとにデスクトップクりーンアップウィザードを実行する にある デスクトップをクりーンアップする をクリックすると、いつでもデスクトップクリーンアッブウィザードを実行でき 
まず。 

1. デスクトップ上の何もない場所をちクリックして、プロパティをクリックしまず。 

2. デスクトップ タブをクリックして、 デスクトップのカスタマイズを クリックします。 

3. 60日ごとにデスクトップクリーンアップウィザードを実行する をクリックして、チェックマークを外します。 

4. OK をクリックします。 

デスクトップクリーンアップウィザードを実行するには（いつでも実行できます）、巧の手順を実行します。 

1. デスクトップ上の何もない場巧をちクリックして、プロパティをクリックしまず。 

2. デスクトップ タブをクリックして、 デスクトップのカスタマイズを クリックします。 

3. デスクトップをクリーンアップする をクリックします。 

4. デスクトップクリーンアップウィザードの曲巧 が表示されたら、 次へ をクリックします。 

5. シヨートカットの一萬で、デスクトッブ上に残しておきたいシヨートカットのチェックマークを外して，ホへをクリックします。 

6. 完了 をクリックします。チェックマークを残したシヨートカットが移動し、ウィンドウが閉じます。 





インターネット接続ファイアウナール 


インターネット接続ファイアウォールでは、インターネット接続惭こ、許可されていないユーザーのコンピユータへのアクセスに対する基本的な巧譲が提供されます。ネットワーク接続にファイアウォール 
がち巧になると、コントロールパネルのネットワークを巧に赤い背景のあるファイアウオールアイコンが表示されまず。 


インターネット接続ファイアウオールをち効にしても、ウイルス対まソフトウェアは必夏です。 


詳細に関しては 、 「Microsoft 巧） Windows ^ XP ヘルプとサポートセンミー」 を参照してください。 


家庭用および企業用ネットワークのセットアップ 
ネットワークアダプタへのを続 

コンピユータをネットワークに接結する前に、お使いのコンピユータにネットワークアダプタが取りかけられていて、ネットワークケーブルが接結されている必要があります。 

ネットワークケーブルを接続するには巧の手順を実行します。 

メモ： ネットワークケーブルをコンピユータのネットワークアダプタに差し込みます。ネットワークケーブルをコンピユータのモデムコネクタじ差し込まないで<ださい。ネットワークケーブルを壁の 
>電話ジャックに差し込まないでください。 

1. ネットワークケーブルをコンピユータ背面のネットワークアダプタコネクタじ接結しまず。 

ケーブルをカチッと所定の位置に収まるまで差し込みます。次に、ケーブルを皆く引つ弓長り、ケーブルの巧続を確認します。 

2. ネットワークケーブルのもう一方の端をネットワークデバイスに接続します。 


□ 



1 

ネットワークデバイス 

2 

ネットワークケーブル 

3 

コンピユータのネットワークアダプタコネクタ 

4 

ネットワークアダプタコネクタ 


ネットワークセットアップウイザード 


Microsoft ⑥ Windows ⑥ XP オペレーティングシステムには、家庭またはか企業のコンピュータ間で、ファイル、プリンタ、またはインターネット接続を共ちずるための手順を案内するネットワークセッ 
トアップウィザードがあります。 

1. スタートボタンをクリックし、すべてのプログラムーアクセサリーぶ但とポイントしてから、ネットワークセットアップウイザードをクリックします。 

2. ネットワークセットアップウイザードの曲巧の画面で、巧へをクリックします。 

3. ネットワーク伟ホのチェックリストをクリックします。 

^ メモ： インターネットに宙巧抵 tt しているとし、う接続方法を選がすると、 Windows XP I こ設置されてし、る巧蔵ファイアウォールを使用することができます。 

4. チェックリストの項目を完了し必要な宰楠を行います。 

5. ネットワークセットアップウィザードに戻り、画面に表示される指示に従います。 
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問題の解決 

Dell Precision ™ Workstation 380ューザーズガイド 


• トラブルシユーティングのヒント 
♦ バッテリーの問題 
♦ カードの問題 
♦ 力ードフアンの問題 
♦ ドライブの問頭 

♦ E - メール.モデム.およびインターネットの問題 

• IEEE 1394 デバイスの間頭 
♦ キーボードの問聞 

♦ フ U — ズおよびソフトウェアの間額 


• メモリの問題 
• マウスの問題 
• ネットワークの問題 
® 電源の問題 
9 ブリンタの問頭 

♦ シリアルまたはパラレルデバイスの間頭 

9 サウンドと スピーカーの 問頭 
♦ ビデナと モニターの 固！頁 


トラブルシューテイングのヒント 

コンピュータのトラブルシューティングを実斤する隔は、な下のヒントになつて〈ださい。 

I 部品を追力□したり取り外した後に問題が発ました場合、取り付け手順を見直して、部品が正しく取りがけられているか確認します。 

I 周辺磯おが動作しない場合は、周辺域おが正しく接続されてしぶか確認します。 

I 固面にエラーメッセージが表示される場合、メッセージを正祖ソモします。このメッセージは、テクニカルサポート}旦当者が問題を診断して修復するのに役立ちます。 
I プログラムでエラーメッセージが表示される場合、プログラムのマニュアルを参照して〈ださい。 


バッテリーの問題 

レ ITF を確認しながら. Diagnostics (診断)チェック リスト に 必要事巧を記入して〈ださい。 

A 警告： バッテリーの巧 y がけ方が |01違 っていると、新しいバッテリーが巧 R する巧れがあ y ます。バッテリーを交#する 場合、 同じバッテリー、または製造元がせ巧する同ちのバ 
uA ッテリー のみ 巧用してください。巧用巧みのパッテリーは、製を元の巧示に巧って巧窠してください。 

A 警告： 本巧のモ巧を開姑する!的に、『製品情巧ガイド J 1 のま全手厢に巧ってください。 


バッテリーを夕換しますー コンピュータの電源を入れたを、繰り返し時間と日付の情衝をリセットずる必要力％る場合、または起動時に間違った時間または日付が表示される 
場合は. バッテリーを交巧します 。 それでもバッテリーが正常に機能しない場合、 デルにお問い合わせくださし、 。 


力ードの問題 


レ: TF を巧認しながら. Diagnostics (を断)チェック リスト に 必要ま垣ホ記入して〈ださい。 

A 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、『»品情苗ガイド JI のまを手阳にがってください。 

^ 警告： 巧■防止のため、カバーを阳<巧にコンピュータの■巧プラグを必ずコンセントから抜いてください。 

© を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子卽品に舶れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されてし々い金属面に 
触れることにより、き巧の静電気を除去することができます。 


カードのち着か巧およびケーブルを確«します一 


1. コンピュータとデバイスの電源を切り、それらをコンセントから巧いて10〜20秒待ちます。巧に コンピュータ カバー を 取りかします。 

2. を力ードがコネクタにしっかり装着されているかを確認します。しっかり装着されていない力ードを装着しなおします。 

3. カードのコネクタに対応するすべてのケーブルがしっかりと巧続されているか確設しまず。緩んでいるケーブルは接統しなおしまず。 

力ード上の特定のコネクタにどのケーブルを接続ずるかについロホ、力ードのマニュアルを参照してくださし、。 
































4. コンピュータカバーを閉し コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


グラフイツクスカードをテストします一 


1. コンピュータとデバイスの電源を切り、それらをコンセントから巧いて10〜20お、待ちます。巧に コンピュータカバー ホ取りかします。 

2. グラフィックスカード]かのすべての力ードを取り外します。 「 PCI 力ードの取りかし 」 をき照してください。 


プライマリハードドライブがドライブコントローラカードに接続されていて、システム基キ反の I DE コネクタのいずれにも巧統されていない場合、コンピュータに取リイ寸けられた 
ドライブコントローラカー円ホそのままにしておきます。 


3. コンピュータカバーを閉じ 、 コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

4. Dell Diagnostics (該が)プログラム を 実行します。 


力ードをテストします一 


1. コンピュータとデバイスの電源を切り、それらをコンセントから巧いて10〜20巧待ちます。次に コンピュータカバー を取りかします。 

2 . 前の手順で取り外した力ードの 1 つを取り付けなおしまず。 rpci カードの取りかけ I をを鹿してください。 

3. コンピュータカバーを閉じ 、 コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

4. Dell Diagnostics (訟断)プ □グラム を 実行します。 


いずれかのテストに失故した場合、装着しなおしたカードに問題があるので、な換する必要がありまず。 


5. すべてのカードの巧取り付けが終わるまで、この手順を繰り返します。 


カードフアンの問題 

么 警告： この巧の手順を実行する巧に、『製品情致ガイド J のま全にお巧いいただくためのを意をお K みください。 

^ 警告： 巧■巧止のため、カバーを曲<前にコンピュータの■巧プラグを必ずコンセントからはいてください。 

© を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子が品に化れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されていない金属面に 
触れることにより、き体の静電気を除去することができます。 


ケーブルち巧を巧 K します一 力ードファンケーブルが.システム其巧の力ードファンコネクタじしっかりと巧統されていることホ確認します （ r システム某板のコンポーネント I を参 

照）。 


ドライブの問題 

^ 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、『»品情巧ガイド JI のまを手順に巧ってください。 

^ 警告： 感■巧止のため、カバーを曲<巧にコンピュータの■巧プラグを必ずコンセントから巧いてください。 

© を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電尉こよる損傷を防ぐため、コンピュータの電子卽品に船れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されていない金属面に 
触れることにより、きがの静電気を除去することができます。 

レ: TF を確認しながら. Diagnostics (験が)チェック リスト に 必要事巧を記入して〈ださい。 


Microsoft ® Windows © がドライブをお度しているか巧 B しますー スタート ボタンをクリックして、 マイコンピュータ をクリックします。フロッピードライブ、 CD ドライ 
ブ、または DVD ドライブが一監に表示されていない場合、アンチウイルスソフトウェアでウイルスチェックを行し、、ウイルスを調査して除去します。ウイルスが原因で Windows 
がドライブを検出できないことがあります。 


ドライブをテストします一 

I 元のフロッピーディスク、 CD 、 または DVD に問題がないか確認するため、别のディスクを挿入します。 
I 起動ディスクを挿入して、コンピュータを再起動します。 


ドライブまたはディスクをクリーニングします一 「 コンピュータのクリー ニン ヴ I ホを照して〈ださい。 




























ケーブルのを巧をチ I ックします 


ソフトウ X アおよびハードウエアのコンフリクトを M ベます 


Dell Diaanostics(»in ブロ グラム を g 行•します 


CD および DVD ドライブの問題 

b ゾモ： 高ま CD ドライブまたは DVD ドライブの振動は一般的なもので、ノイズを引き起こすこともあります。 

^ メモ： 世界を国には様々なディスクおまがあるため、お巧いの DVD ドライブでは再生できない DVD もあります。 


Windows の音量を MS します一 


I 画面右下角にあるスピーカーのアイコンをクリックします。 

I スライドバーをクリックし、上にドラッグして、音量が上がることを確認します。 

I チェックマークの巧いたボックスをクリックして、サウンドがミュートじ設定されていないか確認します。 


スピーカーおよびサブウーハーをな g します一 「 サウンドと スピーカーの 巧韻 I ホ寒照してください。 


CD/ DVD-RW に♦き込みができない場合 


化のプログラムを田じます一 CD / DVD-RW ドライブはデータを書き込む隐に、一定のデータの流れを必要とします。データの流れが中おされるとエラーが発生します。 
CD / DVD-RW に書き込みを開おする前に、すべてのプログラムを終了してみます。 


CD / DVD-RW への 書き a みの前に Windows のスタンバイモードをオフにします一 省電カ モードの詳細に関しては、お使いのコンピュータのマニュアルを参照して < だ 
さい。 


ハードドライブの問題 


Del|TM IDE Hard Drive Diagnostics(l DE HD を 断）プログラムを実斤しまず一 

Dell IDE Hard Drive Diagnostics^DE HD 彭断)プ□グラムは、/、ードドライブをテストして、"ードドライブの障害を検出したり解みするユーティリティです。 

1. コンピュータの電源を入れます(コンピュータの電源が入っている場合、再起動します）。 

2. 画面のち上隅に F 2 。 Setup が表示されたら、 < Ctrl >< Alt >< d > を巧します。 

3. 画面の指示に従います。 


チェックディスクを実行します一 

1. スタートボタンをクリックして、マイコンピュータをクリックします。 

2. 口ーカルディスク C : をちクリックします。 

3. プロバティをクリックします。 

4. ツールタブをクリックします。 

5. エラーチェックの巧目のチェックするをクリックします。 

6. 不をなセクタをスキヤンし回なするをクリックします。 

7. 拥始をクリックします。 


E - メール、モデム、およびインターネットの問題 

^ 鲁告： 本巧のキ巧を曲巧する前に、『製み情话ガイド JI のをを手帕に化ってください。 

A 警告： 巧■防止のため、カバーを M く前にコンビュータの*巧プラグを必ずコンセントから巧いてください。 

〇 を 意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子卽品に舶れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されてし々い金属面に 
触れることにより、き体の静電気を除去することができます。 















。 メモ： モデムは必ずアナログ電話回線に接続して<ださい。デジタル電話回線 ( ISDN ) に接続した場合、モデムは動作しません。 


Microsoft Outlook ® Express のセキュリティおをを巧おします一 E - メールの巧付ファイルが開けない場合： 

1. Outlook Express で、 ツール、オプション とクリックして 、セキュリティ をクリックします。 

2. ウイルスの可お性がわるを付ファイルを巧をした ySB いたりしない をクリックして、チェックマークをかします。 


電杞回なのまなをななしまず一 


■なジャックを在 B します一 


モデムを直を■がジャックへをなします一 


他の電話線をほ用してみます一 


I 電話線がモデムのジャックに接統されているか確認します。（ジャックは緑をのラベル、もしくはコネクタの絵巧の横にあります。） 

I 電話線のコネクタをモデムに接続する勵こ、カチッとしう感触力 < あることを確設します。 

I 電話線をモデムから取りかし、電話に接続します。電話の発信音を聞きます。 

I 留守番電話、ファックス、サージプロテクタ、および電話線分岐タップなど同じ回線に接続されている電話雑器を取りかし、モデムを直接電話ジャックに接続します。3 メー 
トル la 巧の電話練を使用します。 


Modem Helper を断プログラムを実行しますー スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラム をポイントしてから、 Modem Helper をクリックします。画面の指示に 
巧って、モデムの問題を識別し、その問題を解ミ夫します 。 (Modem Helper は、すべてのコンピュータで利巧できるわけではありません。） 


モデムが Windows とる信しているか巧なします一 


1. スタートボタンをクリックして、コントロールバネルをクリックします。 

2. プリンタとその化のハードウエアをクリックします。 

3. ■おとモデムのオプション アイコンをダブルクリックします。 

4. モデム タブをクリックします。 

5. モデムの COM ポートをクリックします。 

6. モデムが Windows と通信していることを確認するため、 プロパティ をクリックし、 お断 タブをクリックして、 モデムの巧を をクリックしまず。 
すべての コマン 円こ応まがある場合、モデムは正しく動作しています。 


インターネットに接なされているか巧なしまずー インターネットプロバイダとの契約が巧んでいることを確認します。 E - メールプログラム Outlook Express を起動し、 ファ 
イル をクリックします。 ホフライン作乘 の横にチェックマークが付いている場合、チェックマークをクリックし、マークを外して、インターネットに接統します。問題がある場合、ご利 
用の ISP にお巧い合わせ〈ださい。 


I EEE 1394デバイスの問題 

^ 警告： 本巧のキ巧を曲巧する前に、『»品 情 巧ガイド JI のま全手帕にがってください。 

^ 替告： な■巧止のため、カバーを M く前にコンピュータの電巧プラグをかずコンセントから巧いてください。 

〇 ま意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子卽品に船れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されてし々い金属面に 
触れることにより、き巧の静電気を除去することができます。 

。 メモ： 前面の IEEE 1394コネクタはオプションであり 、 IEEE 1394カードを臨入した場合にのみ巧用できます。力ードホ;ま文する場合は. デルにお問い合わせください 。 


IEEE 1394デバイスが正し<巧巧されているか巧巧します一 

I EEE 1394デバイスのケーブルが、デバイスおよびコンピュータのコネクタに正しく差し込まれているか確認してください。 

Windows が I EEE 1394デバイスを陌»しているか巧店します一 

1. スタートボタンをクリックして、コントロールパネルをクリックします。 

2. プリンタとその他のハードウ エア をクリックします。 

IEEE 1394デバイスが一黄に表示されている場合、 Windows はデバイスを認識しています。 


デルから贈入した IEEE 1394デバイスに問坦がをる場合一 















デルなホから巧入した IEEE 1394デバイスに巧田がある場合一 

デルまたは IEEE 1394デバイスの製造元にお問い合わせください。 


キーボードの問題 

A 警告： 本巧の手巧を M 巧する前に、『»品情なガイド JI の安全手阳にがってください。 


キーボードケーブルを巧法します一 


I キーボードケーブルがコンピュータにしっかり接統されているか確認します。 

I コンピュータをシャットダウンして、お使いのコンピュータの『クイックリファレンスガイド』に示されているように再度キーボードケーブルを接続します。次にコンピュータを再起 
黄)します。 

I ケーブルコネクタが曲がっていないか、ピンが壊れていないか、またはケーブルが損傷を受けていないか、擦り切れていないか確認します。曲がったピンをまっすぐ I こしま 
す。 

I キーボード延長ケーブルを取りかし、キーボードを直接コンピュータに接続します。 


^^ボ-ド細化ます - 正割：誰けいる他のキ-ボ-巧]ンピュ-夕に離に邮 L てみます。亂いキ-ボイが酸す端さ.加キ-ボイけ服細りま 


ソフトウェアおよびハードウエアのコンフリクトがないか巧度します 一 「 ソフトウェアおよびハードウエアのホ互換‘性の解;’央 I ををおしてください。 


フリーズおよびソフトウてアの問題 

^ 警告： 本巧の手旧を開巧する!的に、『製品情巧ガイド J 1 のを全手順に巧ってください。 

コン ピュータカ《起動しない 


な断 ライト を 巧度します 


■巧ケーブルがコンビュータとコンセントにしっか y とをなされているかなおしまず 


コンピュータの応答が停止した 

の を 意： ホペレーティングシステムのシャットダウンが実斤できない場合、データを損失する恐れがあります。 


コンビュータの■巧を切りますー キーボードのキーを押したり、マウスを動かしてもコンピュータが応答しない場合、コンピュータの電源が切れるまで、電源ボタンを8〜10秒 
レ: i 上押し続けます。その後、コンピュータを再起動します。 


プログラムの応答が停止した 


プログラムをお了します一 


1. < Ct : rl >< Shi 行 >< Esc > を同時に巧します。 

2. アプリケーシヨン をクリックします。 

3. 応答しな〈なったプログラムをクリックします。 

4. タスクのお了 をクリックします。 

















プログラムが繰 y 返しクラッシュする 


b メモ： 通常、ソフトウェアのインストールの手 I 煩は、そのマニュアルまたはフロッピーディスクか CD に収録されています。 


ソフトウェアのマニュアルを巧 K します一 必要に応じて、プログラムをアンインス!ルしてから再インストールします。 


プログラムがな前の Microso れ⑥ Windows ⑥オペレーテイングシステム巧に設計されている 


Windows XP をおをいの場を、プログラム互換性ウィザードを実行します一 

Windows XP には 、 Windows XP ホペレーティングシステムとは異なるオペレーティングシステムじ巧い環境で、プログラムが動作するよう設定できるブログラム互換性ウィザ 
ードがあります。 

1. スタートボタンをクリックし、すべてのプログラムーアクセサリとポイントして、プログラム互 A 巧ウイザードをクリックします。 

2. プログラム互換せウィザードの M 抬画面で、ホへをクリックします。 

3. 画面の指示に巧います。 


画面の表示が青色ヴルースクリーン）になった 


コンピユータの■巧を切 y ますー キーボードのキーを押したり、マウスを動かしてもコンピュータが応答しない場合、コンピュータの電源が切れるまで、電源ボタンを8〜10巧 
な上押し続けます。その後、コンピュータを巧起動します。 


その他のソフトウ X アの問題 


トラブルシューテイングについては、ソフトウェアのマニュアルを巧巧するか、ソフトウェアの製を元に巧いをゎせます一 


I コンピュータじインストールされているオペレーティングシステムと互換性があるか確設します。 

I コンピュータがソフトウェアを実巧するのに必要な畳かハードウ ェア 要件を満たしているか確認します。詳細につい订ホ、ソフトウェアのマニュアルを参照して〈ださし、。 
I プログラムが正し<インストールおよび設定されてし巧か巧詔します。 

I デバイスドライバカけログラムとコンフリクトしていないか確認します。 

I 必要に応じて、プログラムをアンインストールしてから再インストールします。 


すぐにお使いのファイルのバックアップを作巧します 


アンチウイルスプログラムを巧って、ハードドライ义フロッピーディスク、または CD を M ベます 


開いているファイルをすべて保存してから田じ、実行中のプログラムをすべて終了して、[スタート]メニューからコンビュータをシャットダウンします 


Dell Diagnostics (お g ) プログラム ホち巧 します — すべてのテストが正常に終了したら、不具合はソフトウェアの問題に関連しています。 


メモリの問題 

レ： TF を確認しながら、 Diagnostics (診断)チェック リスト に 必要事項を記入してください。 

^ 警告： ネ巧のキ巧を曲巧する前に、『巧品情巧ガイド J 1 のまを手厢に巧ってください。 

A 警吿： 感■防止のため、カバ-を曲<前にコンピュ-夕の電巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

〇 を 意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に舶れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されていない金属面に 
触れることにより、きがの静電気を除去することができます。 














メモリ不足を示すメッセージが表をされる場合一 


I 作業中のすべてのファイルを保存してから閉じ、使用していない開いているすべてのプログラムを終了して、問題が解まするか調べます。 

I メモリの最小要件についロホ、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。必要に応じて、増設メモリを取り付けます。 r メモリの取りかけ 」を参照して〈ださい。 
I メモリモジュールを装着しなおし、コンピュータがメモリと正常に通信しているか確認します。「 メモリ I ホを照してください。 

I Dell Dia 日 nostics (誇お）プロプラム を実行•します。 


その他のメモリの旧 S が発生する場合一 


I メモリモジュールを装着しなおし、コンピュータがメモリと正常に通信しているか確認します。「とち止!を参照してください。 
I メモリの取りがけガイドラインにがつているかな認します。「 メモリの取り付け 」をを照してください。 

I Dell D 旧 日 nost に S (较胁）ブログラムを実行•します。 


マウスの問題 

A 警告： 本巧のキ巧を閱巧する前に、『な品情宙ガイド JI のま全手版に従ってください。 


マウスケーブルを巧 g します一 


1. ケーブルコネクタが曲力{っていないか、ピンカ{壊れていないか、またはケーブルが損傷を受けていなし、か、擦り切れていないか確認します。曲がったピンをまっすぐ I こしま 
す。 

2. マウス延長ケーブルを使巧している場合は、延長ケーブルを取りがしてマウスをコンピュータに直巧接統します。 

3. コンピュータを シャットダウンして 、お使いのコンピュータの『クイックリファレンスガイト 1に示されているように再度マウスケーブルを接続します。次にコンピュータを再起動し 
ます。 


コンピュータを 再ち動し ます一 


1. < Ctrl >< Esc > を同時に巧して、 スタート メニューをき示します。 

2. U と入力してからキーボードの矢印キーを巧し、 シャットダウンする または ■巧を切る をハイライト表示して < Enter > を巧します。 

3. コンピュータがシャットダウンしたら、おほいのコンピュータの『クイックリファレンスガイド J ] に示されているように、再度マウスケーブルを接続します。 

4. コンピュータを起動します。 


マウスをテストします一 正常に機能している化のマウスをコンピュータに接続して、使用してみます。新し〈接続したマウスが機能する場合、最初に接統していたマウスに問題が 
ありまず。 


マウスのなをを巧おします一 


1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックして、プリンタとその化のハードウエアをクリックします。 

2. マウスをクリックします。 

3. 語定を調整します。 


マウスドライバを再インス!ルします一 「Mi び 0S0 行魯 Windows ^ XP システムの 復元の 使いち」 を参照してください。 


ソフトウ I アおよびハードウ I アのコンフリクトを田べます 


ネットワークの問題 


レ: TF を確認しながら . Diagnostics (訟 お)チェック リスト に 必要まちを記入して〈ださい。 


A 警吿： 本項の手巧を拥おする巧に、『お品情巧ガイド J のま全手厢にがってください。 


ネットワークケーブルコネクタを巧巧しますー ネットワークケーブルカ <、コンピュータ背面のネットワークコネクタとネットワークジャックの両方にしっかりと挿入されているか巧 























認します。 


コンビュータ#面のネツトワークライトを巧 K しますー インジケータが点灯しない場合、ネットワークと通信していないことを示しています。ネットワークケーブルを取り替えま 
す。ネットワークライトの説明に関しては、 「 ボタンとライト I を参鹿してください。 


コンビュータを再ち曲して、ネットワークにログインしなおしてみます 


ネットワークの投をを巧度しますー ネットワーク管理者またはおほいのネットワークを設定した方にお問い合わせになり、ネットワークの設定が正しいか、またネットワークが正 
常に機能しているか確認します。 


ソフトウ1アおよびハードウ1アのコンフリクトを田!ぺます 


電源の問題 


な下を確認しながら、 Diagnostics (診断)チェック リスト に 必要事項を記入してください。 

A 警告： 本巧の手巧を開始する前に、『製品情報ガイド J 1 のま全手順に巧ってください。 

A 警告： 巧■巧止のため、カバ-を曲<前にコンピュ-夕の電巧プラグを化ずコンセントから抜いてください。 

〇 を 意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に舶れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されていない金属面に 
触れることにより、き巧の静電気を除去することができます。 


■巧ライトが巧をで、コンビュータがなぞしない場合一 「を卽ライト J をを.晤してください。 


■巧ライトが緑を に 点滅している場をー コンピュータはスタンバイモードに入っています。キーボードのキーを巧すか、マウスを動かして通常の動作に房します。 


■巧ライトカ巧肖なしている場合ー コンピュータの電ミ原が切れているか、電力が供給されていません。 


1電源ケーブルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントの両方にしっかりと装着しなおします。 

I コンピュータが電源タップに接続されている場合、電源タップがコンセントに巧続され電源タップがオンになっていることを確認しまず。また電源保護装置、電源タップ、電源 
延長ケーブルなどをおほいの場合、それらを取りかしてコンピュータに正し〈電源が乂るか巧詔します。 

I 電気スタンドなどの電化製品でコンセントに巧題がないか確認します。 

I 主電源ケーブルと前面パネルケーブルが•ンステム基祝こしっかりと接続されてしぶか確認しまず。 


■巧ライトが巧をおよび緑、または黄をによ巧している場をー デバイスが誤動作しているか、正しく取り付けられていない可能性があります。 

I メモリモジュールを取りかしてから取り付けます。「 メモリ J を参照してください。 

I すべての力ードを取りかしてから取り付けます。 r 五二と」を参照してください。 

I グラフィックスカードを取り付けている場合、取り外してから取り付けなおします。「力一もを参照してくださし、。 


■巧ライトが黄をにお滅している場を一 

コン ピュータに電力は供給されてしなすが、内部で電源の問題が発生している可能性がありまず。 


I 必要であれば> 雷圧切り替えスイッチ の設定が-ご使用の地域の AC 電源じ一致しているか確認します。 
I プロセッサ電源ケーブルがシステム基祝こしっかりと接統されているか確認します。 


■巧的な巧害をおまします一 電気的な巧害の原因には、レユ下のものがあります。 


I 電源ケーブル、キーボードケーブル、およびマウス延長ケーブル。 
I 電源タップにあまりじを〈のデバイスが接続されている。 

I 同じコンセントに複数の電源タップが接続されている。 


プリンタの問題 



















レ: TF を巧認しながら. Diaanostics (訟断)チェック リスト に 必要ま垣ホ記入して<ださい。 

^ 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、『»品情巧ガイド JI のまを手阳にがってください。 

b メモ： プリンタのテクニカルサポートが必要な場合、プリンタの製造元にお問い合わせください。 


プリンタのマニュアルを巧庭しますー セットアップおよびトラブルシューティングじついては、プリンタのマニュアルを参照してください。 

プリンタの電巧がホンになっていることを巧巧します 

プリンタケーブルの巧巧を桂度します一 

I ケーブル接統の情報じついては、プリンタのマニュアルを参照してください。 

I プリンタケーブルカけリンタとコンピュータにしっかり接続されているか確認します。 


コンセントを巧 e します一 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが磯能しているか確認します。 

プリンタが Windows によって田»されているか殖宙します一 

1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールパネル をクリックして、 プリンタとその化のハードウ エア をクリックします。 

2. インストールされているプリンタまたは FAX プリンタを表示する をクリックします。 

プリンタが表示されたら、プリンタのアイコンをちクリックします。 

3. プロパティを クリックして、 ポート タブをクリックします。パラレルプリンタの場合、 巧胡ホのポート を LPT 1: プリンタポート に設定します。 USB プリンタの場合、 巧用 
先のポート が USB に設定されているか確認します。 


プリンタドライバを再インストールします一 手順については、ブリンタのマニュアルを参照してください。 


シリアルまたはパラレルデバイスの問題 

レ ITF を確認しながら. Dia 日 nosticsT 諸斷 I テエック U スト に 必を事巧を記入して<ださい。 

A 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、 『 K 品情巧ガイド JI のまを手厢にがってください。 

^ ゾモ： プリンタにお頭がある場合. 「 ブリン タの問頭 I を参熙してください。 


オプション肢まを巧はします一 推奨される設定については、デバィスのマニュアルを参照してください。次に、 セットアップユーテリティを 起動 して、 I nteqrated Devices 才 
プシヨンの設定に進みます。 Serial Port 設定または Parallel Port 設定が、巧奨されている設定と一致しているか確認します。 


Deli Diagnostics (お ff ) プログラムを g 巧します 


サウンドとスピーカーの問題 

お下を確認しながら、 Diagnostics (診断)于 エック リスト に 必要事項を記入してください。 

A 警告： 本巧の手巧を曲巧する邮こ、『製品情報ガイド J 1 のを全手厢に巧ってくださし、 

スピーカーから 音が出ない場合 


b メモ： MP 3 プレーヤーの音量調節は、 Windows の音量設定より擾先されることがあります。 MP 3 の音楽を聴いていた場合、プレーヤーの音量が 十分 か確認して〈ださい。 


















スピーカーケーブルのを巧を確 e しますー スピーカーじ付属してし、るセットアップ図に示されているようじ、スピーカーが接続されているか確認します。サウンドカードをご强 
入された場合、スピーカーが力ードに接続されているか確認します。 

サブウーハーおよびスピーカーの■巧が入っているか巧 K しますー スピーカーに付属しているセットアップ図を参照してください。スピーカーにボリュームコントロールが付 
いている場合、音量、ほ音、または高音を調整して音の垂みを解消します。 

Windows の音量を W 5 します一 画面のち下ちのスピーカーアイコンをクリックまたはダブルクリックします。音量が上げてあり、サウンドがミュートに設定されていないか巧 
認します。 

ヘッドフホンをヘッドフォンコネクタから巧 y かしますー ヘッドフォンがコンピュータの前面パネルじあるヘッドフォンコネクタに巧統されている場合、スピーカーからの音声は自 
動的に無巧になります。 

コンセントを巧 E します一 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが馈能してし、るか確認します。 

デジタルモードを有巧にします一 CD ^>‘ライブがアナログモードで動作してし、る場合、お巧いのスピーカーは機能しません。 

1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールバネル をクリックして、 サウンド、音声、およびホーデイオデバイス をクリックします。 

2. サウンドと才ーデイオデバイス をクリックします。 

3. ハードウ ェア タブをクリックします。 

4. CD ドライブのち前をダブルクリックします。 

5. プロ/《テイ タブをクリックします。 

6. この CD-ROM デバイスでデジタル音楽 CD をな用可佑にする ボックスじチェックマークを付けます。 

■気的な巧ちをな去しますー コンピュータのぶ〈でな用してし巧扇風機、里光灯、または/\□ゲンランプの電源を切り、干渉を調べます。 

スピーカーのお断プログラムを実行します 

ホーディホドライバを巧インストールします一 

「ドライバおよびユーティリ ティの巧 インストール J を参,昭してください。 

デバイスのオプション IK ■きホ度 ffi しますー セットアッブユーティ U ティ东阮 動して . Intearated Devices ナプションの Sound が On じ課をされているか巧詔します-セ 
ットアップユーティリティを終了して、コンピュータを再起動します。 

Dell Diaanostirs (な IK ) プログラ A ホホ行しモナ 

ソフトウェアおよびハードウェアのコンフ U 々卜安田ぺます 

ヘッドフォンから音が出ない場合 

ヘッドフォンケーブルの在なホ# R しま寸ー ヘッドフ十ンケーブルがヘッドフナンコネクタじしっかり<1■•持結されてし、るか確訊•します_ 「おがいのコンピュータについて 1ホ参照して 
くださし、。 

デジタルモードを巧巧にします一 CD ドライブがデジタルモードで動作してし、る場合、おをいのヘッドフォンは機能しません。 

1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールバネル をクリックして、 サウンド、音声、および才ーデイオデバイス をクリックしまず。 

2. サウンドと才ーディオデバイス をクリックします。 

3. ハードウ ェア タブをクリックします。 

4. CD ドライブのち前をダブルクリックします。 

5. プロ/《テイ タブをクリックします。 

6. この CD-ROM デバイスでデジタル音楽 CD を巧用可能にする ボックスのチェックマークを巧します。 

Windows の音量をが5します一 画面のち下ちのスピーカーアイコンをクリックまたはダブルクリックします。音量が上げてあり、サウンドがミュートに設定されていないか巧 
認します。 
























ビデオとモニターの問題 


な下を巧認しながら、 Diagnostics (該断)チェック リスト に 必要き項を記入してください。 

^ 警告： 本巧の手巧を開巧する!的に、『製品情巧ガイド JI のま全手順に巧ってください。 

画面に何も表示されない巧合 


& メモ： トラブル シュー ティングの手 I 旧じついては、モニターのマニュアルを参照して〈ださし、。 


モニターのケーブル巧 巧をな 認します一 


I グラフィックスカードをご廣乂された場合、モニターが力ードに接続されているか巧認します。 

I お使いのモニターが正し <巧統されているか巧設します(コンピュータに付属している『クイックリファレンスガイド』を参照）。 
I グラフィックス延長ケーブルをかすと問題が解みずる場合、ケーブルに义陥があります。 

I コンピュータおよびモニターの電源ケーブルを交換し、電源ケーブルに摩害があるかどうか確認します。 

I かがったり壊れたピンカ{ないか、コネクタを確認します。（モニターのケーブルコネクタは、通常ピンが义けています。） 


モニターの■巧ライトを巧度します一 電源ライトが消巧している場合、ボタンをしっかりと巧して、モニターに電源が入っていることを確認します。電源ライトが点巧または点滅 
している場合、モニターには電力が供給されています。電源ライトが点滅する場合、キーボードのキーを押すかマウスを動かします。 


コンセントを宙 B します一 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが键能しているか確認します。 


モニターを巧 K します一 正常に钱能している他のモニターをコンピュータにお続して、使用してみます。新しし巧ニターが機能する場合、元のモニターに問題があります。 


お断 ライト を 巧 g します 


力ードの投をを巧皮しますー セットアッブユーティリティを 起動 して 、 I ntegrated Devices オプションの Primary Video Controller が正し〈設定されているか確認し 
ます。 AGP 力ードの場合、 Primary Video Controller を AGP に設定します。 PCI 力ードの場合、 Primary Video Controller を Auto に設定します。セットアップユ 
-ティリティを終了して、コンピュータを再起動します。 


Dell Diagnostics (を R ) プログラム ホ交行します 


面面が見づらい場合 


モニターの おをを巧認 しますー モニターのコントラストと 輝度の調整、 モニターの ミ肖描、および モニターのセルフテストを 実行する手順については、 モニターのマニュアルを 参 
照してください。 


サブ ウーハーをモニターから離しますー スピーカーに サブ ウーハーが 含まれている場合、サブ ウーハーがモニターから 60センチな上離れていることを確認します。 


外巧■巧をモニターから難します一 扇風磯、堂光灯、ハロゲンラン义およびその他の電気磯器は、画面の巧態を不安定じすることがあります。コンピュータのお〈で使用して 
し、る機器の電源を切ってみて〈ださし、。 


Windows のディスプレイ巧をを！！巧します一 


1. スター ト ボタンをクリックし、 コント ロール パネル をクリックして、 デスクトップの表示と テーマ をクリックします。 

2. 画面をクリックして 、巧を タブをクリックします。 

3. 画面の# な 巧と画面のをの設定を変更します。 


















目次に戻る 


コンピュータのタワー型とデスクトップ型の変更 

Dell PrecisiorT " Workstation 380ューザーズガイド 

♦ ドライブべイカ/く一 
♦ ドライブの向きの切り替え 
♦ ドライブネ j レ 

A 警告： 本巧のキ巧を H 巧する前に、『おあ情なガイド JI のま全手帕に従ってください。 

A 警告： 巧■防止のため、カバーを曲く前にコンピュータの電巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

〇 ま意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子が品に巧虫れる前に、き巧から詩電気を除去してください。コンピュータの塗装されていない金属面に 
触れることにより、きがの静電気を除去することができます。 

。 を意： ドライブへの損傷を防ぐため、ドライブを硬い丽こ置かないでください。ドライブは、発泡樹脂製のパッドなど十分なクッション性のあるものの上に置いてください。 

& メモ： コンピュータをタワー型またはデスクトッブ型に変更するには、デルが提供するオプションのキットを使用してください。デルへのま文については、 「製瓦整盛」 を参照してください。 

1. 「 作業を開おする前に I の手廳を車巧します。 

2. コンピュータ カバー を 取りがします。 

3. 前面 パネル を 取りみします。 

4. ドライブ パネル を 取りかします。 

5. 必要に応にてカバーの取り付けまたは取り外しを巧い、デスクトッブコンピュータのドライブパネルを準備します。 


ドライブベイ カバー 

デスクトップコンピュータドライブパネルからのドライブベイカバーの取り外し 

〇 注意： ドライブベイカバーの内側に、ネジががいている場合があります。ネジのがいていない新しいドライブに、このネジを取りかけることができます。 



1 

ドライブパネル 

2 

ドライブべイカ/く一 

3 

ドライブベイカバーのリリースタブ (2) 

4 

タブス□ットにあるドライブベイカバータブ 


〇 ま意： ドライブベイカバータブが破損しないよう、タブをスロットからかずまで、カバーをドライブパネルから1 cm な上引き難さないでください。 

1. ドライブパネルの巧側にある、ドライブベイカバーの2つのリリースタブをつまみ、カバーがドライブパネルから巧れるまで引き出し、ちへ動かしまず。 

2. ドライブベイカバーを安全な場所に置いておきます。 

デスクトップコンピュータのドライブパネルへのドライブベイカバーの取り付け 

1. ドライブパネルスロットに、ドライブベイカバータブを取り付けます。 

2. ドライブべイカ/く一のリリースタブをつまみ、ドライブベイカバーを所定の位置に巧し入れます。 
























1 

ドライブパネル 

2 

ドライブべイカ/く一 

3 

ドライブベイカバーのリリースタブ (2) 

4 

タブス□ットにあるドライブベイカバータブ 


3. ドライブベイカバーが、ドライブパネルに正しく取り付けられてしぶことを確認してください。 


ドライブの向きの切り替え 

。 メモ： タワーコンピュータでは、前面でサポートされる 3.5 インチドライブが、デスクトップコンピュータよりも1つをくなります。 

1. フロッピードライブを取り付けている場合は、 「 フロッピードうイブまたはメディアカードリーダーの取りかし(タワーコンピューか I の辛順に従ってフロッピードライブホ取り外し. 「 フロッピ~ドライブ 
またはメディアカードリーダーの取りがけ（デスクトップコンヒュータ） I の辛陥に従って巧りがけし直してください。 

2. ホプティカルドライブを取り付けている場合は、 「 CDZDVD ドライブのおり社レ(タワーコンピューを」 の手順に従ってホプティカルドライブを取り巧し、 「 CD 如 VD ドうイブの巧り征ナ(デスクトップ 
コンピュータ） I の丰 I 旧に従って取りがけなおしてください。 


ドライブパネル 

^ ゾモ： タワーコンピュータおよびデスクトップコンピュータのいずれの場合も、ドライブパネルには IEEE 1394コネクタ用のス□ットがある場合とない場合があります。 

ドライブパネルの取り外し（タワーコンピュータ） 


1. スライドプレートレバーをちじスライドして、ドライブパネルを外向きに回転し、持ち上げてパネルを取り外します。 



1 

スライドプレート 

2 

スライドプレートレバー 

3 

ドライブパネル 































ドライブパネルの取り付け（タワーコンピュータ) 


1. ドライブパネルタブを、サイドドアのヒンジに合わせまず。 



1 

スライドプレート 

2 

スライドプレートレバー 

3 

ドライブパネル 

4 

ドライブパネルタブ 


2. 前面パネルの所定の位置にカチッと収まるまで、ドライブパネルをコンピュータの方向に回乾させます。 

3. 前面パネルの Del | TM バッジを回転させるには、バッジの外回りに指を置き、バッジを巧し回します。バッジの下側近<にあるスロットを巧って回乾させることもできます。 

4. 前面 パネル を 取りがけます。 

5. コンピュータ カバー を 取りかけます。 

ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順につい口ま、ドライブじが属のマニュアルを参,昭してください。 

6. セットアッブユーティリティをお 動 し. 適切な Diskette Drive (ディスケットドライカオプションを選巧します。 

7. Dell Diagnostics (診断けロゲ ラム を 実巧して、コンピュータが正しく動作するか確認しまず。 

ドライブパネルの取り外し（デスクトップコンピュータ） 

1. スライドプレートレバーをちにスライドして、ドライブパネルをか向きに回牵云し、持ち上げてパネルを取りかします。 



1スライドプレート 



























2 

スライドプレートレバー 

3 

ドライブパネル 


ドライブパネルの取 y 付け（デスクトップコンピュータ) 

1. ドライブパネルタブを、サイドドアのヒンジに合わせます。 



1 

スライドプレート 

2 

スライドプレートレハ‘一 

3 

ドライブパネル 

4 

ドライブパネルタブ 


2. 前面パネルの所定の位置にカチッと化まるまで、ドライブパネルをコンピュータの方向に回乾させます。 

3. 前面パネルの Del | TM バッジを回転させるロホ、バッジの外回りに指を置き、バッジを巧し回します。バッジの下側ぶ<にあるスロットを巧って回嚴させることもできます。 

4. 前面 パネル を 取りがけます。 

5. コンピュータ カバー ホ 取 LJ かけます。 

ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順についロホ、ドライブに付属のマニュアルを参照してください。 

民 セットアッブユーティリティを起動し 、 適切な Diskette Drive (ディスケットドライカオプションを選巧します。 

7. Dell Dia g nostics (診断)プログラム を 実行して、コンピュータが正しく動作するか巧詔します。 


目次に戻る 



















